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Prologue





　形容しがたい臭気の漂う地下書庫だ。

　天てん井じようから複数吊つり下げられた玉たま鋼はがねがおぼろげな明るさで室内を照らしている。壁や床が全面石造りのため冷気が溜まりやすく、初冬という時節柄もあってひどく身体からだが冷えた。

　書庫にはその役割を最大限に活いかさんと所狭しと本棚が並び、棚と棚との間は人ひとりがようやく通れるようなわずかな空間である。それぞれの本棚の中には膨大な数の紙束が限界まで詰め込まれている。

　紙束は羊よう皮ひ紙しやパピルス、その他ほか素材すらも判然としない紙片をまとめて綴つづられたものがほとんどだ。防腐効果を持つ玉鋼が室内に仕込まれているとはいえ、元は羊の皮や植物の茎くきの皮を用いたものである――保管期間が長きに渡るためインクの香りと混ざり合い、快いとは言いがたい臭気を発するようになっていた。

「大陸全土を混乱に陥おとしいれた代理契約戦争。初代ハウスマンの見み出いだした祈き祷とう契約は、その悪夢からの脱却に大いに貢こう献けんしました」

　許容量ぎりぎりまで書類を収納した棚の数々は、どれも内容の区別が為なされているように見えない――にもかかわらず、眼鏡めがねをかけた青年は何ど処こに何があるのかを承知しているように棚から紙束を選り抜いては次々と床に積み上げていく。

「一方で、初代自身はその筋の間では研究狂いの人物として知られています」

　彼、ユーイン・ベンジャミンが積み上げていく書類を横からかっさらっていく手がある。作業着の上から防寒着の代わりの外がい套とうを羽は織おった、黒髪の青年。

　ルーク・エインズワースだ。

「……」

　棚と棚の間の狭いスペース。ルークは冷えた床の上に直接胡坐あぐらをかき、ユーインの選んだ書類に次々と目を通していた。地下書庫の室温は風が無いことを抜かせば屋外にいるのと変わりないから、吐く息は白く、紙束のページをめくる手もかじかんでいる。心こころ許もと無ない照明のせいで目の疲れも無視できなくなってきていた。

　ルークが地下書庫にこもるようになって数日。

　ここには初代ハウスマンが遺したという研究資料の写本が保存されている。

　独立交易都市との窓口となるべく軍国から送られてきたユーインは、ルークが聞いたところによると都市入りをした当日からこの地下書庫に入り浸っていたらしい。高名な学者の父を持ち、自身も知識欲に溢あふれる彼は来る日も来る日もここを訪れては写本を読み漁あさったという。

　完全にではないが資料の位置を大雑把に把は握あくしているとのことだから、司書役としてうってつけの人物だった。

「『祈き祷とう契約』の技術は初代の功績として有名でありますが、しかしそれを開発するに至った経緯については決して褒ほめられたものではなかったのです」

　ルークの要求に応じて写本を選びながら、ユーインは先ほどから滔とう々とうと喋しやべり続けている。独り言に近い。こちらに聞かせるためというよりは口に出して言葉にすることで情報を整理しているようだった。わざわざそんなことをしているのは、言わずもがな、それだけ現状が煮詰まってきているということ。

　ルークは手て許もとの資料を読みつつ、言葉少なに相あい槌づちを打った。

「悪魔契約」

「そうです。祈祷契約は初代による、悪魔契約の研究過程で偶然見み出いだされたに過ぎない」

「何な故ぜ、悪魔契約の研究をしていたのか――」

「ヴァルバニルを知るためです」

　一般に知られてはいないが、初代ハウスマンの研究とはすべてヴァルバニルという人外を探ることに端を発していた。その生態、それが発する『霊体』――不可視の粒子により引き起こされる奇跡の現象。それらを紐ひも解といていくうち、口伝を頼りにしていた大陸史が明るみになり文献という形で定着し、霊体を祈祷契約に転用するという発想が生まれ、そして祈祷契約が最も活いかされる土地として独立交易都市が成立した。

　すでに残り半年と迫ったヴァルバニルの復活。

　一方で、現在の大陸の発展はかの獣の研究に支えられてもいたのだ。

　何ど処こか歪ゆがみのある、矛む盾じゆんを孕はらんだ真実。

　ルークが求める情報はそこにあった。

“〝ヴァルバニルの生態”〟――

　刀鍛冶ブラツクスミスの観点からそれを知ることで、かの獣に有効な『聖剣』を模索する。ルークがここ数日、市長であるヒューゴー・ハウスマンにこの地下書庫を開放してもらい、忙しい鍛か冶じや剣術の修練の合間を縫って通うようになったのもそのためだ。

　しかしそれも難航している。

　具合を訊たずねてくるユーインに、ルークは無言で首を横に振った。

「目ぼしい資料は無いな」

「だったら、こちらもお手上げです。僕の覚えている限りではルークさんの求める資料はここには無い」

　ルークは嘆息し、

「……やっぱり、あそこか」

　そちらを見やった。

　これだけ手て狭ぜまな書庫にあって、不自然に開けている空間が隅っこにあった。本来は棚が四個分は優にあっただろうスペースがぽっかりと空白になっている。遮しや蔽へい物ぶつも無く剥むき出だしの壁や床がそこだけ打ち直されたように真新しい色をしていた。

「あの一角にあったんだな。目的の資料が」

　つい数ヶ月前のことである。

　とある戦闘により、三番街に位置する公務役所が半壊してしまうという一幕があった。その際に地下にあったこの書庫が一部崩落し、崩落箇所にあった資料を損失。役所全体の改修は済んでいるが資料の復元作業は未いまだ手つかずのままだった。

　その事件の詳しい経緯を、ルークはあまりよく知らない。ただシャーロット・フィーロビッシャーなる少女の従者たちと、自衛騎士団のひとりが魔剣で争った結果だということは聞いていた。後者の名前は言うまでも無い。

　とにかく――資料が見つからないということは、ここ数日の探索は空振りに終わってしまったということのようだ。そう思うと張っていた気が緩み、つい欠伸あくびが出た。

「少し休まれてはどうですか」

　見かねたユーインが言う。積み上げた紙束をまた元の位置に戻しながら、

「朝は鍛か冶じ、昼は資料の探索、夜はセシリーさんと剣術の修練……満足に睡眠も取れていないんじゃないですか。気持ちはわかりますが焦っても仕方が無いですよ」

　さすがにもう否定はできないな、とルークは苦笑した。

　自分は焦っている、つまりはそういうことなのだろう。

　ヴァルバニルの解放。

　行き詰まる聖剣の鍛たん錬れん。

　そして『魔剣精製』による肉体の消耗。

　残された時間はあまりに少ない。

　だからこそ急がなければならないのだ。

　――たぶん、あいつも焦っている。

　セシリー・キャンベルが剣の腕を見てほしいと申し出てきたのは、『聖剣の鞘さや』という自分の役割が明かされた翌日のことだった。今できることをひとつでも多くしたい、そう言っていた。以来、お互いの手が空あく晩の時間に、ふたりで剣の手合わせをしている。

『聖剣の鞘』とはキャンベル家に課せられた御お役やく目めを指す。

　初代ハウスマンが当時、セシリーの祖父の死言に施した、とある術式。それは彼だけでなくキャンベル家の人間の心臓に連綿と遺伝していく――ルークにしてみれば呪のろいのようなもの。

　現当主であるセシリーが悪魔契約を行った場合、術式の作用により強制的に魔剣へと変化させられる。

　約束された犠牲だ。魔剣はヴァルバニルに有効足り得ると言われており、だから魔剣となって聖剣の代用を果たすよう、キャンベル家には定められていた。

　ルークは唇に歯先を食い込ませた。

　――させられるか、そんなこと。

「平気だ」

　思い出した直後に、眠気は消し飛んでいる。ヴァルバニルのことも限られた時間もセシリーに課せられた役割も、すべては聖剣を完成させさえすれば解決できる問題なのだ。

　自分だけが彼女を救うことができる。

　安あん穏のんと寝ている暇は無い。

　気持ちはわかりますけどね、とユーインが肩をすくめた。

「アリアさんからセシリーさんの事情は聞いていますし、僕もルークさんの立場だったら無茶しちゃいますよ」

　聞き捨てならないことを言われたような気がした。

「……なんでそこであの女が出てくる。俺おれは一言もそんなこと言ってないだろうが」

「浅からぬ仲と聞いてますよ」

　苦々しく顔をしかめた。

　――どいつもこいつも好き勝手に言いやがって。

　前に三人の女にあれこれと詮せん索さくされたことを思い出して、非常に不愉快になる。

「誤解されているようだからあえて言うが、俺はあの女とは別に何でもない。お前こそ、あの魔剣とは浅からぬ仲なんだろう？」

「……どうしてそこでアリアさんが出てくるんです」

　聞き捨てならない、といったようにユーインは言い返してきた。

「僕は別に、あなたが言うような不ふ埒らちな気持ちでアリアさんを見ていません。彼女は大切な友人ですから」

「へぇ。友人ね」

「何ですか」

「何でもねえよ」

　そこで互いに沈黙した。

　この話題は危険な臭いがする。

　ルークは咳せき払ばらいをして「で、」と切り替えた。

「他ほかにヴァルバニルについて知る方法は無いのか？」

「無論、あります。初代ハウスマンの資料はこのように写本として各国家、各組織に同数提供されています。もちろん軍国にもあるはずなのですが、閲えつ覧らんできる人が限られています。ちょっと前までは僕もそこまでの権限を持っていなかったので、この都市で初めて拝見することが叶かなったんですよ。軍国から該当する資料を送っていただきましょうか？」

　ルークは少し考え、

「……いや、時間がかかりすぎる。ここにあるのは写本なんだろう？　だったら」

「ええ。原本が存在します」ユーインは頷うなずき、「旧群集列国のある一都市の、初代ハウスマンの生家にそれが保存されていると聞きます。旧群集列国の中でもこの独立交易都市の最も至近に位置するので、急ぎの馬足なら二日――いや一日とかからないでしょう。……そしてここが重要なのですが、そこは未いまだに帝政列集国の傘下に入ることを拒こばんでいるんです」

　近時、帝国と群集列国の合併、ひいては『帝政列集国』の成立が大陸全土に伝えられたが、実のところその名前は人々の間に浸透しきっていない。土地そのものを指して言うときは「旧帝国」、「旧群集列国」などと合併以前の呼称が用いられることが多い。

　それには宣言がされて間も無いため、というのもあったが、何より二国間の合併が上手くいっていないという点に大きな要因があった。旧帝国の強引な合併要求に反発を抱き、拒んでいる小国家が旧群集列国内には少なくないのだ。

　ユーインが挙げた小国家はそうした国のひとつで、つまりまだ旧帝国の手が及んでいない。事実上、旧帝国と敵対しているルークたちにとっては都合が良かった。

「お前も来られるか」

「資料を検討するにしても人手が要いるでしょう？　お望みなら同行いたしますよ。初代の資料の原本……個人的にも非常に興味をそそられます」

「なら間に合うか」

　時間は限られている。

　近々独立交易都市にて、二国一都市会議――通称『ヴァルバニル会議』が開かれるのだ。大陸国家の歴々が集つどうその会議には刀鍛冶ブラツクスミスとして自分も出席しなければいけない。外へ出るにしても、最低それまでに帰って来る必要がある。

　行き帰りと検討の時間を頭の中でざっと見積もる。ぎりぎり間に合う計算だ。

「決まりだな。時間が惜しい、早さつ速そく今から――」

「私も行くぞ！」

　頭上から降ってきた声に、ルークとユーインはぎょっとして顔を上げた。

　地下書庫の中央には一台の梯はし子ごが据えられている。この梯子を使って地下と地上を上り下りするのだが、その梯子とつながる天てん井じようの入り口から、赤髪の女が逆さまに頭を覗のぞかせていたのだ。

　逆さまの女は燃えるような赤い瞳ひとみでこちらを見上げ、もとい見下ろしていた。

　年とし頃ごろの女性の嗜たしなみも糞くそも無い。ルークは呆あきれ返った。

「いつから盗み聞きしてた。セシリー・キャンベル」

　まさかさっきの会話は聞かれてないだろうな、という内心の焦りはおくびにも出さない。

「人聞きが悪いぞ。ルーク・エインズワース」

　逆さのまま、セシリーは憮ぶ然ぜんとして言い返した。

「私たちはリサに頼まれて、仕方無く昼食を届けに来てやったんだ。今そっちに行くからちょっと待っていろ」

　頭が引っ込んだかと思うと、今度は見慣れたブーツが入ってきて梯はし子ごに足をかけた。

　セシリーが着ているのは自衛騎士団の制服である。下半身は白の腰巻きなので下からのアングルは少々際どい。そのことに気付くや否や、ルークは目にも留まらぬ速さでユーインの頭を掴つかみ、一八〇度後方に回転させた。

「……？　何をしているんだ？」

　地下に下り立ったセシリーがこちらを見て首を傾げた。別に、とルークはユーインの頭から手を離す。捻ひねられた際に首を痛めたらしいユーインは恨めしげにこちらを睨にらんでいた。

「はい、どいてどいてー」

　と、今度は踊り子風の衣装をまとった女が梯子を下りてきた。素足と、ひらひらと揺れるスカートの端が見えた――かと思うとルークの視界が一八〇度後方に回転した。



    

  
    
      



    

  
    
      「……？　何してるの？」

　地下に下り立った栗くり色いろの髪の女、アリアがこちらを見て首を傾げる。別に何でもないですよ、とユーインはこちらの頭から手を離した。捻ひねられた際に首を痛めたルークは恨みがましく彼を睨にらんだ。

「……というか、わざわざ下りてくる必要は無かったんじゃないか」

　ただでさえ手て狭ぜまな空間に男女四人が集結しているのだから、息苦しいことこの上ない。辟へき易えきしつつ目の前のセシリーから距離を取る。すると彼女の格好がいつもと少々違っていることに気付いた。

　普段の自衛騎士団の制服には違いないのだが、所々の装備が増えている。両肩に白の羽は織おり物ものをし、その上から肩当てを付け、両腕にも手しゆ甲こうをはめている。若干厚着もしていたので見慣れた軽装と比べると少々物々しくも感じられた。女性らしい装備といえば頭の髪飾りくらいだろうか。

　こちらの視線に気付いたのだろう、セシリーが説明した。

「もう冬だからな、以前の制服だと冷えてしまう。私なりの衣替えだよ。それにこれからの戦いを考えると、今のうちに着慣れておいたほうがいいし」

「カッコつけたこと言ってるけど、単純にこの前の模擬戦で着たら気に入ったんだよね。それを是非ともル――」

「ア、アリア！」

　慌あわててセシリーがアリアの口を塞ふさぐ。そんなふたりを間に挟み、向こう側からユーインが含みのある笑みを見せているのがルークの癇かんに障った。

「要するに見せびらかしに来たと？」

「ち、違う。あなたたちが大事な話をしていたからッ」

　セシリーは激昂しながらこちらを振り返り、

「さっき話していた旧群集列国行きの件、私も同行させてもらうからな！」

　また始まった――。ルークは頭痛を覚えてこめかみを押さえた。

「私は知らなければならない」

　彼女は毅き然ぜんとした眼まな差ざしで続ける。

　――そう、こいつはこういう女なんだ。

「何な故ぜ祖父は初代ハウスマンの術式を受けたのか。どうしてキャンベル家が『聖剣の鞘さや』としての役割を負うことになったのか。自発的なそれだったのか、それとも偶発的な事故だったのか……現当主として、私には知る必要がある。会議までには戻れるのだろう？　ならば問題あるまい」

　自分と同じように、安あん穏のんと時を過ごそうとはしない。

　今できるすべてに挑もうとする。

　最も厄やつ介かいな存在。

「ルーク、あなたは私を救ってくれると言ったけれど」

　言葉を失っているこちらに、セシリーは微笑ほほえんだ。

「私はただ守られるだけの女ではないよ」

　セシリーの背後ではアリアがユーインを見やり、相棒の言葉に賛同するように頷うなずいていた。ユーインは何な故ぜか彼女から後ずさりつつ困ったように笑うが、それだけだ。こちらに加勢してはくれないだろう。

「……勝手にしろ」

　だからもう、ルークはお手上げとしか言いようがなかった。

　行き先は、旧群集列国。





　荒野を疾しつ駆くするは一台の馬車。車輪が土を穿うがち、二頭分の馬ば蹄ていが土を掘って進む。

　白い空からちらつく粉雪の中を、轟ごう音おんと共に駆け抜ける。

「……ッ」

　御ぎよ者しや台で二頭の馬の手た綱づなを取っていたヒルダ・キャヴェンディッシュは、顔面に叩たたきつけられる寒風と雪つぶてに目を細めた。まつ毛がわずかに凍っているのがわかる。厚手の防寒具を着てはいたがやはりこの時節の馬上は身体からだにこたえる。

「まだァ？」

　背後の客室の中から、主あるじの声がした。

　車輪の回る音はけたたましい。ヒルダは「もう少しです」と叫んだ。

「もう少し、ってさっきもそう言ってたじゃない」

「まったくです。だから長距離の移動は好かないのですよ」

　いい加減、主の小言にも慣れた。ヒルダは肩越しに背後を窺うかがう。

　自分たちが乗っているのは帝国の貴族が抱えるような、二頭立ての四輪馬車キヤリツジである。箱型の客室は戸や窓が閉ざされているため外気の侵入を封じ、室内も玉たま鋼はがねによる暖房で暖かく保たれている。少々の揺れや退屈くらいは我慢してもらいたい、とヒルダは御者台で震ふるえながら思った。

　御者台には客室の窓が隣接していて、多少曇くもってはいたが中が覗のぞけた。

　ビロードの張られた座席にふんぞり返るように腰を下ろしているのは、ひとりの女。

　真っ先に目につくのは“〝左右非対称”〟の容姿だろう。少女と言っても過言ではない小柄な体格に、白黒のドレス。髪型も左右で異なり、右は束ね、左はそのまま流している。瞳ひとみの色すら右が赤、左が青と違う。

　そして――

「でもシーグフリード様の命だからね。イヴァ」

「ええ、その通り。私たちは粛しゆく々しゆくと任務をこなすのみよ。イライザ」

　女はひとつの口でふたつの声音と人格を使い分けていた。

　前者は声の高い、ぞんざいで子どもじみた言葉遣い――名を『イライザ』。

　後者は声の低い、丁寧だが冷たさの垣かい間ま見える言葉遣い――名を『イヴァ』。

　声音と人格が入れ替わる度、その表情もくるくると変わる。幼さのある笑みを浮かべたかと思えば、次の瞬間には妙齢の女性を思わせる面に変化している。まるでその都度仮面を被かぶり直しているようで傍はた目めには気持ちのいいものではない。

“〝彼女ら”〟はヒルダの主あるじにして人ならざるもの。

　魔剣『イライザ・イヴァ』。

「……」

　死角にいるらしく御ぎよ者しや台からはわからないが、客室にいるのは彼女だけではない。

“〝鉄てつ塊かい”〟がそこにいるはず。自分と同様の、人形に堕だしたモノが。

　ヒルダは視線を前に戻した。心持ち手た綱づなを強く引く。疾しつ駆くする二頭の馬の向こうには無限と錯覚してしまうほど広大な荒野が続いている。

　背中でイライザ・イヴァの“〝会話”〟を聞いた。

「大事な任務ですよ、イライザ。これから落とす都市は計画の要かなめとのことです。シーグフリード様が長らく準備してきた諸もろ々もろを私たちが台無しにするわけにはいきません」

「わかってるよ、イヴァ。何度も聞いた」

「あなたはやりすぎる嫌いがあります。相手を降伏させる程度に抑えてくださいね。うっかり全滅させてしまわないように。捕虜はすべて奴隷にするんですから」

「はいはい。でも久々に大きな仕事なんだ。腕が鳴るのは仕方無いだろ？」

「それは否定しません。恥ずかしながらこの私もどきどきしています」

　屈託も無く交かわされるやり取り。くつくつくすくすと笑う声すら聞こえる。

　ヒルダはただ聞き流すだけだ。

　奴隷だから。

　自分は生まれたときから奴隷だったから、何も感じる必要なんて無い。

　――ワタシは今、滅びを運んでいる。

　そのことを思い病む必要も、無い。それこそ粛々とこなすだけ。考えない。

　――心を凍らせろ。

　しかし時々それは上う手まくいかない。決まって脳裏に『あの女』の顔がちらつく。

　捕らえた自分をあっさりと解放した、あの愚かな女。

　彼女はどうしているだろうか。

　できることなら――もう二度と会いたくない。

　イライザ・イヴァに隷従してなお、消えない感情がヒルダにはある。それは恐怖に近い。背中を追い立てるように迫ってくる。だからヒルダは馬の尻しりに鞭むちを当て、さらに馬車の速度を増した。

　逃げるように、寒風の壁を突き抜ける。



　これから彼女たちは、ひとつの国を滅ぼす。

　旧群集列国の、ある小国家を。



    

  
    
      

　ヴァルバニル――

　大陸史上最悪と目される人外だが、それに対する見解は所属する母体によって異なる。



　崇あがめるべき対象として、帝国はそれを“〝王”〟と呼び、

　討とう伐ばつすべき対象として、軍国はそれを“〝獣”〟と呼び、

　利権を生む対象として、群集列国はそれを“〝機械機構”〟と呼び、

　仮かり初そめの信仰対象として、独立交易都市はそれを“〝神”〟と呼び、



　そして初代ハウスマンはそれを“〝実験台”〟と呼んだ。



    

  
    
      


第15話　破壊者　Berserker
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　独立交易都市三番街の公務役所、その市長室でひとりの男が報告を行っていた。

「各番街における自衛騎士団の警備配置は以上です。また不測の事態に備え、市民の避難経路も掲示板を通して告知済み。念を押して各団員が市内すべての民家を回って情報の確認を行っています」

　自衛騎士団の制服に、日に焼けた精せい悍かんな顔立ち。

　三番街自衛騎士団副団長、レジナルド・ドラモンドである。

「これで全団、二国一都市会議の準備整いました」

　ヴァルバニルは大陸国家の最高機密に値する。その生態はおろか存在の事実すら一般市民には知らされていないし、各国家においても限られた要人にのみ既知の内容だ。これまでもヴァルバニル会議の際には要人警護のためかなりの警備体制が敷かれていたが、それも表向きは「大陸国家の協調のための会議」と情報は絞られていた。

　だがそれにも限界はある。

　より強固な自衛体制、軍国との協力関係、人外や悪魔を仮想敵とした訓練など――来たる日の準備にはやはりある程度の情報開示が必要だった。

　――やはりこいつを副団長にして正解だったな。

　報告を聞いていたハンニバル・クエイサーは、内心でそう思う。レジナルドにその内実を知らせたのは副団長任命の翌日、つまりほんの一週間ほど前のことだ。

　ヴァルバニルを巡る真実。それを告げられたときの彼は意外なほど動揺が無かった。

『守るものが変わるわけではありませんから』

　無表情に、あっさりとそう言ってのけた。

　大した男だ、と苦笑してしまう。

「報告ありがとうございます、レジナルドくん。お疲れ様です」

　事務机に座っていた男が労ねぎらいの言葉をかけた。

　ヒューゴー・ハウスマンである。

“〝市長”〟という独立交易都市における最高職に反し、年齢は三十代後半と若い。ただし日日の仕事に忙殺されて顔つきは年齢以上に老けているし、仕事着としている礼服もくたびれて見える。全体的に疲労感の漂う男だ。

　ファミリー・ネームを“〝ハウスマン”〟と名乗ってはいるが、彼自身に初代ハウスマンとの血縁関係は無い。独立交易都市の市長は初代に敬意を払い、彼の名を襲名することが慣例付けられているのだ。そもそも初代自身に子は無かったとも知られている。

「例年の会議より厳重にもかかわらず、予定よりずいぶん早い。優秀な働きですよ」

　仕事ですから、とレジナルドは当たり前のような顔で応じた。職務に実直というよりは単純に無愛想なだけという説も捨てきれない――と、ハンニバルは部下の評価を考え直した。

「それで……俺おれに御用とのことでしたが」

　レジナルドの言葉に、ヒューゴーが隣に立っていたこちらを見上げてきた。

　うむ、とハンニバルは己の禿とく頭とうを撫なでた。

　ハンニバル・クエイサーは騎士団で一、二を争う巨体と腕力の持ち主である。四十四年前の代理契約戦争を最前線で戦うも生き残り、その名は武芸を志す者ならば誰だれもが知る名だ。三番街自衛騎士団の団長という立場ではあるが、実質的に全団を束ねる役割を与えられている。

　なのでこうしてヴァルバニル関係の話し合いの場には引っ張り出されることが多い。

　ハンニバルは片手に提さげていた木箱を事務机の上に置き、それを開けた。

　中に封印されていたものを見、レジナルドが目を細める。

「これは……」

「軍国から献上された魔剣だ」

　若き副団長が息を呑のむ。

「……魔剣はかねてから帝政列集国が躍起になって集めている代物、と聞きます」

「そうだ」

　その動きが白日の下にさらされることになったのは今年に入ってからだろう。魔剣アリアを狙ねらった一連の事件――それを皮切りに悪魔契約を用いた事件が頻ひん発ぱつするようになり、そしてセシリーたちが帝国の関係者と接触するときにはいつもそこに魔剣の存在があった。

　魔剣『エヴァドニ』、魔剣『フランシスカ』。

　クレイモア、ロンパイア、ボロックナイフといった銘めい無なき魔剣たち。

　帝政列集国は魔剣を収集し、何事かを企くわだてている――

「現段階で考えられる目的は、ずばりヴァルバニル戦の準備。魔剣はヴァルバニルに有効足り得る。セシリーの祖父――当時のキャンベル家当主の変へん化げした魔剣でそれは証明されている。聖剣の鍛たん錬れん法が伝わっていない旧帝国は魔剣によってそれを代用しようとした」

　しかし、とヒューゴーが続ける。

「かといってすべての魔剣が同様の効果を果たすとは限りません。現存する『キャンベル家の魔剣』は唯一にして無二の業わざ物ものであり、並の魔剣とは一線を画している。極めて特殊な魔剣なのです。それに人為的に魔剣を生み出す術式は初代のみが知る知識でして、その方法は現代では失われています」

「だから今まで大陸国家は魔剣にそこまで注目してこなかった。初代の術式を引き継いでいるセシリーを除いて、な」

　ヴァルバニル戦の決め手はあくまで聖剣。

　その見解に揺らぎは無かったはずだ。

　いよいよもって魔剣を集める意図がハンニバルたちにはわからなかった。純粋な戦力として数えているのか、それとも自分たちの知らない何かを帝政列集国は掴つかんでいるのか、杳ようとして知れない。

　レジナルドは何ど処こかしかめ面で話を聞いていた。彼はセシリーの『聖剣の鞘さや』についても先日知らされたばかりだから、何か思うところがあるのだろう。

　視線は木箱の中のそれに向けたまま、彼は訊たずねてきた。

「どうして俺おれにこの魔剣を？」

「正直な話、使い道に困っていた。軍国からの賄わい賂ろに近いものだから受け取れば中立都市としての立場に反する。躊ちゆう躇ちよしたが……帝政列集国の狙ねらっているものを我々の眼の届くところで管理するのは悪くない話だし、都市を守る武器はひとつでも多いほうがいい」

「よってレジナルドくん、あなたにはこの魔剣の帯剣を命じます」

「俺が……」

「近い将来、大きな戦いが必ず起こる」

　こちらの言葉に、レジナルドが表情を引き締めた。

　帝国と、一部を除いた群集列国の合併により生まれた『帝政列集国』。

　かの国と独立交易都市、軍国の対立構造は彼も聞き及んでいるはずだ。

　ハンニバルは木箱を拳こぶしで小突きつつ、部下に笑いかけた。

「そのときお前は、全力で都市を死守しろ」

「言われるまでもありません」

　レジナルドはきっぱりと応えた。迷いは皆無。

「それが俺の仕事ですから」

　彼と関係の浅い人間が聞けば勘違いするかもしれない物言いだったが、もちろんハンニバルはその意味を取り違えない。

　レジナルド・ドラモンドは“〝死守”〟が仕事だと言い切ったのだ。

　生なま半なかな気持ちで言えることではない。

『私たちは無敵です』

　――ワシは本当に運がいい。

　レジナルドといい、セシリーといい、とびきり優秀な部下に恵まれている。

　ところで、とレジナルドが切り出した。

「刀鍛冶ブラツクスミス殿とも顔合わせを願いたいのですが。察するに最重要人物です、できれば今日からでも刀鍛冶殿の警備を厚くしておきたい」

　その申し出にハンニバルとヒューゴーは顔を見合わせた。

　ハンニバルは左ひだり頬ほおの十字傷を指で掻かきながら、申し訳無さそうに言った。

「残念だが、ルークは今都市にいない」

「いない？」

「今朝方出発したばかりだ」

「何ど処こに？」

「旧群集列国だ」

　打撃音が市長室を震ふるわせた。

　レジナルドが事務机に拳こぶしを叩たたきつけた音だ。

「何を考えてるんですか!?　旧群集列国など敵地そのもの、そこに大陸の最重要人物を単身で行かせるなど――」

「ルークが向かったのはまだ帝国との合併が成されていない小国家だ。危険は少ない。だから許可も出した。それに単身ではない、セシリーとアリアも同行している。ユーイン・ベンジャミンも確か一緒だったな」

「セシリー・キャンベルまで!?」

「どうしてもルークについていくと言って聞かなくてな」

「会議までもう間も無いのですよ!?」

「大丈夫だろう」

　軽すぎる！　とレジナルドの激昂は止まらない。

「前々から思っていたのですが団長はセシリー・キャンベルに甘すぎますッ!!　楽観に過ぎる！」

　ヒューゴーは言葉も無くわずかに身を退ひき、ハンニバルも困ったように己の後頭部を撫なでた。

「よろしいですか？　要するに俺おれが言っているのは危機意識の問題なのです――」

　レジナルドはなおも説教を続けている。

　――やっぱり評価を改めよう。

　優秀だが口うるさい部下、だ。
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　冷気が身体からだの芯しんに染み入る、出発の朝。

　四人は独立交易都市の第三正門に集合していた。

　急ぎの旅なので軍国のときとは違って馬車は用いず、馬のみで向かうとのこと。セシリーとアリアは乗馬の技術を持っていないのでそれぞれルークとユーインの駆る馬の後ろに乗せてもらうことになった。

　相乗りの組み合わせで何やらアリアとユーインが揉もめている。

「あたしは剣の姿でセシリーの鞘さやに収まるから、ユーインはひとりで乗りなよ」

「いえ、アリアさんは僕の後ろに乗ってください」

「はぁ？　無茶言わないでよ」

「無茶なんかじゃありません」

「あなたの気持ちは嬉うれしいけど、荒療治すぎる。もっとゆっくりやっていこうよ」

　それでもユーインは絶対に退ひかなかった。アリアは渋々と、でもちょっぴり口くち許もとを綻ほころばせながら彼の後ろに飛び乗る。彼女の栗くり色いろの髪が揺れ、ユーインの身体を撫なでかすった。

　ぶるるっ、とユーインが震ふるえる。

「だ、大丈夫？」

「だいじょーぶです！」

「……無理しないでね」

　ふたりのやり取りに、セシリーはあえてくちばしを挟まなかった。彼らの事情は大雑把にしか聞いておらず、気になったが、そこにふたりだけの特別な空気を感じたから放ほうっておくことにした。たぶん、そのほうがいい。

　セシリーは自分の相乗りの相手パートナーを振り返る。

　ルークは彼の馬にセシリーのための鞍くらを取りつけているところだった。栗くり毛げの馬は立派な足腰をしており、鞍の設置をくすぐったがっているかのように、白い息を吐きつつ低く嘶いなないている。

　防寒のため、彼は普段の作業着の上からいつもより厚手の外がい套とうを羽は織おっていた。腰には一振りの刀。セシリーのほうも腰にえんじ色の、アリアの鞘を提さげている。

「リサはどうした？」

　集合してからもずっと姿が見えないから、引っかかっていた。

「あいつは連れて行かない。留守番だ」

　声に出さず驚く。

　リサはルークの唯一の助手で、セシリーの知る限りいつだって行動を共にしていた。今回も当たり前のように同行するのだとばかり思っていたのだが。

「代わりに、リサには課題を言い渡してある」

「課題？」

「いずれ教えてやるよ」

　振り返りもせずにそう答える。何ど処こかこの話題を避けたがっているようにも見えた。

　鞍くらをつけ終えたルークが、馬にまたがる。

「乗れ」

「あ、……うん」

　応じてから、ちょっと緊張した。あまり馬に乗った経験が無いので勝手がわからないのだ。恐る恐る片足をあぶみに乗せ、ルークの手を借りながらその後ろに一息に飛び乗る。バランスを崩し、意図せずにルークの背中にしがみついてしまった。

　一瞬で頭の中が沸騰した。

　――こ、これは想定外だ！

　初代ハウスマンの手によって心臓の死言に術式を組まれた、祖父。

　彼が何をどう思って聖剣の代用――“〝魔剣の強制化”〟という御お役やく目めを受け入れたのか、それが知りたくて同行を申し出たのは本当の話だ。

　自分はキャンベル家というものの正体を知る必要がある。今まで誇らしく思ってきた家系は果たして正しい存在だったのか。もちろんずっと追い続けてきた父の背中を疑うつもりは無い。ただ、闇やみ雲くもに妄信するのはやめようと思う。



    

  
    
      



    

  
    
      　真実を知る必要がある。

　これからも迷い無く戦い続けるために。

　――でもこんなことになるなんて思わなかった。

　こんなふうにルークの背中に身を預けることになるなんて。

「揺れるからしっかりつかまっていろ」

　恐こわ々ごわとルークの腰に腕を回す。自然、彼の背中に抱きつくような格好になる。

　炭の匂においとわずかな体臭を嗅かぎ取り、全身がかっと熱くなった。

『俺おれはお前を救うぞ』

　――ああもう、落ち着くんだ私。

　あの日から、ルークとの距離感がまた少し変わったように思う。特に取とり沙ざ汰たするような出来事があったわけではないのだが、彼の自分に対する言動のひとつひとつが以前よりずっと柔らかくなったように感じるのだ。

　初めて出会ったあのころから少しずつ、距離が近付いている。

　そしてそれを実感する度、胸が一杯になって息苦しくなる。

　今も。

「よ、よろしく頼む」

「ああ」

　あぶみを履いたルークがユーインのほうを見やった。

　馬上のユーインはやはりまだ身体からだを硬くしていたけれど、ルークの視線にぎこちなく頷うなずきを返す。その腰にセシリーと同じように腕を回していたアリアが、ぼそっと呟つぶやいた。

「やっぱり、あたし……」

「いいえ！　アリアさんが嫌でなければ、このまま」

　嫌だなんて言ってない、と囁ささやき、アリアがそっと腕に力を込めたのがセシリーにもわかった。いつも思い切りがいい彼女にしては珍しく、ためらいがちに両腕の輪を狭める。なんだか見ているこっちが照れてくる。

　……ん？

　ふとセシリーはユーインの馬に括くくられた背はい嚢のうに気付いた。短い日程なのでルークや自分は荷物を減らしてきたのだが、彼の背嚢はそれに反して大きく膨らんでいたのだ。

　何が入っているのだろう？　と気になったが「行くぞ」とルークが腹を蹴けって馬を走らせたので訊たずねるタイミングを逸した。想像以上の振動に襲われ、セシリーはより強くルークの背中にしがみつく。右みぎ頬ほおを押しつけ、瞼まぶたを閉じた。

　――私だけなのかな。

　言動は柔らかくなったけれど、それでもルークはいつも平静で、自分だけが彼の一挙手一投足にいちいち慌あわてふためいている。馬ば鹿かみたいに一喜一憂して、ひとりで騒いでいる。

　彼は自分を救うと言ってくれたけれど。

　それにはどんな気持ちが込められているのかな。

「後ろ、大丈夫か」

「……うん。平気だ」

　瞼まぶたを閉じたセシリーは炭の香りのする背中にぎゅっと抱きつき、頬ほおをそこに擦こすりつけた。

　こっそりと甘えるみたいに。

　だから――

「……」

　ルークの耳が赤く染まっていたことはもちろん、その意味にも気付けなかった。





　旧群集列国は独立交易都市の南方、大陸上においては北東部の範囲を指す。

　セシリーたちが目指す小国家はその旧群集列国に属しているが、未いまだに帝政列集国の傘下には入っていない。むしろ合併を拒こばみ、反旗を翻ひるがえしている国だ。

　そもそも“〝群集列国”〟という括くくりは便べん宜ぎ上じようのそれである。旧帝国の領土にも軍国の領土にも含まれない、数十以上の小国家群をひとまとめにした総称でしかなく、元々一国として成立してはいなかった。一括統治を試みた王はいたが、彼も志半なかばのまま代を譲っている。

　複数の小国家には複数の文化、思想が存在する。故ゆえにこそ一括統治もままならなかったわけで、中には旧帝国との合併を拒む国があるのも不思議ではない――セシリーたちが目的とする国はつまるところそういう場所だった。

　帝政列集国の成立に大陸が緊張状態にある中、ヒューゴーが国境を通るための手形や紹介状を手配してくれたのもそのためである。初代ハウスマンの資料とこの時期に都市を出る危険性とを秤はかりにかけ、結果的にルークの意志を尊重したのだ。

「確かに帝国と群集列国の合併は衝撃でしたが、実際は言葉ほどの脅威は無いと思います」

　一度目の休憩のときにユーインが教えてくれた。

「例えば……旧群集列国には奴隷国家と呼ばれる、自国民を奴隷として外国と売り買いする国がありますが、その主な顧客が旧帝国だったのです。そういったシステムに反発している小国家が少なくなく、だから帝政列集国としての統一は完かん璧ぺきでない。今回の旅先もそうした国のひとつで、旧帝国の再三の合併要求にもはっきりと拒絶の意志を示し――」

「よし、休憩は終わりだ。出発するぞ」

「つまりっ、その、旧群集列国の中でも比較的安全な土地でッ」

「ユーイン、やっぱりあたしが後ろなのキツイんでしょ？」

「そ、そそそそういうわけじゃありません！　まだ話が途中だっただけ――あっ、いえ、違うんです、行きます、後ろに乗ってくださいアリアさん！　怒らないで！」

　大陸は南に向かうにつれ気候が寒くなる。旅程の半分ほどを進んだところで平原の上に粉雪がちらつき始めた。独立交易都市には滅多に雪が降らないので、セシリーの目には真新しく映った。でも空は灰色に近い白を帯びていて、公道沿いの、うっすらと雪の降り積もった森林を背景に置くと、なんとなく灰はい被かぶりの森にも似ているように見えた。

「――んっ」

　雪が頬ほおに触れ、冷たさに片目をつぶる。

　身体からだを温めるための玉たま鋼はがねをいくつか外がい套とうに忍ばせてはいたが、それでもこの寒さはこたえる。少し考えて、セシリーはさらに強くルークの背中に抱きついた。

「いてえ。何だよ」

「っだ、暖を取ってるんだ。他意は無いッ」

「……なら、いい」

　短い会話で心は満たされる。やっぱりルークは優しいから。

　幸せすぎる、気がした。





　朝方に出立し、馬がくたくたにへばるほど飛ばし続けて――

　国境を越えた先の目的地に着いたのは日が完全に落ち切る一歩手前。

　街門の閉じられる、ぎりぎりの時間だった。



　　　３



　初代ハウスマンの出生地でもある小国家。

　そこは分類上“〝国”〟ではあるが、領地が非常に狭い。そしてその領地はたったひとつの都市によって統括されている。“〝国”〟でありながら、独立交易都市を縮小したような一個の自治都市国家なのだ。

　全体を急造と思しき堀と土壁で囲っていた。日暮れ時にもかかわらず門や土壁、見張り台の上に武装した兵士の姿が多く見られ――かがり火を焚たき始めていた――、旧帝国からの執しつ拗ような合併要求に対して警戒態勢に入っているのだと門番の男が教えてくれた。

「これが無かったらあんたらの入国も認められなかっただろうな」

　門番の男は、ヒューゴーの手配してくれた紹介状をひらひらとさせながら言った。

　馬を引きながら堀に架かる橋を渡り、土壁を掘って拵こしらえたような門をくぐり、ざっと均された一本道を進む。石造りの民家がぽつりぽつりと見られ、一本道はとうとう枝分かれしたが丁寧な案内板に従っていくと市街地に出た。すでに日は落ちかけていたので辺あたりは薄暗く、一般民よりも兵士のほうが多い様子だったが、ぼんやりと見える街並みはやはり独立交易都市の雰囲気と似ているようにセシリーは感じた。

「この小国家は比較的成立が新しく、基礎も独立交易都市をモデルにしていると聞きます。国境を挟んではいますが位置的にも近いので交流が多かったのも主な要因でしょう」

「お前、本当に知識だけは一人前だな」

「それだけが取とり柄えですから」

　半なかば呆あきれたように言うルークに、ユーインはあっけらかんとした表情で言った。

　それから手近な宿場に馬や荷物を運び込み、男女で分かれるため二部屋取らせてもらう。ユーインが馬の鞍くらから大きく膨らんだ背はい嚢のうを重そうに取り外しているのを見て、セシリーが中身を訊たずねたが「備えあれば憂うれい無しです」としか答えてくれなかった。

　宿場に隣接していた食堂で夕食を取る。冷えっぱなしだった身体からだに暖炉の熱がよく染みた――のだが。

　深く味わいもせずにルークは料理を口の中に詰め込むと、そそくさと席を立った。

「行くぞ」

「えっ!?」

　びっくりしたような声をあげたのはアリアだ。唖あ然ぜんとした顔で手前の脂の乗り切った肉料理とルークの顔を見比べる。半日以上も馬に揺られていたのだから無理も無い。セシリーもくたくたに疲れていたから正直椅い子すから離れがたかった。

「ここには遊びに来たんじゃない」だがルークは意に介した様子も無く、「時間いっぱいまで資料を読み漁あさる。嫌なら宿に戻って寝てろ」

　頬ほおを膨らませたアリアは、八つ当たりのように料理をかき込んだ。

　食堂を出るとすでに日が落ちていた。ユーインが簡易照明の玉たま鋼はがねを持っていたのでそいつで足あし許もとを照らしながら歩く。

　疲れた身体に鞭むち打ち、宿場の主人に聞いた通りに大通り沿いに行く。

　やがて目的の家にたどり着いた四人は、一いつ斉せいに首を傾げた。

「ここ……？」

　初代の生家とやらはそうと知らなければ素通りしてしまいそうな、みすぼらしい平屋だった。大陸法により保存遺産指定を受けているはずだが――こぢんまりとした佇たたずまいとあまりの安普請な造りに本当にここかと疑念が晴れない。平屋の隣の小屋に管理人が暮らしていなければ道を引き返していたかもしれなかった。

　管理人の痩やせた男は宵の口の突然の訪問に迷惑そうな顔を隠さなかったが、さすがに仕事を放棄するような真ま似ねはしなかった。独立交易都市市長の紹介状を見ると鍵かぎを貸し出してくれる。もっとも平屋の扉は施錠の必要性を疑ってしまうほど脆もろそうなものだったが。

　偉大な功績を遺した初代ハウスマンの生家、というのだから立派な家屋を思い描いていたのだが、想像からかけ離れた現実にセシリーは少々拍子抜けしてしまった。

　しかし――

「おおおおおおおお！」

　中に入り、備え付けの燭しよく台だいの蝋ろう燭そくに火を点けて回ると、ユーインが目を輝かせた。

　セシリーも驚かざるを得なかった。

「これは……すごいな」

　公務役所の地下書庫も膨大な蔵書量だったが――その比ではない。

　平屋といっても広さは地下書庫の倍以上はあり、さらに無数の本棚が高密度で並び、さながら迷路のように通路を作っている。棚の中はぎちぎちに紙の束が詰め込まれ、そのあまりの重量に床が若干傾いているのが踏み込んですぐにわかった。四方の壁面すらすべて本棚で埋められ、窓は無い――かと思えば、天てん井じようにそれらしきものがあった。表面が白く濁にごっているので、硝子がらすではなく恐らく羊の角らしきものを加工して枠にはめ込んだ天窓だろう。

　地下書庫ほどのかび臭さは無かったが、あまりの蔵書の数にそれだけで眩暈めまいがしてしまいそうだ。蝋燭の光も本棚の壁に遮られて奥まで届かないのでユーインが人数分の玉たま鋼はがねを配ってくれた。

「一応分類はされているようだな」

　ルークは玉鋼の明かりで本棚の角に付けられたプレートを確認し、一同を振り返った。

「手分けして探ろう。ざっと流し読みしてヴァルバニルに関係する資料があれば俺おれに回してくれ」

　はい！　とアリアが挙手した。

「あたしはぶっちゃけ文字が読めません！」

「ならお前は毛布なりなんなりを借りてきてくれるか。ちょっとここは冷える。さっきの管理人にいくらか渡せば用意してくれるだろ」

　確かにぱっと見、暖房の類は見当たらなかった。

「んじゃあ、早さつ速そく始めるか。仮眠取る奴は宿に戻れよ」

　言うが早いか、ルークとユーインはそれぞれ平屋の奥に行ってしまう。ユーインなどは移動の疲れも吹き飛んだのか、弾はずむような足取りをしていた。

　アリアが外に出て行くのを見送ってから、セシリーはもう一度ぐるりと室内を見回した。生家と言うわりには本棚や燭台以外の調度品の類が存在せず、生活感がまったく感じられない。ちょっとした資料館と呼ぶほうが相応ふさわしい。本当にこのようなところで初代ハウスマンは生活していたのだろうか。

　――そもそも、どのような人物だったんだろう？

　これもユーインに聞いた話だが、初代ハウスマンの家族構成や日常生活のエピソードなどはまったく伝わっていないらしい。唯一人柄として知られているのが“〝研究狂い”〟という一点。生活臭のしない生家といい、人物像が上う手まく想像できなかった。

　彼は何を思って、何のためにセシリーの祖父に『聖剣の鞘さや』としての役割を与えたのか。

　そして祖父は何を思ってそれを受け入れたのか。

　その答えは、もしかしたらここでは見つからないかもしれない。ヒューゴーやハンニバルですら当時の事情を知らないと述べていた。当然ヒューゴーなどは初代の資料はおおよそ目を通しているはずだから、答えそれそのものはここにも無いのだと思う。

　――でも、ヒントは見み出いだせるかもしれない。

　ルークが刀鍛冶ブラツクスミスの目から糸口を探っているように、キャンベル家の人間だからこそ気付ける何かがあるかもしれない。読み書きが苦手で報告書一枚したためるのにも四苦八苦するような自分だが、得手不得手を言っている場合ではない。

「よしっ」

　セシリーは頬ほおを叩たたいて気合を入れ、まずは手近の本棚に取りかかった。





　そして十分で寝落ちた。

「おい」

「――――はっ!?」

　後頭部を小突かれ、セシリーは弾はじかれたように顔を上げた。

　胡坐あぐらをかき、うたた寝を漕こいでいた自分の顔を、半眼のルークが覗のぞき込んでいた。

「ね、ねねねね寝てなっ――」

「……」

「……ごめん」

　セシリーはがっくりとうな垂れた。

　疲労と活字のコンビネーションは使命感すら打ち砕いたようだ。

「無理するな」

　ルークは撫なでるようにこちらの頭に手を載せ、

「たしかに急いじゃいるがここで倒れては元も子もない。いいから仮眠取って来いよ」

　何事も無かったように手を離し、傍かたわらの棚から紙束を抜いてパラパラと読み始めた。この狭い空間では邪魔になるので刀は鞘ごと腰から抜いて床に横たえている。

　セシリーは頭に残る感触にしばらく固まってしまったが、ふと自分の肩にかかっている重さに気付いた。見知らぬ毛布。

　――アリアが持ってきてくれたのか。

　平屋の奥に別の光源があり、そちらにはアリアとユーインのふたりがいる。

　毛布にくるまりながら、ユーインがものすごい勢いでページをめくって資料を消化していくその傍かたわらで、アリアが彼に新しい資料を手渡す役目を務めている。とても眠そうな顔をしているが一定の距離を保ちながら彼の傍にいて、時折ユーインを「毛布ちゃんと羽は織おって」とたしなめたりしていた。

　彼とは決して“〝そういう仲”〟ではない――

　以前にアリアはそう言っていたけれど、本当のところはどうなのだろう。

　ルークに視線を戻す。文章を追って動き続ける右目に、眠気のひとつも感じられない。それでも最近は十分な睡眠を取れていないようだったし、少し心配になった。

　何が彼をここまでさせるのだろう、とぼんやり思う。

　聖剣を完成させるため？　セシリー自・キャンベル分を救うため？

　それとも――復ふく讐しゆうのため？

　しばし紙の擦こすれる音だけが続いて。

「……ヴァルバニルはどんな人外なんだ？」

　意図せず口から滑り落ちた。

　一瞬ルークの右目がこちらを見やり、けれどすぐに資料の上に戻る。

「わからないから今調べてんだろ」

「三年前、あなたは実際にヴァルバニルを見ている。姿形くらいは知っているはずだ」

　そういえば前々から気になっていたことだった。三年前にルークがヴァルバニルに遭遇したという出来事は断片的にしか聞かされていない。今回の旅路はヴァルバニルの生態を調べることが目的だから、それを知ることは大きなヒントになると思った。

「ヴァルバニルは鎖につながれていた、と前に言っていた」

　ルークは手て許もとの資料から視線こそ離さなかったものの、答えてくれた。

「ああ、全身を拘束されていたよ。後で聞いた話だとあれも初代が封印を補強するために行ったものらしい。ただ何な故ぜか四肢だけは解放されていた」

「四肢だけ……大きさは？」

「俺おれにもわからない。だからこうして調べてる」

　資料を棚に戻すと、ルークは掌大の玉たま鋼はがねを手の中で転がした。

　玉鋼は淡く発光し続けている。

「あのときも蝋ろう燭そくの小さな明かりを頼りにしていた。リーザがタタラ工房からくすねてきてな。……ヴァルバニルのいた洞穴は深く広いところだった。だから蝋燭の光なんかじゃ足りなくて、そこに何があるのかおぼろげにしかわからなかった。暗くら闇やみの中から不意打ちのように襲われた」

　淡い光で照らされるルークの横顔を、セシリーはぼうっと見つめていたが。

「俺が見たのは恐らく奴のごく一部に過ぎない。つまりそれだけ奴の身体からだが巨大だったのかもしれない、ということだ。もしかしたら俺おれが腕や脚だと思っていたものはもっと別な何かだった可能性もあるし、そのときは聖剣の存在にも気付かなかった。ただ死言を囁ささやき続ける声が洞穴を木霊していて、駆けつけた親父がやられて、でもリーザは俺を――」

　不意に気付いてセシリーの眠気は吹き飛んだ。

　――寝ぼけるにもほどがある！

「あ、あぅ、ごめんルーク！」

　失念していた、なんて言い訳もできない。

　三年前の出来事について彼に教えてもらうということは、当然だが彼の幼なじみや彼の父親の死についても触れるということだ。

　ふたりはルークをかばい、ヴァルバニルに殺された。

　リーザはリサという悪魔を遺して。

　その一連の出来事に対するルークの思いは、きっと今なお心乱さずにはいられないものだろう。だからこそセシリーも今まで訊たずねることをためらっていた。快く答えられるものでもないし、彼も極力思い出したくはないだろうから。

　それをなんだ。私は無遠慮に踏み込んで！

「無神経だった。ごめん！」

　己の馬ば鹿かさ加減が腹立たしくてならない。胡坐あぐらをかいていたので、そのまま床に手をついて頭を下げた。

　つむじに視線を感じる。

　ため息が降ってきた。

「お前な、俺をなめるのもたいがいにしろよ」

「本当に申し訳無い……」

「そうじゃなくて。……あぁもう、顔上げろ」

　のろのろと面を上げると、ルークの見慣れた呆あきれ顔が待っていた。

「お前は俺がどれだけ軟弱だと思ってんだ？」

「え？」

「ガキじゃねえんだ。いつまでもうじうじ悩んでられるか」

　心外だと言いたげにこぼす。

　こちらの頭にまた手を載せて――今度はぐしゃぐしゃと掻かき乱してくれた。

「ちょっ、え、何!?」

「気を遣いすぎなんだよ。大丈夫だから」

　俺はもう大丈夫だから――

　耳みみ許もとでそう付け足され、頭を解放された。

　髪をくしゃくしゃにされたセシリーは呆ほうけたようにルークを見上げるが、彼はまた資料を漁あさる作業に戻っていた。ふん、と面白くも無さそうに鼻を鳴らしたりしている。

　ああ、そうか、とセシリーはようやく知った。

　かつて共同墓地でリーザ・オークウッドのことを打ち明けたとき、ルークはひどく遠い目をしていた。滔とう々とうとあの日のことを語り、そのまま放ほうっていたら彼が何ど処こかに消えてしまうような気がして怖かった。

　でもさっきの彼は違っていて、実にあっさりとしていたように思う。

　それこそ世間話でもするように。

『俺おれはもう大丈夫だから』

　もう過去には囚とらわれない。

「……何笑ってんだよ」

「そう見えるか？」

　――嬉うれしいんだ、私は。

　誰だれかが前に進む。それを実感する瞬間はどうしたって胸を熱くさせられる。

　こうしてはいられない。

　セシリーはすっくと立ち上がってルークと肩を並べた。

「仮眠、取らないのか」

「本当に辛つらくなったらそうする。それまでは私なりに頑張らせてくれ」

「……いいけど」

　なんでいきなり元気になってんだ？　と首を捻ひねるルークが少しおかしかった。





「仲睦むつまじいよねぇ」

「……え？　何か言いましたか？」

「ううん。何も」

　そうですか、と淡白に言ってユーインは再び資料に戻った。瞬きも惜しむように目を見開き、異常な速度で文字の列を追っていく。ここを訪れてから夢中で読みふけっている。

　横目で窺うかがいつつ、アリアはこっそりと息を吐いた。

　――見習いたいよ、ホント。

　ルークとセシリーが憎まれ口を叩たたき合うのを離れて見ていて、心底思う。

　アリアはユーインの傍に座っていたけれど、かといって密着していたわけではなかった。彼の体質を慮おもんぱかり、一定の距離を置いている。

　とある事情から、ユーインは基本的に魔剣に触れられない。それは心理的なもので、だからアリアもこうして極力彼に触れないよう気をつけているのだが、最近の彼はそれを克服しようと努力しており、機会があればこちらの近くに寄ってくる。

　今回も辛つらいのを我慢して馬の後ろにアリアを乗せるという暴挙に出た。なんでこんな無理するの、と馬上で訊たずねたら「アリアさんと良好な友人関係を続けたいから」と答えが返ってきた。

　変な奴だと思う。

　もちろん嬉うれしくないわけじゃないけど。

「……ふぁ」

　思い出したように欠伸あくびが漏れた。目の端に浮いた涙を指先で拭ぬぐう。

　魔剣も人間と同じように眠りを欲するようにできている。睡眠中に必要な霊体を肉体に取り込んでいるのだと、アリアは先天的に知っていた。

　睡眠や食事、姿形――自分は悪魔でありながら人間の諸もろ々もろにとてもよく似ていると思う。もちろん根本的な点で一線を画しているけれど、やはり細かなところは酷こく似じしている。元元が人間だったから不思議ではないように思える、が。

　――だとしたら感情も同じなんだろうか。

　例えば誰だれかを想う気持ちは、人間と同じ仕組みをしているんだろうか。

　――考えても仕方無いんだけどさ。

　少なくとも「魔剣だから」と一歩退ひいた考え方をするつもりは無い。それは以前、ユーインが精一杯の勇気を振り絞って自分に触れてくれたあの日に、やめた。

「面白い……祈き祷とう契約にはこんな使い方もあったのか……」

　ぶつぶつと呟つぶやくユーイン。

　その横顔を見つめながら、アリアは再度嘆息した。

　確かに一歩退くのはやめたのだけど。

　あたしのこの気持ちは何ど処こまで本気なんだろ、と思うわけだ。

　彼を好意的に思っていることは本当。友人でありたいと言ってくれるのが嬉しいことも本当。ドレスを着せてもらったときは感動のあまり舞い上がったのも本当。

　でも人間の男女が抱くような感情を魔剣の自分は知らないから、彼に対して抱いている気持ちがどんなものなのか、説明がつけられない。

　もう一歩踏み込んでみればわかるんだろうか。でもそれはちょっと、まだ怖い。

　時々、なんだかひとりでぐちゃぐちゃ考えているのが馬ば鹿からしくなったりもする。そんな人の気も知らないで子どものように無邪気に資料を読み漁あさっているユーインは、かなり憎たらしい。

「あーぁ、面倒くさい」

「……え？　何か言いましたか？」

「ううん。何も」

　本当に厄やつ介かいだ。
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　陽光を遮る曇くもり空。

　夜の、凍えるような冷気を引きずった早朝。

　正門の前に一台の馬車が止まった。

　その二頭立ての四輪馬車キヤリツジを出迎え、門番の兵士たちは互いに顔を見合わせた。それは基本的に貴族が用いるような乗り物で、このような時間帯の入国者としてはそぐわないように思えたからだ。

　御ぎよ者しや台で馬の手た綱づなを引いていたのは、黒くろ装しよう束ぞくの女だった。ややそばかすの残る、見目好い面おもて。黒い長髪をうなじの辺あたりで一ひと括くくりに編み込んでいる。

　暗い眼まな差ざしをしたその女は御者台から飛び降りると、馬車の側面に回って扉を開いた。

「あー、やっと着いたー！」

　馬車の客室からは白黒のドレスを着た、小柄な女が降りてきた。くっ、と長旅の疲れを表すように大きく背伸びをする。

　彼女の身なりの良さから、一行が貴族であることを兵士たちは確信した。ドレスの女は遊学中の令嬢か何かで、黒装束の女は従者か。だとしたら何ど処この国の貴族だろうか？

　客室から出てきた女は眠そうな顔で周囲を見回す。急造の堀や土壁、兵士たち。

　鼻を鳴らした。

　眠そうな顔を別人のように冷たく歪ゆがめて。

「ずいぶんと貧相な国ですね」

　下された評価に兵士たちが意表を突かれていると、さらに馬車の客室から大きな影がのっそりと出てきた。

　それは“〝鉄てつ塊かい”〟という印象がぴったりと似合う、全身甲かつ冑ちゆうの人物だった。黒の鎧よろいが肉体を隈くま無なく埋め、兜かぶとも面めん頬ぽおを下ろしているため顔はわからなかったが、その巨体から男性と思われた。

「――っ！」

　兵士たちは途端に色めき立った。

　何を隠そう、その全身甲冑は帝国の騎士団がまとうそれだったから。

　この小国家は旧帝国の再三に渡る合併要請を拒否し続けてきている。いつか痺しびれを切らした旧帝国が実力行使に乗り出すかもしれない――それを懸念してこその警戒態勢であり、だから兵士たちは迅速に対応した。

　ひとりは中に来訪者のことを伝えに。

　残りの兵士たちは一いつ斉せいに得物を手にし始めた。

　そんな彼らを睥へい睨げいし、ドレスの女は唇の片端を上げる。

「そうこなくちゃ」

　それでも――

　兵士たちは恐らく油断していた。

　旧帝国と言っても相手はたった三人で、その内まともに戦えそうなのは鎧よろいの男くらい。

　今回も交こう渉しようが目的だろうと高を括くくった、のだが。

「私はイライザ」

「私はイヴァ」

　奇妙なことに女はふたつの声音を使い分け、ふたつの名を名乗った。

「“〝私たち”〟はイライザ・イヴァ」

　そして彼女の顔面は子どものような笑みと妙齢の女性のような笑みを行き来する。不ぶ気き味み以外の何物でもなく、兵士たちはざわめきつつ慄おののいた。

「簡潔に言うわ」

「群集列国において、あなたたちの国は独立交易都市に最も近い位置関係にあります」

「つまり戦略拠点にするにはうってつけなの」

「私たちの主あるじ、シーグフリード様がこの土地を御所望されておられます」

　イライザ・イヴァは嗤わらいながら口上を述べ――

「だから」

「死んでください」

　侵略を始めた。





　夜通しの精査作業にもかかわらず、成果は芳しくなかった。

　量が量だけにそう簡単に目的の資料は見つからない。

「もう朝か……」

　天窓から射し込む冷たい光に、セシリーは目を細めた。結局一睡もしないで作業に没頭していたから、身体からだも脳も何もかもが疲れきっている。上と下がくっつきたがる瞼まぶたなどは何度こすったかわからない。

　四人が四人とも体力の限界を迎えていた。数時間前に寝落ちてしまったアリアは、それでも平屋を離れたがらなかったので隅で毛布にくるまって横になっている。疲れなど感じさせなかったルークは薄目になって人相が悪くなっていたし、誰だれよりもはしゃいでいたユーインもさすがに閲えつ覧らんのペースが落ちているように見えた。

　いい加減休憩にしよう、とルークが提案したのでセシリーは一も二も無く乗った。

「資料を見ていて気になったのですが」

　閲えつ覧らん済みの資料を整理しているとき、ユーインが言った。

「魔剣に関する記述が妙に多くありませんでしたか？」

「それは俺おれも思ったな」

　とルーク。

「魔剣の発生条件や特色……特にヴァルバニルに対する有効性に言及した文章が多かった。初代は悪魔契約を中心に研究を行っていたらしいから当然と言えば当然だが」

「反して、聖剣に関する記述が見当たらないようにも感じました」

「そうなんだよな。同じ有効性という面で考えたら聖剣のほうが上のはずだ。初代が注目しなかったわけが無い」

「何か特別な意味があるんでしょうか？」

　セシリーはふたりの会話に加われなかった。彼らが当たり前のように指摘したことに自分はまったく気付いていなかったから。

　――すごいな。

　ほとんど流し読みに近い作業だったのに、しっかりと要点は掴つかんでいる。「ヴァルバニル」や「キャンベル家」といった単語を探すのに必死だった自分にしてみれば、彼らはほとんど超人だ。

　ともあれ、とセシリーも整理してみた。

　資料のすべてを確認できていないので結論付けるのはまだ早いが――ふたりの言っていることをまとめると、初代ハウスマンは聖剣よりも魔剣の存在を重要視していたということだろうか？

　考えてみれば初代がキャンベル家に課した『聖剣の鞘さや』という役割も、つまるところ魔剣を生み出すためのもの。このことも決して無関係とは言い切れない。

　――待てよ。

　騎士になって半年以上、これまで自分は様々な事件に係わってきた。

　それらには必ず魔剣の存在がちらついていたような気がする。

「……なあ」

　セシリーは直感的に思いついたことをふたりに言ってみた。

「それ、帝国が魔剣を集めていたことにも関連しているのかな」

　はっとしたようにルークとユーインが振り返ってきた。

「あり得ない話では無いですね」

「どうしたんだ。お前にしては鋭い意見じゃないか」

　ルークが本気で驚いているのが腹立たしい。

　とにかく魔剣というものを今まで突き詰めて考えることは無かった。帝国の真意も含め、再考の余地があるかもしれない。

「……とりあえず今は、少し休もう」

　これ以上は脳が働いてくれない。

　ルークとユーインが片付けを再開したので、セシリーはアリアを起こしに行った。





　異様な空気を感じ取ったのか、小国家の兵士たちは突然の来訪者たちを包囲し始めた。

　イライザ・イヴァは飄ひよう々ひようと二種の声音で“〝会話”〟している。

「どっちがやる？　イヴァ」

「そうですね。私が思うにこの場合はイライザのほうが適任かと」

「よしよし。任された。……ヒルダは手を出すなよ。これは私の獲物だから」

　ヒルダと呼ばれた黒くろ装しよう束ぞくの従者は頷うなずいて数歩後退した。

　黒くろ甲かつ冑ちゆうの戦士も同じようにイライザ・イヴァから多少の距離を置く。

　何が始まる？　と兵士たちが身構えたとき。

　イライザ・イヴァは唱える。

「眠りを解ほどけ。眼まなこを焼け。光は灰かい燼じんに。――――神を殺せ」

　目も眩くらむ白光が辺あたり一帯を包んだ。

　それは地中、イライザ・イヴァの足あし許もとから噴出し、そのまま彼女の身体からだを呑のみ込んで天へと奔はしり昇る。一瞬きの時間にも満たない、強烈な発光現象だ。周囲の兵士たちが一時的に目を焼かれ視界を失っている間に矢の如ごとき光の帯は天空の雲を穿うがって過ぎていった。

　沈黙が降りる。

　兵士たちはすぐに視力を取り戻したが、ドレスの女の姿が忽こつ然ぜんと消えていたことに気付いて慌あわてふためいた。彼女がそれまで立っていたはずの地面には、小さな噴火口のように穴が開いているだけだったのだ。

「何だ今のは!?」

「祈き祷とう契約かっ？」

「オイ、今の女は何ど処こに行った！」

　騒然となる中、兵士のひとりが女従者や戦士たちに詰め寄る。

　物言わぬ戦士は高々と天を指差した。

「上――？」

　頭上を仰あおいだ瞬間、申し合わせたように一振りの剣が降ってきた。

　切っ先を下に、空を切って落下――地面に強したたかに突き立つ。

　誰だれかが呟つぶやいた。

「シャムシール……？」

　剣身が緩やかに湾曲した三日月剣、シャムシールである。

　柄えが剣身とは逆方向に湾曲しているという特徴を持った得物。

　それが何な故ぜ、空から降ってくる――？　兵士たちは皆、声に出さず同じことを思った。

　黒くろ甲かつ冑ちゆうの戦士がおもむろにその剣を地面から抜き取ったのを見て、彼らはようやく困惑を振り切る。何が何だかわからないがとにかく今、帝国の人間が武器を手にして立ちはだかっているのだ。呆ほうけている場合ではない。

　戦士はシャムシールの刃を横に倒して構えを取り、

「武器を捨――」

　横薙なぎに払った。

　兵士たちの中に何が起こったのかを正確に把は握あくできた者はいなかっただろう。

　斬ざん撃げきをなぞるように発生したのは光の小爆発だった。刃の通り過ぎた空間に火花に酷こく似じした光体が無数に膨れ上がり、その破裂によって群がる兵士たちを球のようにいとも容易く弾はじき飛ばす。地面を転がる者、堀に落ちる者、土壁に叩たたきつけられる者など様々だったが、たった一撃で気絶させられたのは全員同じだった。

　肉の焦げた異臭が鼻をつき、遠巻きに見ていた女従者が顔をしかめた。

　累々るいるいと地に伏す兵士たちは、意識の無い状態で奇妙に、微弱に四肢を震ふるわせている。その体表ではパチパチと細かな光が瞬いていた。黒い戦士は彼らの身体からだの上を踏み歩きながら門へと近付く。

　門は固く閉ざされていた。その面積から相当な奥行きが窺うかがえ、隅々も金具で補強されているため、ちょっとやそっとのことではびくともしないように思われるが。

　戦士は振り被かぶったシャムシールを門の中心に叩きつけた。

　爆発が大地を揺らし、門は板のように砕け散る。
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　真っ先に異変に気付いたのはアリアだった。

　平屋の隅で毛布に包まりながら寝ていた彼女は、セシリーに揺り起こされてうっすらと瞼まぶたを開いた。横になったまま、薄目で忙せわしげに瞬きしながらこちらの顔を見上げてくる。

「アリア、朝だよ。一いつ旦たん作業はここまでにして宿に戻ろう」

「……」

　寝起きのアリアは反応が鈍い。

「お腹は空すいていないか？　せっかくだから朝食に何か美お味いしいものを食べよう。この国は何が――」

　ねえ、とアリアが囁ささやいた。

「この音、……何？」

「音？」

　言われてようやくセシリーも気付いた。寝不足と疲労が祟たたって感覚が鈍っていたのかもしれない。平屋の外から何やら騒々しい声や足音が聞こえたのだ。ただの喧けん騒そうならば気にすることも無いのだが。

「これ……悲鳴じゃないか？」

　振り返ればルークが眉み間けんに皺しわを寄せていた。

　耳をそばだてたユーインも不安げに表情を曇くもらせる。

　悲鳴、という言葉に胸騒ぎを覚え、セシリーは本棚や床に積まれていた資料の束にけつまずきながら平屋を飛び出した。天窓があったとはいえ屋内の光量は少なかったので、屋外の陽ひ射ざしは少々きつく目に入った。

　風も冷たい。

　入国したばかりの昨日は夜よ闇やみのため街の様子ははっきりとわからなかったけれど、陽光にさらされた今ならば、何ど処こか独立交易都市の居住区に似た家並みがよく見渡せた。初代ハウスマンの生家は本当に何の変哲も無い景色に溶け込んでいるのだと改めて知る。

　いや、それより。

「早くッ、こっちだ！」

　その家並みの前を、人々が逃げ惑っていた。赤子を抱える女、老人を背負う青年、旅の商人。兵士らの怒号混じりの誘導を受けて揉もみ合うように何かから逃れようとしていた。セシリーの後から出てきたルークたちも目の前の光景に足を止める。

　兵士のひとりが叫んだ。

「帝国だッ!!」

　セシリーの心臓が跳ねた。帝国だって？

　この小国家はかねてから旧帝国と対立していたと聞く。合併要求を拒否し続けているのだとか――にしてもこの騒ぎは尋常でない。

　察するに“〝旧帝国が来た”〟ということは“〝旧帝国が交こう渉しようにやって来た”〟のではなく。

「攻めてきたのか!?」

　気付くが早いか、セシリーは人々が逃げる先とは逆方向に走り出そうとした。

　背後から手首を掴つかまれる。

　引き止めたのはルークだった。右目をすがめ、咎とがめるように言ってくる。

「何をするつもりだ？」

「何って、帝国が来ているんだぞ！　行かねば」

「部外者のお前が、行ってどうする？」

　はっと胸を突かれた。“〝帝国”〟と聞いて反射的に動き出そうとしたが、ここは異国の地。独立交易都市ではない。この小国家を守るのは自分の役目ではない。

　しかし、とセシリーは逃げ惑う人々を振り返る。

「まずはこの国の兵士たちに任せろ。彼らだって無力じゃない、何でも背負おうとするな」

「……わかった」

　不ふ承しよう不ぶ承しよう頷うなずく。

　ルークは取り成すように言った。

「お前の気持ちはわからないでもない。確かにあの人外兵器でも持ち出されたらひとたまりもないからな」

　軍国の精せい鋭えいたちを壊滅させた人外兵器。旧帝国が秘密裏に改造を加えていた人外たちと、かつてセシリーとルークは大立ち回りを演じ、辛からくも勝利したが――それは魔剣のアリアと、リサの悪魔としての能力である『魔剣精製』があっての戦果だ。あれを退しりぞけるほどの備えがこの国にあるとは思えない。

「だがそうそう持ち出せるものでもないだろう。相手が人間なら――」

　ルークの声がかき消され、世界が真っ白に裏返った。

　雷が落ちたのではないかという轟ごう音おんが聴覚を、発光が視覚を奪っていったのだ。自身の悲鳴すら聞き取れず、セシリーは遅れてやってきた烈風にただ耐えることしかできなかった。

　爆発の余波は雷の発生と同様に唐突に収束した。

「な、何が起こったの……？」

　アリアが茫ぼう然ぜんと呟つぶやく声を聞き、セシリーは頭をかばっていた腕を恐る恐る下ろす。粉ふん塵じんが周囲に薄く漂い、視界がままならない。それでも逃げ遅れ、衝撃に引きずり倒された人人がよろよろと立ち上がる様子はわかった。

　ルークが右目を見開いているのに気付き、その視線の先を追う。

「あれは……」

　絶句した。

　確かにそこにあったはずの民家が一軒、丸ごと消失していたのだ。辺あたり一帯に粉々に四散した破片はその成れの果てだろうか。両側の家は面する壁がひび割れていたが健在で、まるでその一軒だけが存在そのものを穿うがたれたかのような崩壊だった。

　そして民家の跡地には、一個の鉄てつ塊かいが立っていた。

　漆しつ黒こくの全身甲かつ冑ちゆうをまとった戦士だ。爆発の名残か、鎧よろいのあちこちから煙を立ち昇らせている。右手には三日月剣、シャムシールを提さげていた。

　長大な図体とそれを隈くま無なく覆う甲冑。戦士の佇たたずまいには不ぶ気き味みな重量感がある。

「…………」

　兵士たちは逃げ遅れた人々を再び避難させつつ、態勢を整えて戦士を包囲し始めた。だが彼の無言の佇まいに威圧され及び腰になってしまっている。

　バチッ――

　戦士のシャムシールの表面で、火花のような光が弾はじけた。

　当然祈き祷とう契約のそれではないし、先ほどの威力から見てその正体は自明だ。

「また魔剣か」

　ルークが忌いま々いましく呟つぶやく横で、誰だれかがわずかに身じろぎする気配があった。

　セシリーが訝いぶかしく思って見やると、ユーインが顔面を蒼そう白はくにしていた。

「ユーイン殿？」

　ユーイン、とアリアが身を乗り出した。

「あなたは市民の人たちと一緒に避難して」

「アリアさんは……」

「大丈夫。あたしたちは無敵だから」

　とセシリーの肩に手を置き、そしてルークのほうを窺うかがう。

「……やっぱりやるしかないか」

　ルークもため息をつき、すでに持ち出してきていたらしい刀を腰帯に差した。

「資料はまだ確認しきれていない。収穫無しでおめおめ帰るのは御免だからな」

　そしてアリアとルークは一いつ斉せいにセシリーを振り返る。判断を仰あおぐように。

　魔剣を持った相手に生身の人間が対抗するのは難しい。故ゆえに兵士たちにあの戦士は荷が重過ぎる。だが偶然にもここに『魔剣』を持った騎士と『刀』を持った刀鍛冶ブラツクスミスがいる――

「今さらだぞ。さっき私も言ったじゃないか」

　セシリーは唇を尖とがらせた。

「行かねば、と」

「眠りを解ほどけ。真実を掴つかめ。風をこの手に。――――神を殺せ」

　善は急げとばかりにそれは吟じられた。





　漆しつ黒こくの戦士がシャムシールを構えたと同時、周囲に強烈な力場が発生した。

　まるで落雷直後と見み紛まがう様である。無数の光の帯が戦士を取り巻いて蛇のように俊敏にうねる。それは地から沸き起こる雷にしか見えず、触れればただ事では済まないだろうことは想像に難くない。

　相手はたった一騎。されど異常な魔剣の力に、包囲網を敷いていた兵士たちの戦意は削そがれるばかりだった。何よりたった一騎の特攻にもかかわらずここまでの侵入を許したのはその力あってこそだ。彼らの足はじりじりと後退を始めている。

　兵士たちの醜態を嘲あざ笑わらうように力場は見る間に膨れ上がり、戦士はやがてそれを解き放たんと三日月剣を振り被かぶる。

　そこへ斬きり込こむ刃があった。

「――シッ」

　一瞬きの時間と数歩の踏み込みで肉迫したルークは、小さな呼気と共に刀を力場へと滑り込ませる。草を鎌で刈り上げるように刃は魔剣の雷を薙なぎ払った。

　玉たま鋼はがねを素材とするルークの刀には『禍払い』――霊体を相殺する効果がある。故ゆえに霊体を基礎とする魔剣の力にも有効。千切れるように雷の力場は霧散し、戦士の正面の空間が空あいた。

　ルークはその間かん隙げきに自みずからの身体からだを割り込ませ、同時に縦の太た刀ち筋すじを繰り出した。しかし戦士はその巨体からは想像もつかないような俊敏さで身を翻ひるがえし、シャムシールで斬ざん撃げきを受け止める。

　弾はじける火花。

　両者は続け様、二の太刀、三の太刀と切り結んだ。

　体たい捌さばきによる遠心力を加え、ルークの剣けん戟げきは加速する。にもかかわらず戦士は同程度の速度で太刀筋を合わせてきた。得物であるシャムシールが斬り合いに適し、使いやすさに特化していたということも決して無関係ではなかったが、それ以上に戦士の身体能力が常軌を逸していた。

　全身甲かつ冑ちゆうという防具は言うまでも無く肉体の動きを制限する。鎧よろいの重量、胴回りの回転、四肢の折り曲げ、視界の狭さといったあらゆる点で小回りを封じる――のだが、件の戦士はそれらを歯し牙がにもかけない。鎧の関節部が接触し、擦こすれ合い、強引な体移動により中身の肉体を締め付けようとも意に介さず、その際の鎧の摩擦熱で全身から煙すら昇らせながら猛然と斬りつけてきた。

　人間のできる動きじゃない、とルークは剣を打ち合いながら毒づいた。

　一際体重の載った一撃を浴びせられ、辛かろうじて弾き返すもルークは体勢を崩した。

　シャムシールの切っ先から一筋の雷光が迸ほとばしる。返す刀で斬り落とそうとしたが、雷光は自己意志を持ったようにそれをかいくぐった。

　咄とつ嗟さに首を傾けて回避し、ぎりぎり頬ほおの皮を焼かれるに止とどめた――が。

「ぅあっ？」

　脳に痛撃が走った。

　感電だ。刹せつ那な的な痺しびれが刀を持つ手から握力を奪う。

　動きを止めてしまったルークの頭上に、シャムシールの凶刃が迫った。

　間一髪。

「輝け――！」

　銀に輝く風が甲冑の戦士を横殴りにし、吹き飛ばす。戦士の五体は容赦無く民家の外壁に叩たたきつけられた。壁面に走っていたひびがさらに蜘蛛の巣を張る。

　振り返って確認するまでも無い。魔剣アリアの攻撃だ。

「ルーク、大丈夫かっ？」

　微風をまとうレイピアを手に、セシリーは膝ひざを突いたルークに駆け寄ろうとした。

　その間に、影が割り込む。

　セシリーは目を見開いた。

「お前はッ！」

　影は言葉無くこちらに向かい凶刃を閃ひらめかせる。セシリーは驚きよう愕がくしつつもレイピアの腹でそれを受け、弾はじきながら間合いを切った。

　闖ちん入にゆう者しやが手にしていたのは錐きり刃ばの短剣、スティレット。

　黒くろ装しよう束ぞくという格好にそばかすの残る容よう貌ぼう。そいつは腰を落として姿勢を低くし、見上げるようにこちらを睨にらみ据えていた。

　かつて軍国への旅路で、自分の命を狙ねらってきた刺客の女だ。

「ヒルダ・キャヴェンディッシュ！　何な故ぜお前がここにいる!?」

「それはコチラのセリフだ」

　ヒルダは冷たく凍らせた目で返した。

「どうしてオマエがいる」

　答える暇いとまは与えられなかった。訊たずねると同時に刺突が繰り出されている。セシリーは先刻と同じようにレイピアで弾いて一定の距離を保つよう気を払った。リーチはこちらのほうが広いが、故ゆえに懐ふところに入られてしまえば相手のほうが有利だ。

「ッ――答えろヒルダ！」

　セシリーは右半身を前方に突出させ、刺突の体勢を維持する。

　再度問うた。

「何故未いまだに帝国に荷担している!?」

　ヒルダは旧群集列国の“〝奴隷国家”〟の出身だとセシリーは聞いた。その祖国の独立を餌えさにかつての帝国に買われ、自分たちの暗殺を企くわだてたと。暗殺は決して本意での行動ではなかったはずだ。

　だからこそ捕らえた後も牢ろうにつなぐようなことはせず、身柄を解放した。

　なのに、これでは無意味だ。

「決まってる」

　ヒルダは低い声で答えた。

「ワタシはしょせん奴隷ということよ」

「――――」

　たちどころにセシリーは怒髪天を衝いた。

　――冗談じゃない。

　そんな言葉を言わせるためにお前を解放したわけじゃない。

「その奴隷の鎖を断ち切ろうとは思わないのか！」

「問答をするつもりは無い。今度こそ殺す」

「わからずやが！」

　怒鳴り返しつつも、頭の片隅で思う。

　――根が深い。

　前に対たい峙じしたとき以上に、目の前のヒルダは陰気に堕だしていた。「ワタシを殺して終わりにしろ！」と息巻き、怒気に満ちていた瞳ひとみは今や濁にごり、昏くらい色を宿している。セシリーはそこに殺意よりも深い絶望や諦てい念ねんを感じ取る。

『ワタシはしょせん奴隷ということよ』

　恐らくは奴隷という出生がヒルダをがんじがらめにしている。

　――ふざけるな。

　そんなもの認められるか！

　セシリーの怒りに応じ、アリアの風が膨れ上がった。

「叩たたき直すぞその性根！」

「何様」

　レイピアとスティレット、互いの刺突剣が交差した。





　ルークが感電の麻ま痺ひから回復するのに十数秒。

　その間に甲かつ冑ちゆうの戦士はシャムシールを手に立ち上がり、地を蹴けってこちらへと駆け出してきた。先ほどセシリーに吹き飛ばされた際のダメージなど微み塵じんも感じさせない。少なくとも脳のう震しん盪とうで足あし許もとがふらついてもおかしくないだろうに。

　そもそもあのような魔剣の力場のただ中で、生命活動を維持しているほうが異常なのだ。

　――化け物め。

　歯は噛がみするが、ルークは膝ひざを突いた姿勢から動かない。

　ぎりぎりの瞬間まで完全な回復を待つ。

　戦士は猛進しながら雷の帯を周囲に巡らせた。目も眩くらむような発光。第二の鎧よろいとも言うべき力場を侍はべらせ、そのまま突貫してくる。

　あの力場には指一本触れてはいけない。触れたら最後、今のように動きを封じられる。

　――だから核心は一度。

　一度きりだ。

　力場との距離が三歩程度まで狭まったとき。動いてくれと願い、うずくまった体勢から肉体を跳ね上げた。

　そしてルークは神速に至る。

　左下方から右上方へと、胴回りの剣けん戟げき。一太た刀ち目で前面の力場を一掃し、間髪容れず二太刀目でその残ざん滓しを残らず斬きり殺す。先刻のように、霧が晴れ渡るように正面の空間が開け、その限定された空間で甲かつ冑ちゆうの戦士と対たい峙じした。

　戦士は突進の勢いに任せてシャムシールを縦に振り下ろしてきた。大気が唸うなりをあげるような強烈な斬ざん撃げき。戦士の全重量が載せられた一撃のため、剣圧がその落下点であるルークの身体からだを圧迫し、左右への回避行動を抑制する。

　もっとも回避するつもりなど毛頭無かったが。

　三日月剣がこちらの肉に到達するより早く、ルークは剣圧を背中で受け止めながら半なかば地を這はうように体勢を低く保ち、さらに前方へと右足を踏み込む。戦士の間合いのより深部へと侵入。

　同時、右半身を突出。

　抉えぐり込むような刺突を鎧よろいの隙すき間ま、戦士の喉のど笛ぶえに叩たたき込んだ。

「許せとは言わない」

　痙けい攣れんする戦士の首のど真ん中に刀を喰くわせながら、ルークは囁ささやく。

　力場がかき消え、戦士の身体が脱力したのを見て、抜刀した。

　――気持ちのいいものじゃない。

　人を殺すということ。今までさんざん人外や悪魔を屠ほふってきてきれいごとを吐くつもりはないが、それでもやはり快いものではないと思う。

　嘆息し、己の刀を見やって――ルークは目を剥むいた。

「血ち糊のりが」

　無い？

　刀の刃にはあるはずの赤い血けつ痕こんが無く、代わりに別の何かの粘液が付着していた。

　はっとして顧みようとしたが手遅れだった。

　突如発生した雷撃がルークの意識を白に染めた。





　耳をつんざく雷鳴。全身を焦がされたルークが地を転げる――

　ヒルダと刃を交えつつも、セシリーは確かに目撃していた。

「ルーク!?」

　彼の許もとへ駆けつけようとする進路に、しかしヒルダが立ちはだかる。

　頭にかっと血が上った。

「退どけえッ」

　全力全開。レイピアから膨れ上がった銀の風を五体にまとわせ、セシリーは加速する。ヒルダの眼前から忽こつ然ぜんと消失し、その視界の外――真横へと移動を果たしている。

「な――」

　驚きよう愕がくする彼女を、魔剣の烈風を叩たたきつけて己の視界から排除。ヒルダが吹き飛ばされるのを尻しり目めにルークの許もとへと疾走する。極端な急静動により関節が軋きしみ、筋がねじれ、足首が悲鳴をあげるが構っていられなかった。

　視界の先では黒くろ甲かつ冑ちゆうの戦士が伏して動かないルークに歩み寄ろうとしているところ。その手のシャムシールには雷の力場が収束し、尋常でない輝きを発していた。漏れた火花が辺あたりを打つ。

　その仇かたきに向け、セシリーは一切の手加減を排した刺突を放った。冷静さなど欠片も残っていない。存在そのものを剥はぎ取ろうかという暴風の塊が戦士を強襲する。

　戦士は矛先をルークからこちらへと変更――斬ざん撃げきを繰り出し、シャムシールに収しゆう斂れんしていた力を解放した。一筋の雷光は呆あきれるほど容易く暴風を貫通し、力と力の衝突により進路がずれてセシリーの脇わきを行き過ぎていった。

　セシリーはその余波によって吹き飛ばされ、絶叫しながら転げ回った。

「な――んっ？」

　感電により四肢の感覚が消失し、断続的な痺しびれにのた打ち回る。そのくせ痛覚だけは鋭敏に意識を打撃する――初めて体験する状態にセシリーは混乱の極みに至った。

　――こんなものをルークはまともに喰くらったのか!?

「ルー、ク……！」

　セシリーは無様に這はい、呂ろ律れつの回らない舌でルークの名を叫んだ。

　けれど彼は未いまだうつ伏せのまま動く気配が無かった。

　ぴくりとも動かない。

　――待ってくれ。そんな。嘘うそだ。

　駄目だ、認めない。セシリーはか細い声で訴え続けた。

「だめ、だ。イ、ヤだ……！」

　かつて自分たちは人外兵器をすら凌りよう駕がした。

　舞踏会でシーグフリードと引き分けた以外に、ルークが勝ちをこぼしたところなど見たことが無かった。

　これからの戦いを、自分たちは当然勝利するものだと信じて疑わなかった。

　それがこのようにあっさりと負けてしまうものなのか！

「ルー――」

「あんたたち、何者？」

　気がつけばすぐそばに知らない女が立っていた。

　白黒のドレスの女。

　そいつは左右非対称の髪を揺らしながら、無邪気に問うてくる。

「『刀』に『魔剣』。この国にそんな使い手がいるなんて聞いてない」

　そしてにこりと微笑ほほえむ。

　まるで別人のように。

「おかげでシーグフリード様にいい御お土みや産げができましたわ」

　セシリーは反射的に直感した。

　こいつがあのシャムシールの魔剣か！

「その女は独立交易都市の騎士です、イライザ・イヴァ様。魔剣の名前はアリア」

　足を引きずりつつ言ったのはヒルダだった。

　身なりは土まみれになっていたが表情は平静。彼女はルークのほうを一いち瞥べつし、

「彼がエインズワース家の刀鍛冶ブラツクスミスです」

　それを聞いた魔剣の女――イライザ・イヴァはくつくつくすくすと笑い声をあげた。

「なんて幸運なのかしら！」

「シーグフリード様にうんと褒ほめてもらわなくちゃ！」

　ふたつの声音と表情を使い分け、ふたつの笑い声をあげる女に、セシリーはぞっと背筋に寒気を覚えた。

　痺しびれのため瞼まぶたすら上う手まく開けられない。視界は霞かすみ、黒くろ甲かつ冑ちゆうの戦士、ヒルダ、イライザ・イヴァらが集つどう様子を力無く見上げることしかできない。



    

  
    
      



    

  
    
      「お前、たちは……何を」

　イライザ・イヴァはぴたりと笑うのをやめ、こちらを見下ろした。

「平和ボケもいいところですわ」

「『何を』だって？」

「そんな質問をする段階はとっくに過ぎていましてよ」

　イライザ・イヴァは自身の中に二種の人格を飼っている。

　高い声と低い声。子どもと妙齢の女性。砕けた口調と慇いん懃ぎんな物言い。

　けれどこのときのセシリーには、彼女がどちらを演じているのかわからなかった。

「戦争はもう始まっている」

　それほどの邪悪な笑みを浮かべていた。



    

  
    
      


第16話　転変　New World



　　　１



『リサ。お前には刀を打ってもらう』

　リサは首を傾げた。

　――刀ならいつもルークと一緒に打っているじゃないですか。

　そうじゃない、と親方の彼は首を横に振る。

『俺おれが先手をやるから、お前は親方の代わりをやってみろと言ってるんだ』

　先手とは親方の指示に従って向むこう鎚づち――柄えの長い鎚つちで鉄を叩たたき延ばす役割のこと。とても体力の要いる作業で、普段は弟子のリサが担当している。

　一方の親方とは、言わずもがな刀鍛冶ブラツクスミスの主たる刀とう工こうのことだ。作業の初期段階から刀の完成形を予想し、焼やき入いれによる刀の反そり具合さえ計算に入れた上で鍛か冶じを行う。想像力と技術、そして経験無くしては務まらない。

　それを自分にやれと言うのだから、リサが驚くのは当然の話だった。

　――むむむむ無理です！

『無理じゃない。手順は完全に把は握あくしてるだろ』

　伊だ達てに弟子を三年やっているわけではないから、それはその通りだけれど。

　――ど、どうしていきなりそんなことを言うんですか？

『いきなり、ってわけでもない。以前から機会は窺うかがっていたんだ。弟子の技術を上げることはこの先を考えても大切なことだ』

　――でも私に刀鍛冶の真ま似ね事ごとなんて。

『真似事？　馬ば鹿かを言うな。お前はその刀鍛冶の弟子だろうが』

　――……。

『刃の研ぎ方とか鞘さやの作り方とかも全部いちから教えてやる。いいから腹を括くくれ』

　ルークはしばらくセシリーたちと群集列国に旅立つ。

　その間、リサは都市に残って工房『リーザ』の留守番をし、主人が帰ってくるまでに下準備を整えておくことを命じられた。ルークたち一行は二国一都市会議が始まるまでには戻るとのこと。

　リサは面白くなかった。自分だけ置いていかれるのもそうだが、何より彼の思惑が透すけて見えたことが面白くない。

　――ルークは“〝保険”〟を作ろうとしているんだ。

　自みずからに何かあったときに備え、早々に刀鍛冶ブラツクスミスの技術を伝授しようとしている。

　リサの悪魔としての能力『魔剣精製』は、使用の度に術者ルークの魂を消費する。魂の磨ま耗もうは確実に彼の身体からだを蝕むしばんでいて、最近では視力に若干の影響が出てきているらしい。日常生活にも支障をきたす日はそう遠くないかもしれない――弟子のリサだけがそのことを知っている。

　だからルークは“〝保険”〟を作ろうとしている。

　ヴァルバニル戦までに聖剣の鍛たん錬れんが間に合わず、死ぬとまでは言わないまでもまともな鍛か冶じ作業ができなくなったとき、自分の代わりを果たす人材が必要だと判断した。そうに違いない。

　別の面から見れば、それだけ弟子の腕を信頼しているということでもあるけど。

　リサはやっぱり面白くない。

　ルークが死、または瀕ひん死しの状況に陥るなんて想定したくない。本当はそんな“〝保険”〟など用意してほしくない。

　でも自分はあくまで彼の弟子だから、最終的なところでは逆らえなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      　ルークを見送ってから、リサはひとりでできる範囲の準備を始めた。

　まず行ったのは熱した玉たま鋼はがねを平らに薄く打ち延ばすという『水みず減べし』。その鋼を細かく割り、用途に応じて“〝あまい鉄”〟と“〝つよい鉄”〟に『選せん別べつ』する。以後の作業は皮鉄や心鉄などを作る『積つみ重かさね』と『鍛たん錬れん』といった、先手を必要とするものなので、実際的な下準備はここまで。たった一日で終わってしまった。

　後はどのような刀を作るかだ。刀身の厚み、全長、刃長、身幅、反そりの深さ、茎なかごに目め釘くぎ穴あなを打つ位置など、地面に木の枝で実寸大の絵を描きながら想像を繰り返す。日常の雑事の合間を縫って何度も何度も検討を重ねた。

　考えた末、ちょっと困ったことになってきた。

　――楽しくなってきちゃいました……。

　あれこれ刀の形を模索していたら、心なしか湧わき立つものを感じてしまったのだ。

　この手で刀を鍛錬する、なんてことは今まで夢想したことも無かった。いつだって自分は親方ルークの助手で、それ以上でもそれ以下でもなかった。図はからずも機会に恵まれた今、胸が高鳴っている。

　自分が作り、自分が銘を切る刀。それはとても魅力的な響きを持っていた。

　――なんだかんだで私も鍛か冶じ屋やの端くれなんだなぁ。

　最初はあんなに気乗りがしなかったのに、留守番を始めてたった二日でもうルークの帰りを心待ちにしている。早く刀を打ちたいと強く望んでいる。

　これまでずっとルークの助手としての仕事に満足していたリサにとって、生まれて初めてと言っても過言ではない衝動だった。料理を作る、というのとはまた種類が違う。

　リサはわくわくしながら主人の帰りを待まち侘わびた。

　けれどルークは会議の前日になっても帰ってこなかった。



　　　２



　寒気が幅を利かせる季節であっても、独立交易都市の活気は相変わらずだ。中心部の大通りなどは人いきれと熱気が濃厚に漂う。曇くもり空で日の光が弱いためもあって街並みは全体的に灰色がかっていた。

　翌日に二国一都市会議を控え、市内には平時以上の数の自衛騎士団が配備されている。内容こそ仔し細さいに明かされていないが、各国の代表者たちが集つどう会議があるということは事前に人々に知らされており、陽気な喧けん騒そうの中にもぴりぴりと張り詰めた空気がある。

「とうとう戦争になるのかしら。四十四年前みたいに」

「まさか。大陸法委員会が許さないだろ」

「でも帝政列集国は委員会から脱退したって聞くぞ」

「この前も悪魔契約の事件があったじゃないか」

「明日の会議では何を話すんだろう」

「そういえばさっき、都市の外に何ど処こかの国の軍隊が」

「騎士団が避難経路の勧告まで行っているから、ひょっとして」

　何かが起こるかもしれないということは薄々感じているが、でもその“〝何か”〟に現実味を得られない。確かに過去の大戦は地獄そのものだったが、一方で四十四年という期間は人々からその記憶を希薄にさせていた。だから噂うわさを囁ささやく声にも口ほどの実感は伴っていない。

「…………」

　賑にぎわいつつも不安と戸惑いのある景色を横目に――

　その日、リサは単身で三番街の公務役所を訪れた。





　独立交易都市に暮らすようになって三年以上になるが、実のところ公務役所には片手で数える程度しか来たことが無かった。ルークから言い渡されるお使いは大概が市内を巡るだけのものだったし、例の会議にも彼は弟子の同行を許さなかった――たった一度を除いて。

　最も近い記憶でもシャーロット・フィーロビッシャーの一件――夏以来だ。勝手がわからず、リサは役所に入ってすぐのロビーで立ち尽くしてしまった。そこは結構な混み具合で、何がしかの申請を行いに来た市民や業務に奔ほん走そうする事務員たちでいっぱいだった。慌あわただしい雰囲気のただ中、棒立ちする少女にわざわざ注意を払う者もいない。

「困りましたね……」

　ここを訪れると決めた今朝はいつもより念入りに顔を洗い、髪を櫛くしで整え、昔ルークが買ってくれた余よ所そ行きの格好をして気合を入れてきたのだけど……早々に出鼻を挫くじかれてしまったみたいだ。きょろきょろと見回して途方に暮れる。

「あらら、リサじゃない。どうしたの？」

　通りがかった職員が声をかけてくれた。分厚い眼鏡めがねをかけた、栗くり毛げのセミロングの女性。

　リサは知り合いの姿にほっと胸を撫なで下ろした。

「パティさん。こんにちはデス！」

　こんにちは、とパティ・ボルドウィンは笑顔を返した。

　彼女はセシリーと懇意にしている都市公務員――有事の際には現場で後方支援にも務めるらしいが、普段は事務業や治ち癒ゆ業務を主とした非戦闘の職員だ。

「こんなところにひとりでどうしたの？　セシリーなら出張だとかでいないけど」

　――ああ、パティさんは知らないんだ。

　事態はもっと切羽詰っているということを。

　リサは理由を伏せつつ、自分を市長室まで案内してほしいという旨むねをパティに伝えた。ヴァルバニルや刀鍛冶ブラツクスミスなどの背景を知らない彼女は、工房『リーザ』のこともただの“〝腕のいい鍛か冶じ屋や”〟程度にしか認識していない。だから一般市民であるリサが受け付けも通さずに市長室を直接訪ねる、ということにひどく驚いたようだった。

「ヒューゴーさんとは顔見知りなんですよ、私」

「そう、なんだ……？」

　困惑げではあったけれど、パティは市長室の前まで連れて行ってくれた。

「一緒に御ご挨あい拶さつしようか？」

「あ、それも大丈夫です。お忙しいところありがとうございました」

「別にいいけど……」

　パティは立ち去る際も後ろ髪を引かれているようだったが、リサはにこやかに手を振って見送った。彼女が廊ろう下かを折れて姿が見えなくなるまで待つ。

「さて」

　改めて市長室の扉に向き直ったとき、その向こう側から何やら怒鳴り声が漏れてきた。

　――な、なんだろう？

　ちょっぴり及び腰になりつつノックをしたが応答は無く、罵ば声せいが続く。

　仕方無いのでそっと扉を開けて頭を覗のぞかせた。

「もしもし――」

「だからセシリー殿が帰ってこないとはどういうことだと聞いておるのだ！」

　ひゃっ、と思わず目を瞑つぶってしまった。

　……恐る恐る片目を開く。

「先ほどから申し上げておりますように、こちらも困惑しているのです。現在自衛騎士団の者を何人か行かせています。今はその報告を待つしか――」

「では何な故ぜ彼女たちを行かせた!?　群集列国など敵地そのものではないかッ！」

「それもだから、目的の小国家は未いまだ帝国の傘下には入っていないからだと」

「だが現に彼女たちの行方は不明なのだろう!?　吾われが問題にしているのは――」

　声を荒らげながら言い合っているのは貴族の少女と礼服を着た成人男性だった。応接用の卓を挟み、少女はソファから身を乗り出すようにして怒声を発し、男性のほうはその勢いに気圧されたように対面のソファに身を沈め、弁解を続けていた。

　後者の男性には当然見覚えがあった。独立交易都市の現市長、ヒューゴー・ハウスマン。夏以来だから半年ぶりくらいなのだが、短期間でずいぶんと老けたように感じられた。

　彼に比べればむしろ前者の少女のほうが最近に会っている。毛先まで櫛くしの通った美しい長髪にまん丸とした瞳ひとみ。リサとさして変わらない、小柄な体格を包んでいるのは桃色のドレス。柳りゆう眉びを逆立てた彼女は大の大人に向かって堂々と罵ば声せいを浴びせている。

　彼女は頭の上に小さな王冠を載せていた。軍国の最高責任者、『総席』たる証。

　またの名を『少女王』――

「ゼノビアさん……？」

　ぽつりとリサが漏らした声を、その当の『少女王』ゼノビア・Ｑ・ランチェスターは聞き逃さなかった。不意に罵声を呑のみ込み、振り返る。ばっちり目が合った。

　すると彼女は今まで怒鳴り散らしていたのが嘘うそだったかのように表情を輝かせた。

「リサ殿！　リサ殿じゃないか！」

　ソファから弾はじけるように立ち上がり、半なかば体当たりするように抱きつかれた。

「お、お久しぶりです、ゼノビアさん」少女王の肩越しに室内を見回し、「皆さんも」

　市長室の人口密度はなかなかのものだった。

　軍国からの来訪者はどうやらゼノビアを含め、全部で四人。

　銀髪眼鏡めがねの軍服の男――軍国軍師、アーヴィー・アーヴィング。

　同じく軍服の、褐色の肌をした女性――ドリス。

　そして侍じ女じよ服に身を固めた、ブロンドの少女――シャーロット・フィーロビッシャー。

　いずれも面識のある者たちだ。この度の二国一都市会議に際し、ゼノビアとともにやって来たらしい。

「……って、えええっ？　ゼノビアさんが来ちゃったんですかっ？」

「そう。来ちゃったのだ」

　莞かん爾じたる笑みを浮かべ、ゼノビアは胸を張った。

「この大陸の一大事のときに王が動かなくてどうする。会議では吾が帝政列集国の鬼畜どもに一泡も二泡も吹かせてやろうぞ」

　かんらかんらと少女王が笑うも、リサは声も出なかった。

　そっと付き添いの方々を見やると、三人が一いつ斉せいに嘆息した。

「私は反対したのです。はい」とアーヴィー。

「でも幹部連中も説き伏せられちゃってさ。俺おれはゼノビア様の護衛」とドリス。

「私はゼノビア様の世話役だ」とシャーロット。

　それにしたって一国の王、御おん自みずからが出向くなど前代未聞だ。無謀極まりない。

　そんな感想が顔に出たのか、ゼノビアがなおも笑って言った。

「安心しろ。ここは中立都市なので外に待機させているが、相当数の軍隊も引き連れておる。独立交易都市までの旅路は安全そのものだったよ。この三人も常に傍にあってくれたからな」

「でも……」

「それだけ吾われら軍国が本気だということだ。リサ殿」

　ゼノビアの瞳ひとみの中に強い光が宿った。

「一度舐なめさせられた土、必ずや仕返す」

　軍国はかつて帝政列集国と“〝ヴァルバニル戦の権利を懸けた白兵戦”〟を行い、かの国の人外兵器によって敗北している。その記憶は屈辱以外の何物でもない。ゼノビアは国家の威信を取り戻すため、こうして姿をさらすことで軍国の姿勢を示そうとしているのだ。

　――にしては、無茶が過ぎます。

　何ど処こかセシリーの気質にも通じているような気がした。

　しかし、とゼノビアが表情を曇くもらせた。

「意い気き揚よう々ようと都市に馳はせ参じてみれば、肝心のセシリー殿や刀鍛冶ブラツクスミス殿はいないと言う。アリア殿もユーインも行方不明だと」

　そう。それが今、独立交易都市の直面している問題だった。

　初代ハウスマンの生家を訪ねるため群集列国へと旅立ったルークたちが、会議の前日になっても帰ってこないのだ。当日までには戻ると言っていたので今まさに馬を走らせている最中なのかもしれないが――それにしたって遅すぎる。

　もしかしてルークたちに“〝何か”〟あったのではないか？

　ゼノビアはヒューゴーにきつい眼まな差ざしを向けた。

「大陸国家が何よりも誰だれよりも守らねばならぬ存在だぞ、あのふたりは」



    

  
    
      



    

  
    
      　独立交易都市の市長は静かに反はん駁ばくした。

「そうやって彼らを鳥かごに閉じ込めていては、聖剣には届かない」

「命あってこそのものだろう！　それに彼らの命は聖剣よりも重い！」

「ルークやセシリーが自分で決めたことです。戦うことも身を潜めることも、進むことも退しりぞくことも決めるのは全部彼らの意志、部外者が口を出すべきではない」

「あいつらの身に何かあれば責任はワシが取る」

　不意に、今まで寡黙に状況を見守っていた男が発言した。

　彼の巌いわおのような巨体は、先ほどから意識しなくても視界の隅に入っていた。

　――ハンニバルさん、だ。

　独立交易都市公務員三番街自衛騎士団団長、ハンニバル・クエイサー。

　彼は腕を組みながらヒューゴーの背後に立ち、ゼノビアを見下ろす。

「どうかそれで収めてはもらえないだろうか」

「……どう責任を取ると申す？　まさかそなたの生首を差し出すとでもほざくのではあるまいな？　そんなもの、責任を取るとは言わない」

「ワシが悪魔となり、ヴァルバニルと相打ちとなろう」

　ゼノビアは目を剥むいた。

　リサも隣で目を瞬しばたたいてしまった。

「何を……」

「ワシは自分の死言を知っている。ヴァルバニルとは封印強化の遠征のときに衝突しているからな、そのときに目の前で死言を囁ささやかれたよ。……ワシの悪魔はきっと尋常でないぞ？　ヴァルバニルといえど後れは取るまい」

　ハンニバルは冗談っぽく付け足すが、内容は冗談で済ませられるようなものではない。

　本当に強そうですし、とリサは場違いな納得をしてしまった。

　大陸の武芸者の中でもハンニバル・クエイサーの名は有名だと、いつかルークが教えてくれた。代理契約戦争の最前線を生き抜いた猛も者さ。そのような彼が悪魔と化せば、冗談抜きでヴァルバニルと張り合ってしまいそうだ。

「軍国が本気を示しているように、それだけワシらも本気だということをわかってほしい。ルークたちに自由にやらせているのは放任しているからではない、そうしなければ前に進めないからだ。ヒューゴーが言っていた通り、鳥かごの中で後生大事に囲っていてもあいつらは育たない」

　それでもゼノビアは納得がいかないのか、唇を横一文字に引き結んでいる。

　彼女の肩の左右に、ドリスとシャーロットの手がそれぞれ置かれた。

「今は信じましょうぜ、ゼノビア様」

「そう。セシリーたちの腕は何より私たちがよく知っている。ユーインも彼女たちが守ってくれる」

　護衛と世話役にまで諌いさめられ、ゼノビアは膨れ面だ。

「……わかった。これ以上の口出しはよそう。刀鍛冶ブラツクスミス殿らの一件は独立交易都市の事情でもあるからな」

　不ふ承しよう不ぶ承しよう頷うなずいた軍国の最高権力者の頭を、よしよし、とシャーロットとドリスが撫なでてやった。子ども扱いするな、と口を尖とがらせながらも少女王は撫でられるままになっている。その様子を見たアーヴィーがやれやれと肩をすくめていた。

　――なんだか軍国の皆さんはあったかい方々です。

　リサは微笑ほほえんだ。ゼノビアがあれだけ激昂したのも、ルークやセシリーたちの安否を慮おもんぱかってくれたからに他ほかならない。軍国側の三人はそれをちゃんと理解した上で彼女の怒りを黙って見守っていたのだ。

　頭を撫でられ、ずり落ちそうになった王冠を元の位置に直しながら、ゼノビアが眉まゆをひそめた。微笑んでいるこちらに気付いたのだ。

「リサ殿。そなたは心配じゃないのか？　刀鍛冶殿はそなたの親方で、セシリー殿とアリア殿は友人だ。この中で最も取り乱して然るべきはそなたなのだぞ」

「もちろん心配でないと言ったら嘘うそになります」

「だったらどうしてそうも落ち着いていられる!?」

「ちっとも落ち着いてなんかいませんよ」

　苦笑交じりに、リサは言った。本当のことだ。

　他人にとってはたった数日でしかないのかもしれないけど、こんなにも長い時間ルークと離れ離れになったのは初めてだ。生まれてからずっと、いつだって自分は彼の傍にあって、彼の役に立とうと頑張り続けてきた。それが当たり前になっていた。

　だけどルークは帰ってこない。

　無論、自分は彼やセシリーたちを信じている。きっと帰ってくるに決まっている。

　でも不安というやつは隙すきを突いて心に滑り込んでくる。家事の手を休めているとき、鍛か冶じ道具の手入れをしているとき、ひとりで食事を取っているとき、しんとした母おも屋やで眠るとき――そいつはそっと背後に立つ。

“〝もしも本当に、二度とルークが戻ってこなかったら？”〟

　自分はひとりになってしまう。

　ひとりぼっちになってしまう。

　ちっとも落ち着いてなどいない。いられるわけがない。

「でもだからといって取り乱している場合じゃないんです。私はルークを迎えに行くことはできない。もしもルークやセシリーさんが危険な目に遭っていたとしても、それを救う力が私には無い。……けれど何もできないわけじゃない、私にだってできることはあるはずなんです。ルークがいない今だからこそ、私が為なさなければいけないことがある」

　今、リサという悪魔にできること。

　リサはヒューゴーとハンニバルを振り返る。

「明日の会議、ルークの代わりに私が出席いたします」

　自分は呼ばれてここを訪れたわけではなかった。

　この言葉を伝えるために、己の意志で足を運んだのだ。

　予想通り、ヒューゴーやハンニバルはいい顔をしなかった。険しい表情でこちらを見据える。ゼノビアたちからも息を呑のむ気配が伝わってきた。

「……ルークがこれまであなたを会議に連れて行かなかった理由を、まさか知らないわけではないでしょう？」

　ヒューゴーのセリフを、ハンニバルが継いだ。

「覚えているだろう。ルーク小僧が君を会議の場に伴ってきたとき、どんな糾弾があったか」

　もちろん忘れてなどいない。三年前に一度、顔見せのため、『魔剣精製』の能力を見せるためといった理由で、リサはルークに同行して会議に参加したことがあった。

　当時の各国の代表者連中は、こぞって峻しゆん烈れつな誹ひ謗ぼう中傷をリサに浴びせた。

『お前が、そこの糞くそ餓が鬼きが自分の女を生いけ贄にえにしたという悪魔か』

『なんとも貧相な身体からだだ』

『バジル・エインズワースとの対価に見合っていない』

『貴重な刀鍛冶ブラツクスミスが失われてしまった。ええ？　どう責任を取るんだ小僧？』

『汚けがらわしい悪魔め。貴様のせいで』

　以後、ルークがリサを会議に連れて行くことは無かった。リサもまた公務役所から足が遠のいた。

　あのときから面めん子つはいくらか変わったようだが、それでも明日の会議で謗そしりを受けることは避けられないだろう。帝政列集国の歴々は自分を攻撃するに違いない。

　何ど処こか苦しげに、ハンニバルは言う。

「絶対に辛つらい思いをする」

　頷うなずき、だがリサはヒューゴーやハンニバルの顔をじっと見つめた。その視線の強さに、思わずといったようにふたりが目を瞬しばたたく。

　リサはふたりとあまり会話をしたことが無い。彼らのほうからも取り立てて接触を取ろうとはしてこなかったし、特にハンニバルなどはリーザ・オークウッドの育て親だったから、心底自分を憎んでいるんじゃないだろうか、と思っていた。義理の娘の命を失わせ、そのくせ記憶は引き継がず、姿だけが生き写しであるリサを。

　――私の勘違いでしたね。たぶん。

　今ふたりがしている目は、憎しみに濁にごってなどいない。むしろこちらを気き遣づかうそれだ。

　本当に自分のことを心配してくれているのがわかる。

『鳥かごの中で後生大事に囲っていてもあいつらは育たない』

　そうやって今までルークと、そして自分を自由にさせてくれた。

　無粋な口出しをせず、ただ見守り続けてくれた。要はそういうことなのだと思う。

　だから――

「確かにおふたりの言う通りです」

「だったら」

「それでも私は出席させていただきます」

　だから今こそ戦わせてもらう。

「私はルークに代わり、刀鍛冶ブラツクスミスとしての意見を会議の場で示す義務があります」

　三年前の自分だったらもっと違っていただろうと思う。主人が帰ってこないことにみっともなく取り乱し、外の世界に怯おびえ、震ふるえながら工房に閉じこもるだけだったに違いない。

　己が悪魔であることを卑屈に思い、ルークの顔色を窺うかがってばかりだったあのころ。

　ここにいるのはそんな三年前の自分ではない。

　――私にできること、私だけができること。

　いつも判断を仰あおいでいたルークはいない。自分しかいない。

　だから小さな頭を振り絞って考えた。悪魔だからこそ、リサだからこそできること。

　考えて、自分で決めた。

「ご安心ください。ネチネチとした嫌味なんて、私へっちゃらです」

「……」

　ハンニバルたちは声も無く驚いているようだった。

　まるで別人を見るような目をしている。

「お忘れかもしれませんが」

　他人から見たらちっぽけなプライドかもしれないけれど、それは三年前には絶対に持ち得なかった、ひとりのヒトとしての矜きよう持じ。

「私はこれでも『刀鍛冶』ルーク・エインズワースの一番弟子なんです」

　絶対に譲らない。
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　翌日もあいにくの曇天だった。

　朝と昼の中間。

　空気は冷たく、肩に外がい套とうを羽は織おっていてもその隙すき間まから風が潜り込んで肌に染みる。

　くあぁ、とリサは涙目で欠伸あくびを漏らした。

「眠いのか？」

「はい……昨夜はゼノビアさんがなかなか寝かせてくれなくて」

　ぼんやりと呟つぶやいたそばから、はっと目覚めて弁解した。

「ち、違うんですよ!?　ゼノビアさんたちとは今日の会議のことを話し合っていて、その、あぅ、い、今は私こんなだらしない感じですが会議が始まりさえすればとても頼れる感じになりますから！　こう見えても！」

　そんな心配はしとらん、と隣の偉い丈じよう夫ふが笑った。

　リサは顔を真っ赤にしてうつむく。

　ふたりは公務役所の正面玄関に肩を並べて立っていた。

　昨日は本人たちの希望により、ゼノビア、ドリス、シャーロットの三人を工房『リーザ』の母おも屋やに泊めた。女だけの積もる話がある、と少女王に追い出されたアーヴィーには別の宿が用意された。

　一国の王をあのような小さな家屋に泊めていいものかと思わないでもなかったけれど、本人が楽しそうにしていたからよしとした。リサもこうして同性の人々と賑にぎやかしくお泊りすることはなかなかなかったから、とても楽しく過ごすことができた。特に最近はひとりの時間が多かったから、なおのこと。

　夜も四人で肩を寄せ合い、数少ない寝具を冗談半分に奪い合いながら、揉もみ合うようにして眠りについた。

　明けて今朝。やはりルークたちが帰ってきたという報しらせは無かった。寝不足のゼノビアたちを公務役所に送り届けた後、自分は会議の時間まで何ど処こかで寝かせてもらおうかなどと迷っていたとき、リサはハンニバルに呼び出された。

　ふたりだけで話がしたい、と。

　大通りに面した公務役所の前は早くも賑わい始めている。市民には今日が大事な会議の日であることは告知されていたが、それでも街を行く人々の数に日常との違いは無かった。

　行いき交かう人々の波を役所の玄関口からぼんやりと眺めつつ、リサはちらちらと横を窺うかがう。呼び出したくせに、ハンニバルは先ほどから小難しい顔で口くち許もとを引き結んだままなのだ。

「あの、それで……お話とは？」

「あ、うむ」

　うむ、とハンニバルは唸うなり、何やら言葉を選びながら切り出した。

「その……元気だったか？」

「へ？」

「あ、いやいやいや違うんだ。そうじゃなくて……楽しくやっているか。毎日」

　威圧的な風体に似合わず、しどろもどろとした様子。

　視線もこちらではなく彼方かなたを向いている。

　リサは小首を傾げながらも質問に答えた。

「ハイ。おかげさまで楽しく生きています」

「クソガ――、ルークはちゃんと面倒を見ているか」

「とてもお世話になっています」

「食事や洗濯は？　ルークがやっているのか」

「家事全般は私の仕事です。ルークにやらせたら大変なことになりますから」

「悩みは無いか」

「？　えっと……今思い当たるものは、特に」

「その小さな身体からだだと鍛たん錬れんはきついんじゃないか」

「最初はしんどかったですけど、もう慣れました。伊だ達てに三年やってません」

　次々と答えながら、この会話は何なのだろうと思った。

　ハンニバルはどうして自分にこんなことを訊たずねるのだろう？

「夢はあるか」

「ゆ、夢ですか」少し迷ってから、「恐れ多いですが……これからもルークと一緒にあの工房をやっていきたいです。今はこれが精一杯の夢です」

　そこで初めて――ハンニバルがこちらを見やった。

「どうしても出席するのか？」

「ハイ。絶対に出ます」

　リサははっきりと頷うなずいて即答した。

　ハンニバルは目を細め、脱力したように息を吐く。

「……君にとってはあまり嬉うれしくないことかもしれないが」

　眩まぶしいものを見るように言う。

　とても優しい眼まな差ざし。

「その頑がん固こなところはリーザに似ている」

　あぁそうか、とリサはようやく合点がいった。

　自分の姿はリーザ・オークウッドの小さい頃と瓜うり二ふたつらしく、そのせいで最初はルークもやりにくそうにしていた。ひどいときは容姿のことをあげつらって八つ当たりされることもあった――後々そのことは謝ってくれたけれど。

　ハンニバルはそんな、娘の生まれ変わりのような自分にリーザを重ねて見ているのだ。

　三年前に失った義理の娘。失くした三年分の会話を、今取り戻している。

　ひょっとしたら三年間、我慢し続けていたのかもしれない。ルークとリサを自由に過ごさせていたのは、リーザ・オークウッドの父親としての気持ちを押しつけて必要以上に干渉してしまわないため。だからあえて距離を取り続けていた――のかもしれない。

　柔らかく目め尻じりを下げる様は、彼の父親としての表情。

　三年もの間抑え続け、けれども今日表に出てしまった感情。

　――でも、ごめんなさい。

「違いますよ」

「え？」

「私はルークに似たんです」

　目を丸くする偉い丈じよう夫ふに控えめの微び笑しようを返し、

「あとセシリーさんの影響も少し。アリアさんからは陽気な心をいただきました」

　リサはリーザ・オークウッドを知らない。彼女の細やかな心の動きや表情、仕し草ぐさ、口くち癖ぐせ、行動、性格――そういった一切を伝聞でしか知らない。だから彼女から影響を受けることは無い。

　ハンニバルがリサにリーザ・オークウッドの面おも影かげを見たとしても、それは幻想。

　リサはリサとしての三年間で出会った人物しか知らず、彼らの影響しか受けない。

　それは絶対に覆くつがえらない。

　――私は私なんです。

　自分は変わったと思う。三年前だったらこんなふうに考えることはできなかった。

「……そうだな。耄もう碌ろくしていたみたいだ」

　ハンニバルは放心したような顔をしていた。

「ワシの勘違いだったよ。君はリーザとは似ていない」

「……ハイ」

「ワシは今でもリーザが悪魔契約を行ったことは間違いだったと思っている」

　唐突に言われ、ぎくりとなった。

「死に物狂いで逃げるべきだった。ルークを守ろうとしたのはわかる。それでも、脇わき目めも振らず逃げるべきだった。リーザは選択を誤った」

「あ、あの、私はでも」

「しかし君が生まれたこと、それ自体は正しかった。断言しよう」

　え、とリサは硬直した。

　ハンニバルはにやりと唇の端を吊つり上げる。彼の顔はもはや幻想に捕らわれてはいなかった。拍子抜けするくらい、簡単に振り切っている。

「矛む盾じゆんしているか？」

　リサはどう答えたらいいかわからなかった。

　だけど心が動いたのは確かだ。心臓が熱く火ほ照てっている。

　このためにハンニバルは自分を呼び出してくれたのだということに気付いた。

「君はワシたちが必ず守る。一緒に戦ってくれるか、リサ」

「――ハイ！」

　全力で戦います。力強く頷うなずいたとき、人垣からわっとどよめきが湧わき上がった。

　公務役所の正面――

　見やれば、往来を行いき交かっていた人々の流れがいつの間にか止まっていた。道を譲るように通りの左右に分かれ、隣り合った者同士で囁ささやき合っている。

　彼らはその開かれた道を歩き、人垣の向こうからやって来た。

「来たか」

　リサはハンニバルが呟つぶやく声を聞いたが、それから視線を剥はがせずにいた。

　自衛騎士団の団員に案内されて現れた彼らは、影のような一行だった。

　先頭を行くのは黒くろ甲かつ冑ちゆうの女戦士と漆しつ黒こくのドレスの貴婦人――フランシスカとエヴァドニだ。陶器のように白い面おもてを真っ直ぐ前に向けたフランシスカは、耳の上で切り揃えられた金髪を揺らし、颯爽と肩で風を切って歩いている。反してエヴァドニのほうは黒い双眸を陰気に細め、枯れ木のような細い肢体でしずしずと歩を進める。対照的なふたり――いや、二本の魔剣。彼女らは黙々と主あるじたちを先導する。

　一行の中で一際目立つのはハンニバルと見比べても遜そん色しよくの無いような巨きよ躯くの持ち主だ。散ざん切ぎり頭あたまの彼は兵士らよりも上等の鎧よろいをまとっていたが、それもやはり同様の黒に塗られたものだった。市民を見回す目は見下すようなそれだ。

　彼の後ろを、初老の男が腰を曲げながら歩いていた。白しら髭ひげをたくわえ、衰えた身体からだを杖つえで支えている。色いろ褪あせたローブは黒ずみ、裾すそを引きずっているから端々がボロボロに擦り切れていて、形なりだけ見るととても一国の代表者とは思えなかった。

　巨躯の男と初老の男。三年前の会議と同じ顔ぶれだということはリサにもすぐにわかったが、名前が思い出せなかった。確か前者が帝国の人で、後者が群集列国の人だっただろうか？

　それと――

「…………あ」

　リサの背中が粟あわ立だった。

　――やっぱり、来た。

　初老の男の横を歩いていた、銀髪の男のことである。

　黒い鎧の上から黒衣をまとっている。長身痩そう躯くの、しかし引き締まった体つき。全身に漂う空気は何ど処こか鋭えい利りな刃物を連想させる。

　彼は何がおかしいのか酷薄な笑みを浮かべ、ひそひそと囁き交わす都市の市民たちを睥へい睨げいしていた。

　――シーグフリード。

　リサは我知らず手に汗をかいていた。

　リサの身体は様々な構成物で成っている。

　霊体。リーザ・オークウッドの肉。ヴァルバニルの血。ルークの処女作である刀の残ざん骸がい。そしてルーク・エインズワースの左眼球。

“〝雑種”〟ハイブリツドの肉体――ルークが誰だれにも打ち明けずに隠してきた秘密だった。リサ自身でさえも知らなかった事実。それをこのシーグフリードが、リサやセシリーの前で暴露した。

　どうしてシーグフリードがこの秘密を知っていたのかはわからないが、以来リサはこの男に対して苦手意識を持っている。その目に見られると何もかも見み透すかされるような、心こころ許もと無ない気持ちにさせられるのだ。

　――ダメ。退ひいちゃダメ。

　腰が引けそうになる自分を、リサは叱しつ咤たする。

　巨きよ躯くの男がハンニバルの前で足を止め、言った。

「大陸最強の猛も者さがわざわざお出迎えとはどういう了見だ？　クエイサー」

「誰だれが好き好んでお前など出迎えるか、オーガスタス・アーサー。人数はこれだけか？」

「兵は都市の外に置いてある。千人ほどな」

　ハンニバルの険のある視線に、巨躯の男――オーガスタスはおいおいと苦笑した。

「この状況下に兵を伴わずに国を行き来する馬ば鹿かが何ど処こにいる？　現に軍国だって野営を築いていたぞ」



    

  
    
      



    

  
    
      　舌打ちしたハンニバルは近くにいた自衛騎士団を呼び寄せ、彼らの身体からだを検あらためるよう言い渡した。大陸国家のトップが集つどう会議のため、出席者の全員が武装を禁じられている。帝政列集国の面めん子つも都市に入ってくるときに予あらかじめ武器の類は置いてきたらしいが。

　当然、魔剣のふたりは引っかかった。

「我々帝政列集国は対ヴァルバニルにおける主力として、この二本を始めとした魔剣を考えている。故に二国一都市会議への参加は必然であると判断した」

「そんなことが許されるわけが――」

「独立交易都市や軍国が主力とする刀を会議に持ち込むように、我々が主力とする魔剣を持ち込むことに何の違反がある？　今までさんざん刀――『聖剣』の有効性を議論してきたんだ。ここらで魔剣の有効性にも目を向けてみないか、クエイサー？」

　屁理屈もいいところだ。魔剣を携帯するための方便に過ぎない。

　が――この大陸国家の代表が集う会議に、すでに穏便な協調など存在しない。各国家にそれぞれ違った見解が存在し、それらを完全に統一するということは不可能に近いのだ。こういうものだと主張されてしまえばそれを覆くつがえすのは非常に難しい。

　両者はしばし睨にらみ合っていたが。

「……早く行け。皆が待っている」

　ハンニバルが素そっ気け無く顎あごをしゃくったので、オーガスタスは肩をすくめて公務役所の入り口をくぐっていく。その後に初老の男やフランシスカ、エヴァドニが続いた。

　ふと、シーグフリードの身体からだを検あらためていた団員がハンニバルを振り返った。

「団長。ナイフはどうしますか？」

「ナイフ？」

　なんとなく気になったリサもハンニバルの陰からこっそりと覗のぞいてみる。シーグフリードの黒衣の前がめくられていた。その裏地には小さな鞘さやが括くくりつけられ、短剣が収まっているのが見えた。

「護身用だ」とシーグフリードはすぐに黒衣の前を閉じてしまい、「没収してもらっても構わないが、それくらいは目くじら立てないでほしいな。この程度の刃物で殺られるタマでもないだろう？　あんたは」

　ハンニバルは息を吐き、いいだろう、と早々に話を打ち切った。先のオーガスタスとのやり取りで少々捨て鉢になっていたのかもしれない。

　――あれはひょっとして。

　その刃物が示されたのは一瞬のことだったので皆は気付かなかったようだが、リサだけは確かに見ていた。ナイフはその鍔つばが小さな球体を組み合わせたもので、変わった形状をしていた。

　そのときだった。歩き出そうとしたシーグフリードの視線がリサに止まったのは。

　リサは思わず身を硬くしたが、特に何を言うでも無くシーグフリードはオーガスタスたちを追って公務役所の中に消える。彼の姿が見えなくなってすぐ、リサはあまりの脱力でうずくまりそうになった。

　――もう、こんなことでどうするんですか私。

　自分の戦いはもう始まっている。

　恐れるな。

「さあ、ワシらも行こうか。会議が始まる」

「ハンニバルさん」

　ん？　と振り返るハンニバルを手招きし、リサは彼の耳みみ許もとに顔を寄せた。

「少し、気になることが」





　そして十数分後、彼らは一堂に会していた。

　帝政列集国騎士団総団長、オーガスタス・アーサー。

　帝政列集国戦士団団長、シーグフリード。

　帝政列集国参謀役、ランスロット・ダグラス。

　軍国総席、ゼノビア・Ｑ・ランチェスター。

　軍国軍師、アーヴィー・アーヴィング。

　独立交易都市市長、ヒューゴー・ハウスマン。

　独立交易都市公務員三番街自衛騎士団団長、ハンニバル・クエイサー。

　そして独立交易都市の刀鍛冶ブラツクスミスの助手、リサ。

　以上の順番に計八名が会議室の円卓をぐるりと囲み、その他ほか護衛として軍国からドリスがひとり、帝政列集国から魔剣がふたり、それぞれの主人の背後に控えている。護衛と言っても全員が非武装だ。

「大陸法委員会は……オルブライト委員はどうしました？」

　ヒューゴーの問いに、オーガスタスが答えた。

「帝国と群集列国の合併宣言と共に我々は委員会を脱退した。よってこれは大陸法委員会を介さない、帝政列集国、対、軍国、対、独立交易都市の新たな二国一都市会議。ジャスティーナ・オルブライト委員には事前に欠席するよう伝えてある」

「勝手なことを」

「つまらぬ進行役など必要無い。直じかでやり合おうじゃないか、なぁクエイサー？」

　ハンニバルは眉み間けんに皺しわを寄せて答えなかった。

　それより、とオーガスタスが訊たずねる。

「会議の前にこちらからも聞きたいことがある。……何な故ぜあの悪魔がここにいる？」

　――来た！

　帝政列集国側の注目を受け、リサは生なま唾つばを呑のみ込んだ。

「私はルークの代わりです！」

「代わりだと？」

「ハイ。ルークは用あって会議に出られません。なので彼に代わり、助手である私が出席させていただきました」

　初老の男――ランスロットが鼻を鳴らした。おちくぼんだ眼まなこを細めて追及する。

「この重大な会議に出られないとはどんな用かね？　ん？」

　――退ひいちゃ、ダメ。

　内心のびびりを隠し、平静を努める。

「それは申し上げられません。とにかく今日は私が刀鍛冶ブラツクスミスの代弁を務めます」

「刀鍛冶がいないのは」

　今度はシーグフリードだった。

　刃物のような視線をこちらに向けてくる。

「セシリー・キャンベルがここにいないのと同じ理由か？」

　肝きもを冷やさざるを得なかった。

　言葉に詰まりそうになったところを、横のハンニバルがフォローを入れてくれた。

「以前から彼女は会議には参加していない。どうしてそんなことを訊きく？」

「あの女なら出しゃばってもおかしくないと思ったんだがな。いないなら、いい」

　シーグフリードは自分から話を打ち切った。

　ひょっとして彼はルークたちの行方について何か知っているんだろうか？　とリサは懸念したが、もしも本当にそうなら今のような問いは出てこない。

　本当に――ルークたちは何ど処こに行ってしまったのだろう。

「いい加減、始めないか」ゼノビアが一同を見回し、「待たされるほうの身にもなってくれ」

「……お初にお目にかかる、ゼノビア・Ｑ・ランチェスター。私が――」

「ああ、そういうのは要いらない」

　名乗りを上げようとしたところを遮られ、オーガスタスは目をすがめた。

　ゼノビアはその苛いら立だった視線を真っ向から受け止める。

「この場で話し合うのは大陸の行く末のみ。有限な時間を無駄にはできん」

　ヒューゴーを見やる。彼は頷うなずいて宣言した。

「……それでは始めましょう。二国一都市会議、『ヴァルバニル会議』を」

　リサは心持ち表情を引き締めた。

　――私にできることをただ、やり通す。

　それだけだ。
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　小国家の占領はつつがなく行われた。

　魔剣『イライザ・イヴァ』を振るう甲かつ冑ちゆうの戦士――ガストン・バスカヴィルは無敵の一言に尽きた。数え切れないほどの槍やりや矢を受けてなお倒れず、群がる兵士どもを虫を払うように蹴け散ちらし、小国家の王である男の首を苦も無く討ち取った。

　そしてそれに遅れる形でやって来た帝国兵たちが国内に侵攻開始。ガストンに牙が城じようを崩された小国家に抵抗する術は無く、あれよあれよという間に占領は完了。武器防具の類はすべて回収され、生き残った小国家の兵士たちも歯向かう者は処刑され、力を持たない国民はただひれ伏すしかなかった。

　今や小国家は其そ処こ彼かし処こを帝国兵が我が物顔で闊かつ歩ぽし、新たな戦略拠点へと造り変えられようとしている。街を囲う土壁はさらに強化され、帝国兵の宿泊設備のために国民の多くが住居を追い出された。国民たちは泣く泣く彼らに食事や酒を振る舞う。

　ヒルダはそうした侵略の一部始終を見ているだけだった。彼女は主にイライザ・イヴァ個人の身辺警護と小間使いを務める奴隷であり、基本的に旧帝国の侵略に荷担することは無い。セシリーと剣を交えたのもイライザ・イヴァやガストンに加勢しただけに過ぎなかった。

　旧帝国の略奪に、ヒルダは特別な感慨を抱かない。

　ただ「ああ同じだな」と思うのみ。

　――ワタシの祖国と変わらない。

　群集列国の片隅の、小さな祖国。

　他国に自国民を奴隷として売る祖国。

　飼われる祖国。救えなかった祖国。きっともう帰らない祖国。

　ひとつも違わない。

　ヒルダは粛しゆく々しゆくと己の仕事をこなす。主人であるイライザ・イヴァに相変わらず顎あごで使われながら、彼女の衣食住の世話をする。例えば『イライザ』と『イヴァ』はその人格によって味覚まで変わるらしく、食事もそれに合わせて用意しなくてはいけない。ガストンは“〝調整”〟のため別室にこもっていたから、ヒルダは一から十まで主人の要求に応じなければならなかった。

　例の捕虜に食事を運ぶのも、ヒルダの仕事だ。

　女騎士と、刀鍛冶ブラツクスミスと、魔剣。

　意思疎通を完全に断つため、彼らはそれぞれ異なる施設に分けて収容されている。

　占領から数日が経過。

　その日もヒルダは小国家に元々あった監獄を訪ねた。

　監獄は地下に位置していた。窓が無いので陽ひ射ざしが差し込まず、暖を取るための設備も無い。鉄格子の牢ろうごとに簡易便器が設置され、故ゆえに鼻を突く異臭が漂い、暗く、寒く、劣悪な環境。

　女騎士、セシリー・キャンベルはそのような牢の中で、一枚の毛布を身体からだに巻きつけて膝ひざを抱えていた。かさかさに乾いてひび割れた唇に、目の下には隈くま。表情にも疲れが窺うかがえ、傍はた目めにもひどく消耗しているのがわかる。

　しかし――

「今日の分よ」

　ヒルダは鉄格子の隙すき間まから、小振りのパン一個とコップ一杯分の薄く濁にごった水を差し入れた。これが彼女に与える一日分の食料だ。イライザ・イヴァの指示により食料は生きられるぎりぎりの量しか与えていない。弱らせておけ、とのことだ。

　膝を抱えていたセシリーはゆっくりと手足を伸ばし、凝り固まっていた関節を揉もんでほぐしてから、皿すら無く床に直じかに置かれたパンを拾い上げた。指で小さく千切って複数回に分けて口に含み、それもよく噛かんで咀そ嚼しやくし、濁り水にいたってもちびちびと少量ずつ飲んでじれったいほど長い時間をかけて胃を満たしていく。少ない食料を黙々と、無表情に、見方によっては大切に食べる様はヒルダの目に不ぶ気き味みに映った。

「……何を企んでいる。オマエ」

　ヒルダには強烈な違和感があった。

　――こいつは本当にあの女なのか？

　彼女はもっと感情的で無鉄砲だったとヒルダは記憶していた。かつて軍国の国境付近での一件のように、この小国家でも再会したときにはヒルダの境遇に対して己のことのように激怒した。騒々しく、自分勝手で、それでいて情が厚い女。ヒルダがセシリーに抱いていたのはそんな印象だった。

　なのに今の彼女は妙に静かなのだ。騒ぎ立てたりせず、こちらが差し入れる食料を淡々と口にする。肉体的にも精神的にも弱り切っているからというのなら簡単な話なのだが、しかしそうではない。

　疲れた瞳ひとみの奥にも、隠し切れぬ炎がある。

　セシリーはヒルダの問いに答えなかった。やはり黙々と食事を続けている。

「イライザ・イヴァには誰だれも敵かなわない。あれはただの魔剣ではない！」

　思わず口走っていた。

　パンを千切る手が止まった。感情の薄い視線で先を促してくる。

　ヒルダの苛いら立だちは積もる。吐き捨てるように言った。

「イライザ・イヴァは何な故ぜふたつの人格を持っていると思う？」

「……」

「あれは元々は別々の魔剣だ。魔剣『イライザ』と魔剣『イヴァ』――二本の魔剣を一本の魔剣に鍛たん錬れんし直したもの、それが『イライザ・イヴァ』」

「魔剣と魔剣を鍛錬……？」

　セシリーは眉まゆをひそめ、初めて呟つぶやく。

　声はかすれていたが、口調ははっきりとしていた。

「そんなことが可能なのか。いや、そもそも何な故ぜそのような真ま似ねをする？」

　――知るか、そんなこと。

　旧帝国は様々な実験を行っているというようなことをかつてイライザ・イヴァから聞いたことがある。人外兵器の開発、悪魔契約の研究、そして魔剣の合成……ただの戦力増強のためとも考えられるが、真実はそう単純でもないように感じる。旧帝国が何を目的としているのかはさすがに明かされなかった。

　だがそのようなこと、奴隷たるヒルダにとってはどうでもいいことだ。

「だから――イライザ・イヴァの力は強力だ。そしてそれを扱うガストン・バスカヴィルも無敵に等しい。オマエも見ただろう？　あれほどの腕を持った刀鍛冶ブラツクスミスが呆あつ気け無く倒される様を。もしも何かを企んでいるのならやめておいたほうがいい、諦あきらめろ」

「お前のように？」

　ひたりとこちらに据えられる視線。

　目の前に鉄格子が無ければ、きっとその頬ほおを張っていただろう。

「二国一都市会議とやらに合わせ、すでに第一陣が出立済みだ！　追ってオマエラも連れて出発する。イライザ・イヴァはオマエラを帝国への手て土みや産げにするつもりらしいからな。それまで残り少ない寿命を噛かみ締しめていろ」

　一方的に言い捨てて踵きびすを返した。

　追ってきた声には、捕虜のものとは思えないほどの力強さがあった。

「お前はそれでいいのか。ヒルダ・キャヴェンディッシュ」

　ヒルダはかっとなって振り返ったが、うっと言葉を詰まらせた。

　セシリーは揺るぎない眼まな差ざしでこちらを見据えていたのだ。

　真紅にして青い炎を連想させる、静かに燃える瞳ひとみ。

　こちらを射抜くようなそれ――

「……っ！」

　たまらず、ヒルダは監獄を飛び出した。

　――なんであんな目をする？

　まるで逃げ帰ったような気分だ。現状の立場はこちらのほうが上なのに、まったくそんな気がしない。話せば話すほど、むしろこちらが追い詰められているような心地にさせられる。

　屈した己と屈しない彼女を比べて、惨めな気持ちにさせられる。

　――あの女は絶対に何かを企んでいる。

　敵から出された食料を大事そうに食べていたのは力を蓄えるため。下へ手たに騒ぎ立てたり取り乱したりしないのは体力を温存するため。いざというときに動き出せるように。

　セシリー・キャンベルの目は死んでいない。

　だからヒルダはこんなにも心を乱される。

　眩まぶしくて、見てられなくて、責められているような気持ちになって――

　羨うらやんでしまう心を、止められない。
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　独立交易都市の外では二国の武力が待機していた。

　正門前の平野で野営をしているのは軍国の兵士たちである。中立都市である独立交易都市はあらゆる国家に対し軍隊の入都を禁じている。故ゆえに前日に到着していた彼らは都市内に少女王を送り届けた後、こうして平野に馬をつなぎテントを張り、総勢数千という大布陣を整えていた。

　陣内でへんぽんと風に翻ひるがえる国旗の図柄は四本足の大おお鷲わしを模したもの。

　軍服を着た兵士たちはその多くが腰に大振りの太刀を佩はいていたが、中には長なぎ刀なたと呼ばれる槍やりを持つ者も少なくなかった。過去の人外兵器との対戦を反省し、軍国の聖剣師たちが拵こしらえたものだ。待機中の今はそうした得物に手入れをしている輩やからが散見された。

　他方――

　帝政列集国側は何ど処こか奇妙な雰囲気を醸し出している。

　表向きは“〝帝政列集国”〟と謳うたっているが、掲げている国旗には帝国の象徴――王冠を模した紋章が刺し繍しゆうされていた。そしてやはりそこに集つどっていたのも二国の混成編隊ではなく黒くろ甲かつ冑ちゆうをまとった、旧帝国の戦士団だった。

　軍国側と違って彼らはつい小一時間前に到着したばかりなのだが、何な故ぜか野営も張らず整然とした陣形を維持し続けていた。直立不動、誰だれひとりとして身を休めること無く立ち通し、壁のような横列を成して独立交易都市の外壁に向いていた。千人程度の騎士たちがひとり残らず兜かぶとの面めん頬ぽおを下ろし、私語ひとつ無く居並ぶ様子は異容でしかない。

　さらに戦士団の背後には数十台に及ぶ大型の馬車が並んでいた。客室と思しき箱には窓の類が無く、そのせいか馬車というよりは貨車然としている。

　帝政列集国の戦士団が現れてから、軍国の兵士たちは血気に逸はやっていた。彼らはかつて帝政列集国の人外兵器に辛しん酸さんを舐なめさせられている。敵てき愾がい心しんを募つのらせるのも無理からぬ話であり、指揮官はそんな彼らを抑えることに苦労した。

　独立交易都市の正門を前に集つどう、軍国と帝政列集国。

　勇み立つ前者と粛然たる後者。

　そこは異様な空気に満ちていた。





　口火を切ったのは少女王、ゼノビア・Ｑ・ランチェスターである。

　目を細め、帝政列集国側の顔触れを見回す。

「回りくどいのは嫌いだから率直に聞こう。帝政列集国よ、合併の真意は何だ？」

「真意？」オーガスタスが眉み間けんに皺しわを寄せた。「件の白兵戦の際に知らせたはずだが？　すべてはヴァルバニル対策を万全のものとするため、我が帝国と群集列国とで手を結んだと」

　ゼノビアは少女の顔に嘲ちよう笑しようを浮かべる。

「方便であろう？」

「……なんだと」

「合併が完かん遂すいされれば、貴国らは実に大陸領土の半分以上を掌握することになる。素直にヴァルバニルのためなどと受け取る阿あ呆ほうはいまい」

「では何か」とランスロット。「ワシらがヴァルバニル対策を建前に国力増強を図はかり、抜け駆けでも目もく論ろんでおると、軍国の少女王どのはおっしゃるのかね？」

「そうであろう。まさか違うとほざくのではなかろうな？」

　鼻で笑う主あるじを、さすがに隣のアーヴィーが小声でたしなめた。

　リサもはらはらと成り行きを見ている。

　――ゼノビアさん、ぶっ飛ばしてます。

　話し合いの開始早々から挑発の姿勢だ。ゼノビアは十を超えたばかりの年齢。一国の王とはいえ年端も行かぬ少女にいいように言われ、オーガスタスはこめかみに青筋を立てていた。

「少女王はずいぶんと好戦的な御お方かたらしい。何を根拠にそのようなことをおっしゃるのやら」

「吾は貴様らを軽蔑しておる」

　それは強い宣言だった。

　歯はに衣きぬ着きせぬ、自身の感情を曝さらけ出した一言。

　虚を突かれる一同に少女王は言い放つ。

「貴様らは己の欲を満たすことしか考えていない。ヴァルバニルの封印解放という、大陸全土を脅かす危機的状況のときに徒に大陸に混乱をもたらしてみせた。本当はヴァルバニルの生み出す利権が目的なのだろう？　まったくもって度しがたい」

「ゼノビア様！」

「吾われが言いたいのは」

　アーヴィーの注意を遮り、ゼノビアはなおも続けた。

「我が軍国は貴様らをまったく信用していないということだ。まずはそれを理解しろ」

　しん、と沈黙が降りる。

　ゼノビアの隣でアーヴィーが頭痛を押さえるように額に手を当てていた。公的な席で無む闇やみに他国を挑発することは危険な行為だ。それだけで戦争を引き起こしかねない。こういった場に疎いリサにもそれくらいのことはわかる。

　――でも、ゼノビアさんは間違っていない。

　きっとお互いの腹を探り合っているだけではダメなのだ。

　今までの帝国の所業を見てきたリサだからこそ思う。こそこそと裏で何事かを企み、手のうちを明かさない彼らと同等の言葉で真相を引き出そうとしても無理な話だ。そのような輩やからには真実の言葉でもって対たい峙じする。それがゼノビア・Ｑ・ランチェスターの決めたスタンス。

　しかしオーガスタスは肩を揺らしながらせせら笑った。

「ひょっとして根に持っているのか？　少女王よ」

「何？」

「いつぞや行われた、ヴァルバニル戦の全権を懸けた白兵戦。独立交易都市の介入により話は流れてしまったが、戦況だけを見れば我が国は軍国を完全に圧倒していた。少女王はそのことを根に持っているのではないか？」

「……そのようなことは無い」

「ほぉ、ではこちらの邪推だったかな？　それは失礼」

　失礼、などと口にしつつもその顔には笑みを浮かべている。

　ゼノビアはますます眼まな差ざしの険を強めた。

「確かにあの白兵戦は吾らにとって不意打ちに等しく、大切な命も多く失われた。そこに怒りが無いと言えば嘘うそになる。しかしそれが無くても貴様らの合併宣言が大陸の調和を乱すことに変わりは無い。話をすり替えるな」

「少女王、それはこちらのセリフじゃよ」

　ランスロットが喉のどを震ふるわせて笑った。

「我々が大陸の調和を乱すなど言いがかりも甚はなはだしい。やはりアーサー氏のおっしゃる通り、そちらの言い分は私し怨えんにしか思えん」

「ではヴァルバニルに係わる利権には興味無いと言うのか」

「利権を求めて何が悪いのじゃ？」

　開き直りとも取れる発言に、ゼノビアは思わず言葉を呑のみ込んだ。

「霊体に祈き祷とう契約……現在の大陸国家は等しくヴァルバニルの恩恵を受けている。例外は無い。軍国も帝政列集国も、そして独立交易都市もヴァルバニルによって生かされている」

　生かされている――それは決して誇張ではない。

　ランスロットはヒューゴーたちを見やり、

「独立交易都市がここまでの発展を遂げたのは祈祷契約があったからに他ほかならない。霊体濃度が高いという土地の利点を最大限に活いかした結果じゃな。都市はブレア火山の麓ふもとにタタラ工房を設置し、彼らに作らせた玉たま鋼はがねを独占。市場を介し、高値で他国にばらまくということを都市の成立期から続けている」

　ゆっくりと指折り数えながら、ランスロットはねちねちとあげつらっていく。

「さらにヴァルバニルが滅すれば霊体はいずれ枯こ渇かつし、都市には灰はい被かぶりの森を越えて火山灰が降り注ぎ、都市は死の街と化すであろう。故ゆえにヴァルバニルは討とう伐ばつではなく再封印が望まれておる。祈祷契約の旨味も失うわけにはいかんしな。……どうじゃ？　今のところこの中で最も利権にまみれているのは独立交易都市だとは思わぬかね？」

「……」

　ゼノビアは彼の皺しわだらけの面を睨にらみながら黙した。ヒューゴーたちも口を閉ざしたまま否定しない。否定できない。今ランスロットが述べたような一面は確かにあるのだ。

　以前より、玉鋼を製造するタタラ工房の運営には他国から提携を求められていた。しかし独立交易都市はこれを拒否し、自都市内で工房を占有し続けてきた。そこには中立都市の立場として諸外国の玉鋼所有量が偏かたよらないよう、市場を通すことで調節を図はかるという目的があったが、一方で“〝利権の独占”〟と取られても仕方が無いという負い目もあったのは本当だった。実際それにより独立交易都市は多大な利益を得ている。

　その他、祈祷契約による発展や霊体による火山灰の障壁など――独立交易都市はヴァルバニルが発する霊体無くしては生きられない。

　成立から現在に至るまで、この都市はずっとその矛む盾じゆんを抱えていた。

　沈黙するヒューゴーたち。屋外から何やら市民たちの騒ぎ散らす声が聞こえてきたが、ランスロットはそちらを疎ましげに一いち瞥べつしただけで追及を続けた。

「知っておろう？　ワシら元群集列国の人間はヴァルバニルを、利益を生み、大陸を潤わす“〝機械機構”〟として見なしてきた。独立交易都市の歴史を鑑かんがみればその認識に間違いがあるとは言わせない。そして国を守るため、生かすためにそれを請こい求めることが浅ましいことともワシは思わぬ。御理解いただけたじゃろうか？」

「理解できぬ」

　ゼノビアはきっぱりと言い返した。

「それでも貴様らは大陸の協調と自国の利権を秤はかりにかけ、そして後者を選んだ。このただ一点、されど一点を吾われは看過するわけにはいかない」

　では聞こう、とそこで割って入ったのはオーガスタスだった。

「先ほどから繰り返しているが貴国らの言う“〝大陸の協調”〟とやらはヴァルバニル対策にどの程度貢こう献けんしているのだ？」

「それは――」

「もっとわかりやすく聞いてやろう。軍国の『聖剣師』と独立交易都市の『刀鍛冶ブラツクスミス』、両者は聖剣の鍛たん錬れん法に関して技術交換を行っていたようだが、それはどれほどの結果を生んだのだ？」

　不意に――

　オーガスタスとランスロットの視線がリサに向けられた。

「悪魔。述べろ」

　――私は取り乱したりしない。

　膝ひざの上で拳こぶしを作り、リサは思う。侮ぶ辱じよくを込めてそう呼ばれようとも、動揺したり萎い縮しゆくしたりしない。自分という存在が悪魔であることは本当だから、受け入れる。

　受け入れた上で一歩も退ひかない。

「ハイ。聖剣師さんたちとの技術交換はとても有意義なものでした。ルークも聖剣の基礎を形作る上で大変勉強になったと言っていました」

「で？」オーガスタスは顔の左側だけで笑みを作った。「聖剣は完成したのか？」

「……それはまだです。しかし現在もルークは聖剣の模索を続けています。ヴァルバニルの封印が解けるその日までには必ず――」

「この重要な案件が口約束で済むと本気で思っているのか？」

　リサは言葉に詰まった。

「はっ、たかだか三年生きただけの悪魔は世間知らずも甚はなはだしいな。何もわかっていない」

「今のお前と同じように、お前の主人はいつものらりくらりかわしていたよ。それでいていつまでたっても聖剣を完成させず、己の腕の不足を言い訳すらしない」

「悪魔、お前はやはりあの餓が鬼きの弟子だけある。言っていることがまったく変わらない」

　オーガスタスとランスロットは畳みかけるようにこちらを責め立てた。

　リサはじわじわと背中に汗をかいていた。言葉が出ない。

　抑え込んでいた動揺が早々に漏れ出しそうになる。

　――取り乱すな、私。

　自分はルークの代役でここに来ている。みっともない真ま似ねはするな。言われっぱなしにするな。刀鍛冶の弟子として立派にその務めを果たすんだ。

　リサは必死に己に言い聞かせた、けれど。

　――でも。

　どうしても言葉が出ない。喉のどに引っかかる。

　目を、瞑つぶりそうになる。

「――――黙れ貴様ら」

　低く押し殺した声がオーガスタスらの中傷を叩たたき潰つぶした。

「彼女に対する侮ぶ辱じよくはこのワシが許さぬぞ」

　リサは思わず隣を振り返った。小柄の自分よりも何倍も巨大な彼を見上げる。

　ハンニバル・クエイサーだった。

「聖剣はあのヴァルバニルを封じるほどの業わざ物もの、生なま半はん可かな努力では鍛たん錬れんできない。だがもちろんそれを盾に言い訳するつもりは無い。確かに今ここに聖剣が無いことは事実。その責任は刀鍛冶ブラツクスミスを抱える独立交易都市にある。だから責めるならばワシらを責めろ。一個人を糾弾することは絶対に許さん」

「責任と言うのならば軍国もそうですね。はい。私たちの聖剣師も未いまだ聖剣には届いていない」

　意外にもその発言をしたのは軍国の軍師、アーヴィーだった。彼は滅多なことでは自国の不利になるようなことは口にしない。リサは驚いて見るけれど、彼は生き真ま面じ目めな表情を崩さなかった。

　ゼノビアは己の軍師を横目で見やって微笑ほほえみ、追随した。

「アーヴィーの言う通りだ。吾われらにも責任はある。いくらでも責めるがいい。しかしリサ殿は吾の大切な友人。彼女に対する侮辱はこの少女王に対する侮辱と同等と見なす」

　リサは胸が熱くなって感情の波が溢あふれ出しそうだった。

　少し泣きそう。

　――違う。泣きそう、なんて違うよ私。

　支えてくれる人がいる。悪魔の自分を友人だと言ってくれる人がいる。

　だから前を向け。胸を張れ。集中を切らすな。

　目を開け。

　ここにいるのは刀鍛冶の弟子なのだ。

　帝政列集国側は何か信じられないものでも見ているような目をしていた。恐らくはハンニバルやゼノビアらがこぞってリサの前に出た――“〝悪魔をかばい立てた”〟というのが彼らの価値観では理解しがたいものだったのだろう。茫ぼう然ぜんといった面持ちだ。

　屋外から響く喧けん騒そうがしばらく会議室の静寂を埋めた。

「と、とにかく聖剣は未だ完成していないということに違いは無い！」

　オーガスタスは気を取り直すように咳せき払ばらいをし、

「だとすれば他ほかの対策を練らなければならない。それが今回の合併だった！」

「聖剣の鍛錬法を知らないもの同士、手を結ぶのも当然の話じゃて。現にワシらは具体策を幾つも講じている。独自の鍛錬法に基づいた、聖剣の能力を模した剣の生産や人外兵器の開発など――そうしたひとつひとつを鑑かんがみれば、鍛たん錬れん法を継承しながら未いまだ聖剣の再現に至っていないそちらよりもよほど現実的だと思うが？」

　そうだ、とオーガスタスが頷うなずく。

「少しは焦ったらどうだ？」

　――あ。

　唐突に脳裏に閃ひらめくものがあった。

　だからリサは訊たずねた。

「“〝魔剣の収集”〟もあなたたちの具体策のひとつですか？」

　壁際に控えていたフランシスカとエヴァドニが身じろぎした。

　しかし訊ねるリサの目はある一点に固定されている。魔剣に関して問うならばこの男が相手でなくてはいけない、そうリサの直感が告げていた。

　セシリーたちが何がしかの魔剣に係わるとき、そこに必ずあった名前。

　そしてこの重大な会議にありながら沈黙を保っている人物。

　黒衣の男、シーグフリード。

　彼は無作法に脚を組み、ひどく退屈そうに会議のやり取りを静観していた。しかしこちらの視線に気付いて片かた眉まゆを上げる。おもむろに口を開いた。

「周知の通り魔剣はヴァルバニルに有効だ。集めても損は無い」

「固執しすぎているようにも感じます。アリアさんを狙ねらった『市いち』の事件もシャーロットさんたちをけしかけた件も、やり方が強引すぎるのです」

「悪いがそのどちらにも俺おれたちは係わっちゃいない。発言には気をつけろ」

　今さら否定されたとしても素直に「ハイそうですか」と納得できるわけが無い。だがその押し問答をするつもりは無かったから、リサは無視して続けた。ここに来て根性が据わってきたらしい。

「魔剣のことだけではありません。帝国と群集列国の合併についても、その直後に軍国に白兵戦を申し込んだことも、どれもこれも性急に見えるのです」

　その個々が具体的に何を目的としているのかはいまいちわからないが。

『少しは焦ったらどうだ？』

　ヴァルバニルの封印解放の期日はすでに半年と迫っている。言わずもがな自分たちは焦っている。その焦燥故ゆえに刀鍛冶ブラツクスミスと聖剣師の技術交換は行われたのだし、ルークたちは初代ハウスマンの資料を求めてわざわざ旧群集列国の土地へと旅立ったのだ。

　帝政列集国の度重なる強硬手段もこれと同じ理屈で考えられるのではないか。

　強引な手に出なければいけないほど、

「あなたたちも実は焦っているのではないですか？」

　恐らくど真ん中を貫いたのだろう。

　オーガスタスたちが顔色を変え、反対にシーグフリードが表情を殺すのを見て、リサは確信した。彼らも自分たちと同じように焦っている。

　口ほどの余裕は無い。

「……ヒューゴー・ハウスマン」

　シーグフリードはこちらから視線を外し、ヒューゴーのほうを見やった。

「埒らちが明かない。ここらでそれぞれの未来図を明らかにしないか」

「未来図、ですか？」

「ああ。今後ヴァルバニルに対して各国家がどう動いていくつもりなのか、今一度確認しようじゃないか。この会議はそれが目的なんだろう？」

　ヒューゴーはシーグフリードの真意を推し量るように黙したが。

　やがて頷うなずき、一同を見回した。

「異存のある方は……いらっしゃらないですね。ではまず先に独立交易都市の見解を申し上げましょう」

　彼は一度ハンニバルと目を合わせる。ハンニバルは頷きを返した。

「独立交易都市はヴァルバニルを“〝神”〟として認識しています。それはかの人外が都市にもたらす恩恵が莫ばく大だいなものであるためです。初代もその点に着目し、信仰の形で市民に祈き祷とう契約を浸透させた。先ほどから話されているようにもはや独立交易都市が成り立つためにはヴァルバニルの存在は切り離せない。故ゆえに我々はあくまで聖剣による“〝再封印”〟を目指します。そのためにもルークくんとリサさんの腕が特に頼りなのですが」

　任せてください！　とリサは自分の胸を叩たたいた。

　ヒューゴーは微笑ほほえみ、ゼノビアに目配せする。

「アーヴィー。そなたが申せ」

　は、と丸眼鏡めがねの軍師が応じた。

「軍国はヴァルバニルを危険視しています。はい。それがもたらす恩恵は確かに無視できないものでありますが、同時にそれの存在がこうした国家間のいざこざを生んでいるのも事実です。はい。よって軍国はかの人外を災いを招く“〝獣”〟として捉とらえ、“〝討とう伐ばつ”〟の方向で動いています。無論、討伐によって独立交易都市の市民は土地を追われることになる。その救済措置としての提案ですが、我が軍国に移民を受け入れる備えがあります。すでに都市の全市民が住めるだけの土地を確保済みです。はい」

　これにはハンニバルたちが驚きの声をあげた。独立交易都市は複数の市街地から成るため、市民の総数も実に六ろく桁けたに及ぶ。それをすべて収めることができるというのだから相当な広さの土地だ。太っ腹です、とリサが呟つぶやくと少女王はにんまりと満面の笑みを返してくれた。

「それでは帝政列集国。貴国の見解は？」

　そのときオーガスタスやランスロットの表情に緊張が走ったのをリサは見逃さなかった。

　唯一シーグフリードだけが待まち侘わびていたように口くち許もとを歪ゆがめた。

「帝政列集国、というよりは旧帝国の元々の見解だが」

　前置きし、シーグフリードは語る。

　嬉き々きとして肩を震ふるわせる。

「ヴァルバニルは史上最悪にして最古の人外。すべての人外の頂点に立ち、大陸を統すべていたモノ。だから帝国は便べん宜ぎ上じようそいつを“〝王”〟と呼んでいた。俺おれたち帝政列集国はそれを現実のものにしようと思う」

　――現実のもの？

　もったいぶった言い回しに眉まゆをひそめつつ、リサは奇妙な寒気を覚えた。

　これから起こることを強烈に予知してしまった、そんな悪寒。

　まさか、本当に――？

「今こそ大陸国家の袂たもとを分かつとき。此こ度たびヴァルバニルは再び大陸を統べる」

「シーグフリード！　貴様もしや――」

「俺たちは初めから会議などするつもりは無かったんだ。悪いな」

　席を立つハンニバルに、否そこにいた全員に向けてシーグフリードは嗤わらった。

「大陸の協調？　くそくらえだ」





　帝政列集国の騎士団は突如として軍国の布陣に攻撃を仕掛けてきた。

　彼らはまず数十台の馬車の“〝積荷”〟を一いつ斉せいに解放。窓の無い客室が開け放たれ、そこから巨体が飛び出す。一見すると針はり鼠ねずみのようなシルエットだが、針鼠のような可愛げなど持ち合わせていない異形の獣たち。

　人外兵器だ。

　基は四足獣の人外。その前二脚はそれぞれ太い槍やりにすげ替えられ、背中からは長さも太さも形も異なった刃が数十本ほど生えている。それらが前回の白兵戦で軍国の精せい鋭えいたちを壊滅寸前にまで陥おとしいれたことは記憶に新しい。

　白兵戦に投入されたのは十数体ほどだったが、今日に至ってはその何倍もの数が野に放たれた。彼らは前二脚の槍で地面に固定した上体を、後二脚で蹴けり上げることによって前方に跳躍。それを不ぶ恰かつ好こうに繰り返し、しかしながら異常な飛距離の連続でもって砂すな嵐あらしのように土煙を舞い上げながら迫り来る。そのような人外兵器の群れに、軍国の兵士らはひとり残らず総毛立った。

　何の前触れも無かった。開戦の告知は皆無、何ど処こからか「攻めよ」と狼煙のろしが上がったわけでもない。まったくもって唐突に帝政列集国の騎士団は人外兵器をけしかけてきた。彼らは自みずからも腰の剣を抜いて人外兵器の後に続く。

　ある程度の警戒はしていたとはいえ、現代は四十四年前の終戦を境に大規模な戦がぱたりとやんだ太平の世。現役の兵ですら本当の意味での戦争を知らない。歩ほ哨しように立っていた軍国の兵士は度ど肝ぎもを抜かれながらも敵襲を知らせる鐘を激しく打ち鳴らし、棒立ちしていた仲間たちの意識を辛かろうじて呼び覚ました。

「そ、槍そう兵へいッ、出ろ!!」

　指揮官の怒号に促され、慌あわてて長物を持った兵士らが前へ出る。及び腰になっていた彼らとは反対に、人外兵器の行軍には己の命を顧みる思考は一片も存在しなかった。槍やりの穂先に眼球や口内を抉えぐられようとも怒ど涛とうの突進は止まらず、前衛の槍兵たちを軒並み撥ね飛ばして越える。

　浮き足立つ兵士らを、指揮官が大声で鼓舞した。

「呆ほうけるな！　数ではこちらが勝っているのだぞッ!!」

　軍国の有利はその点にあった。相手は人外兵器と言えど数は二ふた桁けたほどに過ぎず、その後衛に陣を置く帝国騎士団も千程度が関の山だ。対する軍国側は数千もの多勢。

　さらに付け加えるならば軍国は先の白兵戦の大敗から多くのことを学び取っている。生き残りから直じかに人外兵器の特徴や急所、動きなどを伝え教えられていた彼らはそのための訓練も怠っていなかった。崩れかけた陣形はものの数分で元の形を取り戻し、機能し始める。一の人外兵器に対し十の槍兵が全方位からそれを串くし刺ざしにし、太刀を佩はいていた兵士はそれを得物に帝国騎士団と切り結ぶ。

　不意を打たれ、最初こそ押され気味だった戦況はすぐに覆くつがえされた。軍国は数と経験により帝政列集国側を迎撃。大局を見れば遠からず軍国の勝利は確実なように思われた。

　が。

「あれ、は――!?」

　その存在に気付いた軍国の指揮官が絶句した。

　軍国対帝政列集国の戦場。

　その軍国の背後を取る形で、彼方かなたから行軍してくる影があった。

　旧群集列国の方角から、黒い全身甲かつ冑ちゆうをまとった軍団がやって来る――

「援軍だと……!?」

　軍国の兵士たちは前後を帝政列集国の軍に挟まれ、再び混乱の極みに陥った。





　変へん化げの呪じゆ文もんはシーグフリードの背後に控えていた、ふたつの人影からそれぞれ発せられた。

「眠りを解ほどけ。闇やみをまとえ。結末をあなたに。――――神を殺せ」

「眠りを解ほどけ。地を奔はしれ。冠をその頭こうべに。――――神を殺せ」

　シーグフリードの右手に位置していたエヴァドニ。彼女は足あし許もとから立ち昇った黒い炎の柱に完全に包まれる。蠢うごめく柱はほどなくして波刃の長剣――フランベルジュを吐き出した。

　左手側のフランシスカも同様に、足許の床板を破って衝き上がった複数の岩盤に呑のみ込まれようとしている。次々と出現する岩盤は彼女を完全に覆い隠し、鎧よろいごと押し潰つぶす。さながら塔のように屹きつ立りつした岩の塊はその直後に爆発。その衝撃とともに中から一振りの長剣――バスタード・ソードが宙に投げ出された。

　二本の剣は吸い込まれるようにしてシーグフリードの手へと渡る。

　右手にフランベルジュの魔剣『エヴァドニ』。

　左手にバスタード・ソードの魔剣『フランシスカ』。

　どちらも両手持ちが望まれる大剣を、シーグフリードは左右の手に軽々と構えてみせた。

　一方――魔剣の変化が完了するより早く、ハンニバルとドリスのふたりが動いている。

　ハンニバルはヒューゴーとリサの襟首を掴つかんで己の後ろに放ほうり投げるようにして押しやり、ドリスもゼノビアとアーヴィーを背後へとかばった。

　円卓を挟んでシーグフリードと対たい峙じする形となったハンニバルは、岩石のような握り拳こぶしを作って前方に突き出す。ドリスはその斜めやや後方に立ち、軍服の懐ふところから片刃の短剣――ダガーを抜いた。



    

  
    
      



    

  
    
      「やはりこの状況下で馬ば鹿か正直に非武装を貫く者などいなかったか」

　シーグフリードの横に立ったオーガスタスが皮肉げに笑う。彼の反対側のランスロットも追従笑いを浮かべている。

　シーグフリードはハンニバルに放ほうり投げられて目を回しているリサを一いち瞥べつし、言った。

「そこの悪魔はいい勘をしていたな。確かに俺おれたちは焦っている。これ以上無いくらいに」

　愉快そうに笑い、そして不意に笑みを凍らせて。

「だから殺す」

　左のバスタード・ソードを目の前の円卓に叩たたきつけた。



　　　６



　夜眠るときやひとりで膝ひざを抱えているとき、心が折れそうになったことは何度もあった。

　それでもセシリーは諦あきらめず待ち続けていた。

　敵から与えられるわずかな食料を淡々と胃に入れ、少しの体力の消費も惜しかったから極力声は発せず、冷たい石の床の上であろうともできるだけ睡眠を取り、いつ如何なるときでも動けるように折を見て関節をほぐすということを繰り返し――そうやって牢ろうの中での時間をやり過ごしつつ、ひたすらにそのときを待ち続けていた。

　だから地下監獄の天てん井じようの一部がひび割れ、崩落し、そこから土砂と共にユーイン・ベンジャミンが落ちてきてもあまり意表を突かれなかった。……さすがに上からやって来るとは思わなかったから少しも驚かなかったと言えば嘘うそになるけれど。

　――信じて待っていた甲か斐いがあった。

　ユーインが来てくれる、という確信があったわけではない。ただ毎日の食事を運んでくるヒルダ・キャヴェンディッシュの口に彼の名前が上らなかったことから、ある程度の期待はしていた。

　ヒルダは彼がセシリーたちの仲間だということを知らない。

　ならば望みは皆無ではない。

　たとえユーインが来なかったとしても、いくらでも足あ掻がくつもりでいた。諦めが悪いのが自分の性分だ。不覚を取ったまま野垂れ死にするつもりなど毛頭無い。

　だからいざというときに動けるよう、そのための準備をしながら辛抱強く待ち続けた。

　そして好機は巡ってきたのだ。

　落下の際に派手に尻しりを打ったらしい。泥だらけのユーインは数秒ほど尻しり餅もちを突いたまま呻うめいていたが、やがてセシリーを見上げてやせ我慢の笑顔を浮かべた。

「ついてますね。一発でセシリーさんの居場所にたどり着けた」

　彼は大きく膨らんだ背はい嚢のうを背負っていた。この小国家に来るときに一緒に持ち込んでいた物だ。落下の衝撃で口が開き、中身が覗のぞける――掌に収まるサイズの黒い石が幾つも詰め込まれていた。

「玉たま鋼はがね」

　ええ、とユーインは頷うなずく。

「最近は祈き祷とう契約の研究に凝ってまして。今回も何かの役に立つかと思って持ってきたのですが大正解でしたね。戦闘用の祈祷契約は慣れていないのでまだ上う手まくは調整できないんですが」

「他ほかの皆は？」

「とりあえずここに来る前にアリアさんを助け――」

「ユーイン、そこ退どけて！　危ない」

　頭上からの声にユーインがそそくさと横に逃げる。

　天てん井じようの穴から今度はアリアが降ってきた。ユーインとは違って華麗に着地。

　ほとんど体当たりするみたいに彼女はセシリーに詰め寄った。

「大丈夫っ？　無事だったっ？　何かされてないっ？」

　アリアは今にも泣き出しそうな顔でこちらの肩を掴つかむ。そういえば出会ってからこんなにも長い間離れていたのは初めてだ。髪や衣服が少し濡ぬれていたが、外見に傷らしい傷は見当たらない。そのことにほっとし、そして久しぶりの相棒の顔に自分でも驚くくらいに心が揺れたのを知った。

　いても立ってもいられなくなり、アリアの身体からだを抱き締めた。

「セ、セシリー？」

「良かった……無事でいてくれて……」

　相棒の首筋に額を当てながら、心の底から思う。

　――この戦友を失う未来など、私は考えられない。

　アリアもこちらの背中をそっと抱いてくれた。とても柔らかい温もり。

　名な残ごり惜おしかったけれど、再会の喜びに浸っている場合でもない。セシリーは身体を離した。

「ユーイン殿、本当にありがとう。あなたがいなかったら私たちは……」

「いえいえ。それよりも急いだほうがいい」ユーインは頭上の穴を見上げ、「そろそろ人が来る。まだルークさんが囚とらわれたままです」

　耳を澄ませば、確かに複数の足音が近付いてくるのがわかる。

「ルークの居場所はわかるのか？」

「ええ。時間はかかりましたが見つけてあります。もちろん制限付ですが一般の市民には出歩く自由くらいは許されていたので助かりましたよ。……ここの他にもう一箇所、監獄があります。ルークさんはそこに」

　ユーインは簡単にそれを述べたが、きっとそこには並々ならぬ努力があったに違いないとセシリーは思う。帝政列集国の占領下に置かれたこの街では目立った行動は取れない。にもかかわらず彼は危険を冒おかしてまで自分たちの囚とらわれている場所を探し当て、こうして駆けつけてくれた。いくら感謝してもし足りない。

　アリアを振り返る。彼女は頼むまでも無く即座に唱えてくれた。

「眠りを解ほどけ。真実を掴つかめ。風をこの手に。――――神を殺せ」

　輝かない銀の旋風がアリアの全身を包み込み、そして彼女は一振りの剣へと変化を遂げる。十字のシルエットを描く、スウェプト・ヒルトのレイピア。

　魔剣『アリア』。

　それを手にしたセシリーは、ユーインに背を見せながら膝ひざを床に突く。

「載ってくれ」

「へ？」

「私に負ぶさってくれ。……早く！」

　えええええっ？　と素すっ頓とん狂きような声をあげつつもユーインは「し、失礼します」と恐る恐るセシリーの背中に負ぶさってきた。やはり平時よりも衰えている身体からだに男性の身体はなおさら重く感じられたが、歯を食いしばって耐えた。

「しっかり掴まっていてくれ。振り落とされないように」

　セシリーは逆手に構えたレイピアを地面に突き刺し、魔剣の力を一切の制限無く解放。銀に輝く風を足あし許もとに収束させる。

　天てん井じように開いた穴を見上げる。穴の向こうは灰色の曇天で、日の光は薄い。それでもずっと薄暗い空間にいたから瞼まぶたにきつく突き刺さった。すっかり時間の感覚を失っていたが今は日中だろうか。

　目算で確認する――天井はさほど高くない。

「おい、何をしている!?」

　鉄格子の向こう側に、騒ぎを聞きつけたらしい黒くろ甲かつ冑ちゆうの兵士らが駆けつけてきた。

　――行くか。

「セシリーさん？　え、あの、ひょっとして」

「跳ぶぞ！」

　セシリーは足許で収束に収束を重ねていた風を爆発させた。

　視界が一変。重力というくびきを引き千切り、真上へと打ち上げられたセシリーとユーインは一瞬にして地ち下か牢ろうの天井の穴から外へと抜け出した。が、上昇は上半身が地上に飛び出したところで止とどまる。落下を始める寸前で穴の縁にしがみつき、続けて下半身を半なかば無理矢理に穴から引きずり出した。

「――っはあ」

　何日ぶりの外だろうか。そこはうっすらと季節外れの雨が降っていて、セシリーの額や頬ほおをぽつりぽつりと叩たたいて濡ぬらす。今まで身体からだを動かしていなかった分、急激な跳躍に若干の酔いを覚えていたから、その雨はむしろ心地良く感じられた。

「な、なんたる無茶を……」

「ユーイン殿。まだそのままでいてくれ」

　え、と耳みみ許もとで呟つぶやいたユーインも気付いたようだ。

　穴から這はい出た自分たちを、黒くろ甲かつ冑ちゆうの兵士たちが取り囲んでいた。

「――――アリア！」

　風はさらなる銀に輝く。

　今度は足あし許もとではなく全身にその風をまとい、セシリーは駆け出す。人ひとりを背負っているとは思えないほどの超加速で兵士たちの輪の隙すき間まをあっさりとすり抜けて突破した。

「――なっ？」

　兵士らが驚いて振り返るもすでに手遅れ。

　加速の一途をたどるセシリーに追いつける者はいない。





　濡ぬれ鼠ねずみになりながら追っ手を振り切り、セシリーたちはその監獄にたどり着いた。看守役と思われる兵士を一撃で黙らせ、地下への階段を駆け下り、ざっと見回して当たりをつける。鍵かぎを魔剣の風で破壊し、牢ろう屋やの中に踏み込んだ。

　そこに――両手両脚を拘束されて力無く横たわるルークの姿を見つけ、セシリーは顔面を蒼そう白はくにした。

　死、という言葉が脳裏をかすめた。

「ルークッ!!」

　つんのめるように駆け寄り、まず真っ先に忌いまわしき木製の拘束具を破壊した。

　肩を抱き起こし、何度も叫ぶ。

「ルーク、ルークッ！　嫌だ、死なないで！　嫌だッ」

「……勝手に、殺すな」

　薄く瞼まぶたを開いたルークに、セシリーは腰が抜けそうになるほど脱力した。彼は額に異常な量の脂汗をかいていたが、意識ははっきりしているみたいだった。

「良かった。本当に良かった……」

「心配しすぎだ……そうそう簡単に、死ねるか」

「だってあなたはあの魔剣にやられていたから……ずっと心配だったんだ……」

　牢に閉じ込められている間もそのときのことを何度も夢に見た。ヒルダから生きていることは聞かされていたけれど、それでも自分の目で確認しないことには安心なんてできなかった。

　五体満足ではないが、結果的に四人全員が死なずに済んだのだ。セシリーは安あん堵どのあまり涙ぐんでしまった。

　ルークは少し慌あわてながら、

「な、泣くなって。俺おれは大丈夫だ。一応手当てもされていたから」

「手当て……？」

　ルークが作業着の袖そでをまくって見せると、その腕には包帯が巻かれていた。包帯は真新しい色をしていて、つい最近に巻かれたばかりだということがすぐにわかる。

「律儀に毎日薬塗られて、包帯も頻ひん繁ぱんに取り替えられた。……まあ、まだかなり痛くてしんどいんだがな」

　軽口を叩たたいてはいるがやはり顔色は良くない。

「でも、誰だれに手当てを」

「セシリーさん！」

　声に振り返ると、ユーインが両手に玉たま鋼はがねを握って鉄格子の向こうを睨にらんでいた。

　彼の視線の先――牢ろう屋やのすぐそばに人影が立っていた。

　黒くろ装しよう束ぞくの女。

「ヒルダ……！」

　セシリーは反射的に腰を浮かせた――が、立たち眩くらみを覚えて危うく膝ひざから崩れそうになる。アリアの風による高速移動は全身への負荷が凄すさまじい。さらにユーインを背負ってここまで来たのだから疲労の度合いは尋常ではなかった。

　――くそ！　やれるかっ？

　やるしかない。ユーインに彼女を退しりぞけるとはとうてい思えない。傷の癒いえていないルークにも頼ることはできない。闘えるのは自分だけ。セシリーは消耗した身体からだに鞭むち打ち、レイピアを構えた。

　待て、とルークがこちらの肩に手を置いた。

「俺の手当てをしていたのはその女だ」

　えっ、と思わず驚きの声をあげてしまう。ヒルダを見やると彼女は目を背けた。

「……できるだけ生かしておけ、とイライザ・イヴァに命じられたからだ」

「にしては甲か斐い甲が斐いしい手当てだったがな」

　きっ、とヒルダがルークを睨む。

　しかしすぐに眉まゆ尻じりを落とし、問うてきた。

「オマエたちはここを脱け出してどうするつもりだ」

　質問の意味を量りかねたが、セシリーは答えた。

「独立交易都市に帰る。私たちが出るはずだった会議がもう始まっているはずだから」

「戻ったところで……今ごろイライザ・イヴァの放った兵がオマエたちの都市を襲っているはずだ。帰る場所など無い」

「ならば、なおさら急ぐ必要がある」

「どうして軽々しくそんなことが言える!?」

「どうして軽々しく言っていると思う？」

「オマエは何もわかっていないッ!!」

　ヒルダが叫んだ。泣き喚くように。

「誰だれも帝国やイライザ・イヴァには敵かないっこないんだ！　自分たちの身を振り返って考えてみろ、オマエたちはあの魔剣とガストンにやられた、完全に負けたんだ！　そこの刀鍛冶ブラツクスミスなんて一度死にかけているんだぞ!?　奴らは近いうちにオマエたちの都市にも向かう！　それでもまだ戦うなんてほざくのか!?」

「ほざくさ。守らなければいけないから」

「――っ！」

　ヒルダの顔が歪ゆがむ。

　聞き分けの無い子どもを前にして苛いら立だつような、そんな表情だった。

「オマエは前もそうだった！　そうやってきれいごとを――」

「ヒルダ。私は想像以上に無力だよ」

　不意に言われ、ヒルダは目を瞬しばたたかせながら言葉を切る。

　セシリーは己の手を見下ろした。

　みっともなく震ふるえる手。握力はほとんど残っていない。

「それをこの半年間で嫌というほど思い知らされた」

“〝この目に映るすべてを救う”〟

　いつか傲ごう慢まんにも口にしたその誓いを、結局のところ自分は果たせていない。

　例えば今のセシリーにはイライザ・イヴァと再戦する力が残っていない。この小国家を占領した帝政列集国の兵士たちと事を構えるだけの力が残っていない。今もきっと虐げられているはずのこの街の人々を救えるだけの力が残っていない。

『オマエたちはここを脱け出してどうするつもりだ』

『独立交易都市に帰る。――』

　今はこの国を脱出するのが精一杯で。

　自分は尻尾しつぽを巻いて独立交易都市に逃げ帰ろうとしている。

　しかし一刻も早く都市に戻らなければいけないことも確かなのだ。最も守りたい場所に危機が迫っている。一も二も無く駆けつけたい、駆けつけなければならない。それが自分の仕事だから。

　結局自分はすべてを救えていない。きれいごと。ヒルダの言う通りだ。理想に酔い、口にしただけで叶かなえた気になっている。

　とんだ阿あ呆ほう。気が狂いそうなほどの怒りを自分に覚える。

「……だが、それでも」

　セシリーは震ふるえる手で握り拳こぶしを作った。大して握力の込められない、ひ弱な拳。

　それでも拳が作れるということは意志があるということ。

　諦あきらめていないということ。

「私は足あ掻がくことをやめないんだ。絶対に」

　瞳ひとみに強い意志を乗せてヒルダを見つめる。彼女が息を呑のむのがわかった。

「無力と嘆くのはとうに飽いている。私は私にできることをする」

“〝この目に映るすべてを救う”〟

　今果たせなくても、いつか必ず果たせるように。

　そのための努力を、今する。

　投げ出しはしない。

「私はまず都市に戻る。イライザ・イヴァが都市を襲うというのならそれとも戦う。今度こそ打ち勝ってみせる。それが今の私にできる精一杯で、でも投げ出さない限りこんな私にもやれることがあるということでもあるんだ」

　茫ぼう然ぜんとした面持ちのヒルダは、理解できない、と首を横に振った。

　セシリーは目を細めた。

『ワタシはしょせん奴隷ということよ』

　再会したとき、ヒルダが冷たい目でそう言っていたことを思い出す。

「お前が奴隷であることに本当に納得しているのなら、どうしてお前はここにいる？　どうしてルークの命を助けた？　どうして私とこんなことを話している？」

　うつむくヒルダの肩が震えた。

「ここから脱け出したい。そうじゃないのか？」

「…………」

「お前を縛っているのは何だ。誰だれだ？」

「…………」

「イライザ・イヴァか？」

「…………」

「私たちがあの女を下せば、奴隷としてのお前は解き放たれるのか？」

「…………」

「ヒルダ・キャヴェンディッシュ！」

　名を呼ばれ、ヒルダは顔を上げた。その拍子に大粒の涙が宙に散る。

　セシリーは彼女に手を差し出した。

「私たちと一緒に来い」

　ヒルダは差し出された手を凝視し、「信じられない」とこぼした。

「ワタシは一度オマエに救われて……それでも裏切った女、だぞ」

「ならば今、私たちを救ってくれ」

　今のこの四人で兵士たちがうろつく土地を脱出するのは正直難しい。

　だがヒルダが手を貸してくれるのならば、それも不可能でなくなる。

「……寝返ったと思ったら後ろから刺すつもりなのかもしれないんだぞ」

「本気で裏切ろうと考えている人間がこんな問答をするもんか」

「なんでッ!?　なんでワタシを放ほうっておかない!?　他人のワタシなんてどうでもいいじゃないか！」

「これは私の性分だ」

“〝この目に映るすべてを救う”〟

　それはもちろん、目の前の彼女にも当てはまる。

「迷惑というのなら手を取るな。振り払え。私たちは独力で脱出を試みる。……だが少しでも今の状況に納得していないのなら、奴隷という身分を憎んでいるのなら、手を取れ。取ったなら、私は全力でお前の助けになる」

　ヒルダの逡しゆん巡じゆんは長かった。

　セシリーは待ち続けた。後ろの仲間たちも、辛抱強く待ち続けてくれた。

「…………ぁ」

　迷いを抱えながらも彼女の手が伸ばされ、セシリーの手を取った。

　セシリーはそれを強く握り返した。
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　魔剣『フランシスカ』は大地を断ち斬きる――

　バスタード・ソードの斬ざん撃げきを縦に受けた石の円卓は、魔剣の力により真っ二つに分断されていった。直線に奔はしる斬撃は円卓だけでは飽き足らず、地続きに、その先に立っていた軍国勢の三人――ゼノビアたちの足あし許もとに到達する。

「――っ！」

　ドリスは咄とつ嗟さにゼノビアとアーヴィーをそれぞれ左右に突き飛ばした。それが限界。

　ひとりその場に留まったドリスは、成す術も無く分断の餌え食じきと化す。

　寸前。

　横手から繰り出されたハンニバルの拳げん骨こつがドリスを突き飛ばしていた。凄すさまじい突きに彼女の身体からだは盛大に床を転がったが、それにより大地分断の進路から脱出。斬撃はすんでのところで彼女の脇わきをかすめ過ぎ、会議室の壁を崩落させるに終わった。

「ド、ドリ――」

「伏せろッ！」

　己の護衛の許もとへ駆け寄ろうとするゼノビアに、ハンニバルの怒号が飛ぶ。

　見やれば――次は右のフランベルジュ、魔剣『エヴァドニ』だ。シーグフリードの薙なぎ払う軌跡に従い、魔剣の波刃から横一文字の黒炎が迸ほとばしっている。

　ハンニバルが半壊した円卓にさらに拳こぶしを叩たたきつけた。砕け、飛び散る石片の数々が黒炎と衝突。勢いを幾ばくか削そぐことはできたが完全に相殺することは叶かなわず、黒い火の粉が会議室のあちこちに飛ぶ。ヒューゴーに引きずり倒されるように身を伏せていたリサが、素肌を炙あぶる熱気に悲鳴をあげた。

　黒炎の矢面に立っていた偉い丈じよう夫ふはしかし、その身を焼かれながらも前方へ跳躍。炎の壁を振り切り、上に飛び乗った円卓の端から端を数歩で走破し、シーグフリードへと猛烈に肉迫する。

　そこに割り込んだのは、巨漢の騎士だった。

「アーサァアアアアア!!」

「クエイサァアアアア!!」

　ハンニバルとオーガスタスは互いの拳げん骨こつを衝突させた。

　打音に空間が揺れ、大気が震ふるえる。

　反動に跳ね返る拳を引きながら、円卓上のハンニバルはオーガスタスの顔面に前まえ蹴げりを放った。常人ならば圧死もあり得る強襲を、帝国の偉丈夫は片腕で受け止めきる。舌打ちしたハンニバルはその腕を蹴けって後退し、距離を取った。

　彼はオーガスタスやシーグフリードを睨ねめつけながら、背後に訊たずねる。

「ヒューゴー。そっちは」

　ヒューゴーはゼノビアとアーヴィーがドリス――片かた頬ほおを真っ赤に腫はらして目を回している――を左右から支えているのを確認し、自みずからもリサを助け起こしながら答えた。

「大丈夫だ。行ける」

「何ど処こに行く？　逃げるつもりか？」はっ、とオーガスタスが嗤わらった。「市内に我が国の騎士団や人外兵器が入ってくるのも時間の問題だ。お前たちに逃げ場所など無い」

「行けヒューゴー」両腕を左右に広げ、ハンニバルは自身の意志を表明する。「ここはワシがやる」

「馬ば鹿かが。ひとりで俺おれとシーグフリードをどうにかできると思っているのか？　たとえお前の部下が加勢したとしても、魔剣が相手では頭数にもならんぞ」

　だがハンニバルは口くち許もとを歪ゆがめて笑った。

　不審に思い、オーガスタスが片かた眉まゆをあげた――刹せつ那な。

　突如、不可視の衝撃波が中空を歪ゆがませながら彼へと襲いかかった。不意を突かれ、動けないオーガスタスの前にシーグフリードが滑り込み、二本の魔剣を交差させた構えでその衝撃波を受け止めた。バツの字を描くフランベルジュとバスタード・ソードがそれぞれ軋きしみ、シーグフリードの身体からだがやや後退したが、そこで衝撃波は消失。

　衝撃波が放たれたのは、先ほど魔剣『フランシスカ』が破壊していた壁の割れ目からだった。

　そしてそこから現れたのは独立交易都市の自衛騎士団の制服を着た男。

　一いち瞥べつで会議室内の状況を把は握あくした彼は団長の付近へと駆け寄った。

「来たか。レジナルド」

「はい」

　レジナルドは身幅の広い、片刃の曲剣を手にしていた。剣身は短いが重量感のある、断ち切りに優れた剣――ファルシオンだ。

　彼の剣を見たゼノビアらが目を見張った。

「あれは……軍国の」

　それは軍国がユーイン・ベンジャミンに持たせ、独立交易都市に譲渡した魔剣だった。

「二対二、両者に魔剣あり。これで吊つり合う計算だな？　アーサーよ」

　オーガスタスは目を細めて答えない。彼の後ろではこそこそとその背中に隠れるランスロットの様子が見えた。



    

  
    
      



    

  
    
      　ハンニバルはヒューゴーのほうに目配せし、行け、と顎あごで示す。頷うなずいた彼はゼノビアたちを促し、レジナルドが入ってきた穴から外へと出ていった。

　そして四人が残される。

　横目でレジナルドを見やり、ハンニバルは「状況は」と訊たずねた。

「都市の正門前で帝政列集国と軍国が交戦中です。手の空あいている自衛騎士団も軍国に加勢しましたが正門を破られ、数体の人外兵器の市内への侵入を阻止できませんでした。現在二番街と三番街の騎士団が退治にかかっています」

「市民は」

「被害はありません。すでに避難済みです」

「……なんだと？」

　オーガスタスが聞き捨てならずと割り込んだ。

　そしてはっとしたように窓辺を振り返る。硝子がらすのひび割れた窓の向こう――

　ようやく彼は気付いた。

　静か過ぎるのだ。

　会議中には疎ましいくらいに外が騒がしかったのに、今は穏やかに過ぎている。人の気配が感じられない。考えてみれば会議室でこれほどの騒ぎが起こっているのに、駆けつけてきたのがたったひとりというのも解せない。

　つまり。

「会議の最中に市民を避難させていたのか!?」

　ハンニバルがニヤリと笑った。

「そこの若造が持っていたナイフが予見のヒントになった」

　指されたシーグフリードは目をすがめる。

「貴様のナイフは――ボロックナイフ。それは“〝魔剣殺しの魔剣”〟だ」

　かつてシャーロットの従者のひとり、ペネロペが扱っていた得物だ。“〝魔剣殺し”〟と称されるそれは、セシリーと相対したときもアリアの発する風を相殺していた。

「リサが会議の直前に言っていてな。わざわざここにそれを持ち込むのは、セシリーの魔剣『アリア』を警戒してのことなんじゃないか、つまり彼らは何かそれだけの騒動を起こすかもしれないから、用心しておいたほうがいい――とな」

「故ゆえに我々自衛騎士団は総出で公務役所から順に市民を避難誘導。三つの正門に隣接していない四番街、六番街、七番街に市民を集めた」

「馬ば鹿かなッ!!」

　信じられん、とオーガスタスが叫んだ。

「あの悪魔の言葉を鵜う呑のみにし、大規模な避難行動を取ったというのか!?」

「何も起こらなければ御おんの字じ、訓練だと思えばいい」

　レジナルドが平静に答えるのを、オーガスタスは狂人を前にしたような目で見ていた。

　独立交易都市の市民の半数――万に及ぶ数を動かすのだ。避難訓練などという言葉で済むわけが無い。それでも彼らは実際に避難活動をやってみせた。

　一時間とかからず！

　たかが悪魔の娘の、たった一言で！

「お前たちは悪魔悪魔と彼女を過小評価している。彼女は刀鍛冶ブラツクスミスの弟子、侮あなどったが誤りだ」

　慄りつ然ぜんとさえするオーガスタスに、ハンニバルは告げる。

　吼ほえる。

「さあ、かかって来い――ワシらは全力でこの都市を守るぞ!!」
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　小国家を占領した旧帝国の兵士らを束ねているのはイライザ・イヴァだという。ヒルダはその世話役として使われていたから、兵士らにも名と顔が知れ渡っている。だから彼女が駅舎から一台の馬車を持ち出すのもさして難しい話ではなかった。

　セシリーたちはヒルダの用意した二頭立ての四輪馬車キヤリツジに乗り込み、逃走を開始した。

　御ぎよ者しや台にヒルダが座り、セシリー、ルーク、ユーインの三人が客室の箱の中に身を隠す。箱の広さを考えてアリアは剣の姿で鞘さやの中に収まった。ルークの刀やアリアの鞘はヒルダが保管していたらしく、これらも難無く取り戻すことができたのだ。

　馬車は大型のため狭い路地を走ることはできない。市内の大通りを爆走し、何事かと振り返る市民や兵士らの脇わきを駆け抜ける。

　騒々しく揺れる箱の中では、ユーインが背はい嚢のうから取り出した玉たま鋼はがねでルークの治療を行った。目立つ箱付の馬車をわざわざ選んだのはこの治療に専念するためだ。

　ユーインは彼の服をめくり、上半身に残る火傷の上から玉鋼を当てて祈き祷とう文言を唱える。玉鋼の淡い発光が客室の中に満ちる。横になって治療を受けるルークは瞼まぶたを閉じたままわずかにうめいた。

「セシリーさんも治療を」

「私はいい。まずはルークのほうに専念してやってくれ」

「――見えたぞ！」

　御者台に座るヒルダからの声に、セシリーは窓から外を覗のぞく。

　いつの間にか市街地を抜け出していたようだ。来訪時にも通った幅の広い一本道。雨雲のため薄暗く、雨足も強くなってきているので視界は悪かったが……一本道の到達点に正門らしき陰影が見えた。

　雨音と馬車の走る音にかき消されないよう、ヒルダが声を張り上げた。

「ここからどうするつもりだっ？」

　名と顔が知られているとはいえ、さすがに無断で正門をくぐることはできない。

　ならば方法はひとつしかないだろう。セシリーは客室の扉を開け放った。

　ざあっ、と降りつけた雨と冷たい外気が顔に当たり、反射的に片目を瞑つぶる。

「オ、オマエっ――何をしてる!?」

「絶対に速度を緩めないでくれ」

　セシリーは慌あわてふためくヒルダに一言告げ、まずは客室の中から外へと上半身のみを乗り出した。客室の天てん井じよう裏うらに腕を伸ばし、指で探る。貴族用の馬車なのが幸いしてそこには細やかな装飾が多く、掴めそうな突起部を幾つも見つけた。

　――ためらうなよ、私。

　一息に行け。

「セ、セシリーさんっ？」

　ユーインの声を背に、蹴けり出す。

　扉の窓枠や突起を頼りに客室の箱、その真上によじ登った。

　爆走する馬車の上は自分を守ってくれるものなど何も無かった。凄すさまじい風雨に叩たたき落されそうになり、馬車の揺れに振り落とされそうになる。けれどセシリーは必死に装飾の突起部にしがみつき瞼まぶたを見開く。視界の遠く向こうにぴったりと閉ざされた門を確かに捉とらえる。街の周囲を覆う土壁の中央に作られた巨大な門。門番の姿はふたり。

　馬ば鹿かがッ、と罵ののしりながらもヒルダは指示通り馬車の速度を緩めなかった。

　――それでいい。

　セシリーは腰の鞘さやからレイピアを引き抜き、刃に魔剣の風を収しゆう斂れんし始めた。

　門の番人はさぞかし驚いたことだろう。

　なにせ雨の中をイライザ・イヴァが愛用する大型馬車が疾しつ駆くし、その上に見知らぬ女がしがみつき、そいつは馬車から振り落とされそうになりながらも剣を刺突し――銀に輝く風をぶっ放してきたのだから。

　セシリーが放出した風の塊は雨粒を巻き込んで激しく渦巻き、門に衝突した。表面が螺ら旋せん状じように抉えぐられ、全体が軋きしみ、金具が歪ゆがみ、木き屑くずが舞い、木目に従って亀き裂れつが走り、そして門番の兵士たちが逃げ惑う。

　しかしそれでも門を壊すまでには至らず、表面を削り取られながらも門は健在だった。

　その結果は予想済み――セシリーはすでに二撃目の準備を終えていた。馬車がそこにたどり着く前に、早々に決着をつけねばならない。

「もっと強く」

　セシリーは呟つぶやく。力が足りないならより強い力で、一度でダメなら何度でも。再び収束させた風を打ち放った。それに重ねるように、手を休めずに三度目の刺突。連続で風の収束と放出を繰り返す。

　この間も雨風はセシリーの全身を叩たたいて体温を奪い、先ほどの高速移動による消耗が四肢の関節を痛めつけている。寒さと体力の枯こ渇かつに剣の握りも甘くなり、相棒を取り落としそうになるが、セシリーはそれでも限界まで気力を振り絞った。

　計三発の烈風を立て続けに受けた門は完全に破壊こそできなかったものの、とうとう土壁の中央から吹き飛ぶ。極厚の板は中心から二枚に割れて嘘うそのように宙を舞い、土壁の外側を囲んでいた堀の中へと消えた。

　外への道が開ける――

　茫ぼう然ぜんと尻しり餅もちを突く兵士たちの前を行き過ぎ、馬車は小国家の門をくぐり抜けた。

　堀に架かる橋を越えてから、セシリーはその橋を振り返る。

　――あの橋を落とさなきゃ。

　そう思ってレイピアを構えようとしたが。

「――っ！　――――シリー!!　オイ、大丈夫なのか!?」

　ヒルダの呼び声に目を覚ました。

　時間にして数秒だろう。セシリーはわずかながら気を失っていたことに気付いた。馬車から振り落とされなかったのは奇跡だった。

　思わず身み震ぶるいする。

　気絶していた間に堀の橋はすでにアリアの射程範囲を脱し、遠ざかっていた。セシリーは諦あきらめてレイピアを鞘さやに収め、ユーインの手を借りながら客室の中に転げ入った。

　座席に座り、肩を抱いたまま動けなくなる。もはや何もできないと思った。

　――とにかく脱出には成功した。

　思い出したように、冷えた身体からだが震ふるえ出す。

「ちょうど良いのが無いので、申し訳ありませんがこれで」

　ユーインが上着を脱いでこちらに手渡してくれた。遠慮できるほどの余力は無く、ありがたく濡ぬれた髪や服をざっと拭ふかせてもらう。

　彼はさらに暖を取るための玉たま鋼はがねを与えてくれ、客室の中も暖房用の玉鋼で温め始めた。

　セシリーはじわじわと熱を発し始める石を両手に包み、胸に抱く。

「……大丈夫か」

　向かい合った席に窮屈そうに横たわるルークが、薄く瞼まぶたを開いていた。

　ああ、とセシリーは息を吐いた。

「今回も無茶をしたけど、なんとか――」

　そのとき客室の天てん井じようが爆発した。





　刀鍛冶ブラツクスミスたちの脱走とヒルダの姿が見えないこと。

　イライザ・イヴァはこれらを直感的に結びつけた。駅舎に向かうと、案の定ヒルダが自分の馬車を持ち出したとのこと。イライザ・イヴァは即座に馬車を一台用意させ、自みずから彼らの足跡を追うことに決める。

　とっておきの駿しゆん馬めを一頭、馬車は貧相な荷台で間に合わせた。雨に濡ぬれるのは趣味では無いがこのほうが都合がいいのだから仕方が無い。

　御ぎよ者しやとしてガストンの“〝調律師”〟のひとりを引っ張ってきた。擦り切れた黒のローブを身にまとい、フードを目深に被かぶって顔も隠したその男は枯れ木のような手で馬の手た綱づなを取る。イライザ・イヴァはガストン・バスカヴィルとともに荷台に乗った。

　駅舎にいた兵士たちにも後から追ってくるよう告げた後、馬車を走らせた。

　ヒルダが持ち出した馬車は客室付の四輪車だ。総重量がかなりあるので速度はあまり出せない。こちらの発見が遅れた分、ある程度までは逃げられるだろうがいずれは追いつける。

　結局彼らには小国家の外まで出られてしまったが――

　風雨に紛れるように前方を疾走する四輪馬車キヤリツジを見つけ、イライザ・イヴァはその唇を歪ゆがめて微笑ほほえんだ。揺れる荷台の上に仁王立ちしながら、

「なめられたものだね」

「私たちから逃げられると思って？」

「無理無理。地獄の果てまで追いかけるよ」

「ええ、アレは私たちの獲物ですから。シーグフリード様への御貢ぎ物」

「ヒルダも馬ば鹿かだ。せっかく目をかけてやったのに」

「拾って差し上げたのに」

「しょうがない。あいつは焼こう」

「ええ、使えない人形は焼きましょう」

「灰になるまで」

「炭になるまで」

「滅ぼそう」

「滅ぼしましょう」

　歌うようにイライザ・イヴァは言葉を連ねる。

「それじゃあよろしく、イヴァ」

「承知いたしましたわ、イライザ」

　依頼と了解をひとりでこなし、そして唱えた。

「眠りを解ほどけ。一切を貫け。光は彼方かなたに。――――神を殺せ」

　刹せつ那な、イライザ・イヴァの五体が光と化す。

　人型の発光体となった彼女は内側から爆ぜるように粉々に散開。

　砕け散った無数の光たちは吸い込まれるように再び結合し、形を得た。

　現れたのは長大な弓である。

　通常のそれよりもサイズも一回り大きいロングボウ。

　荷台でうずくまっていた甲かつ冑ちゆうの戦士、ガストン・バスカヴィルがのっそりと立ち上がり、長弓の出現と同時にそれを手に取った。

　体勢を横向きにし、下半身は大おお股またに開く――足場の固定。

　その姿勢を維持したまま、彼方かなたの四輪馬車キヤリツジに頭の正面を向けて物見を定める。

　左の手は弓ゆ束づかを握り、右の手はノッキング・ポイントと呼ばれる、弦つるの中央やや下辺あたりをつまんだ。ぞんざいな手つきで、力任せに、矢が無い状態で弦を引いて打ち起こす。

　引き分けから会かいの体勢へ。弓がしなって軋きしみ、限界寸前まで弦が引かれたとき。

　本来は矢をつがえるはずの箇所に光が収束した。

　光は引く時間に比例してその光量を増していく。やがては凄すさまじい火花の群れを発するまでとなり、高密度に圧縮された力場を形成――

　ガストンが弦から指を離したとき、それは射出された。

　光は一筋の雷光と化して雨の中をくぐり抜け、標的に衝突。

　四輪馬車の天てん井じよう部ぶを吹き飛ばした。





　客室の天井が完全に抜け、瞬く間に車内が雨に濡ぬれた。

　だがそんなことには構っていられない。

　天井の穴から背後を確認したセシリーは、追っ手の姿に目を剥むいた。

　猛烈に追走してくるのは一台の馬車。剥むき出だしの荷台に立った黒い戦士はその手に長大な弓を構えている――追撃は再度行われた。

　戦士が解放した弓から二度目の雷光が放たれる。目算を誤ったのか直撃こそしなかったが、それはこちらの進路のすぐ脇わきを爆発させ、馬車を傾かせるほど大きく揺らした。

「なんだあれは――祈き祷とう契約かっ？」

「イライザ・イヴァだ！」

　御ぎよ者しや台でヒルダが叫んだ。

　その声にはすでに嗚お咽えつが混じっていた。

「イライザ・イヴァが追ってきた!!」

　彼女の言葉の意味を、セシリーは初め理解できなかった。向こうの馬車にイライザ・イヴァの姿もシャムシールも見当たらなかったからだ。だがすぐに、いや待て、と思い出す。

　確かヒルダが牢ろうで言っていた。

『あれは元々は別々の魔剣だ。魔剣『イライザ』と魔剣『イヴァ』――二本の魔剣を一本の魔剣に鍛たん錬れんし直したもの、それが『イライザ・イヴァ』』

　元は二本の魔剣ということは、変化できる姿も二種あるということ？

　そしてあれがイライザ・イヴァのもうひとつの姿。

　稲いな妻ずまの矢を発する、ロングボウの魔剣。

「弓の魔剣などあるのか……っ!?」

　そのような存在は見たことも聞いたことも無い。しかしこれだけの強力な力を生み出せるものと言えば、やはり魔剣しか思い当たらないのも事実だ。

「もう駄目だ！　もう駄目だ！」

「諦あきらめるな！」

　脅えるヒルダに怒鳴りながら、セシリーは必死に考えた。

　――どうする？　どうしたらいい？

　どうするもこうするも無い。本気で逃げ切るつもりならばまずはあの魔剣と戦士を足止めしなければいけない。そのためには馬車を一度降り、実際に刃を交える必要がある。遠距離からアリアの風で倒せるほど容易い相手ではない。

　――だができるか？

　この傷つき疲弊した身体からだで彼らを倒せるのか？

　セシリーが躊ちゆう躇ちよしていたそのとき、寝ていたルークが上体を起こした。

　ひび割れた窓越しに、彼は何やら御ぎよ者しや台に向かって呼びかける。

「おい、そこの女」

「もう駄目だもう駄目だもう駄目だ――」

「おい。……しっかりしろヒルダ・キャヴェンディッシュ!!」

　耳をつんざくような怒号にヒルダが振り返った。

　それは泥と涙にまみれた顔だ。この中で最もイライザ・イヴァのことを知る彼女は、この中の誰だれよりも恐怖と絶望に心を侵されている。

　その彼女にルークは訊たずねた。

「ひとつだけ確認させろ。あのデカブツは人間か？」

　ヒルダは首を横に振る。

「よし、それだけわかれば十分だ。――いいかよく聞け。何があっても馬車を止めるな。あいつ以外にも追っ手が来る可能性がある。だから絶対に止まるな。何ど処こまでも走り続けろ。いいな？」

　彼の言葉の意味を完全に把は握あくしたわけではないだろう。ただ妙な迫力に押され、ヒルダは茫ぼう然ぜんとしながらもこくりと縦に頷うなずいた。

「ユーインもだ」

「え」

　ルークに見つめられ、ユーインは目を瞬しばたたく。

　が、すぐに何かに気付き、息を呑のんだ。

「絶対に止めさせるな」

「ルークさん――」

「絶対にだ」

　半なかば強引に説き伏せられ、ユーインはうつむいた。

　セシリーはわけもわからずルークたちのやり取りを見ていたが、ルークがおもむろに鞘さやに収まった刀を拾い上げたとき――何もかも理解した。

「駄目だッ!!」

　気がつけば絶叫していた。

「駄目だ、絶対に駄目だ！　私はそんなこと許さないぞ!!」

「誰だれかがやらなきゃいけない」

「私が――」

「お前にはできない」

　わかっている。

　わかっているけど！

「じゃ、じゃあふたりで――」

「がたがたぬかすな。俺おれに行かせろ。俺の背中を押せ」

　ルークはこちらの制止を強引に遮る。

　完治していない傷のせいで辛つらいはずなのに、気丈に笑う。

　それは場違いに晴れやかな笑み。

「そういう女が、俺の好みだ」

　虚を突かれたと同時に、セシリーは腹部に強い衝撃を覚えた。

　見れば、刀の柄つか尻じりが鳩みぞ尾おちに埋まっていた。

　急激に意識が闇やみに落ちる。

「ば、……か」

　気絶の瞬間、セシリーの頬ほおを雨でない何かが流れた。





　ルークは馬車から飛び降りた。

　泥をまき散らしながら地面を転がり、直後に跳ね起きる。

　そして雨の中を、後方から追いすがっていた敵の馬車に向けて駆け出した。

　ぬかるんだ地面を一歩踏むごとに足が重く沈み、転倒しそうになる。数歩で息が切れ、この雨ざらしの最中にあって凍えるはずの身体からだは異常な熱を発していた。

　いつ気を失ってもおかしくない。

　――頼む、もってくれ。

　もはや神頼みに近かった。自分の状態は自分でわかる。

　今こうして走れているだけで奇跡で、だからルークは祈る。

　神に祈りながら己の身体をいじめ抜く。

　肩越しに、今まで自分が乗っていた馬車が走り続けていることを確認した。

　後ろ髪引かれないわけが無い。

　もしかしたらこれが今生の別れかもしれないのだから。

　未いまだ果たせていない刀鍛冶ブラツクスミスとしての役目も、最近生意気になってきた弟子との生活も。

“〝彼女”〟の名も顔も声も身体も何もかも。

　何もかもすべて、未練が残る。

　――それでも俺おれは誓ったんだ。

“〝彼女”〟を守る。

　――救う、と。

　その誓いを思い出した瞬間に神頼みはやめた。



    

  
    
      



    

  
    
      　神ではない。

“〝彼女”〟を救うのは、このルーク・エインズワースだ。

　黒くろ甲かつ冑ちゆうの戦士はこちらの姿を認め、雷撃の矢を射てきた。しかし互いに急接近する状況下では狙ねらいが定まらず、それは標的を外れて何も無い地面を穿うがつに終わる。

　見切りをつけたのか、荷台の上でロングボウが光の粒子となって砕けた。

　弓だったものは一瞬後に元の人の形を取り戻す。

「眠りを解ほどけ。眼まなこを焼け。光は灰かい燼じんに。――――神を殺せ」

　イライザ・イヴァは間髪容れずに唱え、雷光となって天へと昇る。

　黒甲冑の戦士は躍り出るように馬車から飛び降り、着地の瞬間に頭上から降ってきたシャムシールの魔剣を手に取った。

　両者は相対する。

「――――っおおおおおおおお!!」

　己を鼓舞するように咆ほう哮こうし、ルークは腰から抜き放った刀で戦士と切り結んだ。この身から体だに残っているすべての力を空にするつもりで振り絞り、剣けん戟げきを加速させる。

　刀と魔剣は幾重にも交差した。

　激しい打ち合いが数え切れぬ火花を生む。

　打ち合いつつ、紙一重で回避するルークの身体には見る見るうちに生傷が刻まれていった。戦士の放つ斬ざん撃げきは重く、苛か烈れつを極め、凄すさまじい剣風に肌をかすられただけで意識が飛びかける。

　真っ白に染まりつつある思考の中で、切るな、とルークは己に言い聞かせた。

　集中を切るな。

　斬撃の軌道を読め。

　少々の傷は捨て置け。

　ひとつの瞬きも許すな。

　男を見せろ。

　ルークはいくら斬きられても倒れない。泥にまみれ、のみならず自身の血で全身を朱に染めつつも、瞳ひとみは活力を失わない。剣筋はぶれず、何ど処こにそんな体力が残っていたのか足あし捌さばきの切れは増すばかり。自分の持ち得るすべての剣術を駆使して相手の命を取りにかかる。

　まるで不死の如ごときルークの攻防にとうとう痺しびれを切らし、黒甲冑の戦士が後退した。

　間合いを切り、シャムシールの表面に雷撃の帯を発生させる。

　それが最初にして最後の好機――

　ルークは懐ふところから玉たま鋼はがねを取り出した。馬車を降りる際にユーインの背はい嚢のうから拝借したものだ。それを戦士が作り出した雷の力場へと放ほうり込む。

　霊体を多分に含んだ玉鋼は、力場と干渉し合い――小爆発を起こした。

　その一瞬、黒くろ甲かつ冑ちゆうの戦士は視界を失う。

　自分で引き起こした爆発の炎に肌を焼かれるのも構わず、ルークは立ちすくむ戦士の眼前へと肉迫。以前と同様に刀の切っ先を戦士の首くび許もとに食らわせ、さらにそこから薙なぎ払う。

　戦士の首が、兜かぶとごと飛んだ。

　――まだだ！

　刀を逆手に持ち替えた。

　ルークは頭部を失った戦士に飛びつき、その首の切断面に一息に刀を刺し入れる。刀身は切っ先から鍔つばに至るまで完全に戦士の肉に侵入を果たし、首許から股間までを串くし刺ざしにした。

「――――」

　首を撥ね飛ばされ、肉体を刺し貫かれた戦士は激しい痙けい攣れんを起こす。

　やがてその震ふるえも止まり――どうと地に伏した。

　その転倒に巻き込まれ、ルークの身体からだもまた泥の地面に投げ出された。

　仰あお向むけに雨を受け、遠い天空を見上げる。

「やっ、た……」

　ある程度の想像はついていた。

　急所である首許を突かれてもなお死ななかったこと。それは相手が人間でないことの証明に他ほかならない。そしてあれだけの雷の力場の中で自滅せずに行動できるような生命体。

　この条件で思い当たるのはただひとつ。

　黒甲冑の戦士の中身は悪魔契約によって生み出された、何らかの悪魔なのだ。

　恐らく『ガストン・バスカヴィル』という名前も“〝鎧よろいに入った悪魔”〟を指した呼称。

　相手は人間ではない。だから全力でやれた。

　――もう、空っぽだ。

　指一本動かせない。

　未来に思いを馳はせることなどできない。

　ルークは目を瞑つぶり雨粒の冷たさに浸った。

　今会いたい誰だれかたちの顔を思い浮かべながら、その意識も閉じた。





「…………」

「…………」

　イライザ・イヴァはその気絶した刀鍛冶ブラツクスミスの男を無表情に見下ろしていた。

　彼女たちの後ろでは“〝調律師”〟の男がガストン・バスカヴィルの鎧の残ざん骸がいを拾い、馬車の荷台に運ぶ。中身の悪魔は絶命と同時に粒子となって消滅したので、鎧はバラバラに散ってしまっていた。大事な作品を扱うように、男は丁寧な手つきで籠こ手てや胸当て、兜かぶとなどを回収していく。共に落ちていた刀も拾う。

　イライザ・イヴァは彼方かなたに視線をやった。

　彼女たちが追っていたはずの四輪馬車キヤリツジはその尻しりすら見えない。

　とうの昔に視界から消えていた――逃していた。

　後続の兵士たちが近付いてきているのには彼女たちも気付いていたが、ヒルダたちを見失ってからずいぶんと時間が経過している。今さら追いつけるとは思えなかった。

　再び刀鍛冶ブラツクスミスを見下ろす。

　ぽつりぽつりと“〝会話”〟を始めた。

「……この男は仲間を逃がすために戦ってたのか」

「……そのようですね。剣に迷いがありませんでした」

「自分の意志で、文字通り命を懸けてきたってわけか」

「愚かしい自己犠牲です」

「…………」

「…………」

　イライザ・イヴァはブーツの踵かかとで男の顔面を踏んだ。

　容赦無く足あし蹴げにする。

　そして込み上げる感情を抑え切れず――歪ゆがんだ笑みを浮かべた。

「そうまでして守りたかったモノを」

「私たちが壊したらどうなるんでしょう!?」

　くつくつくすくすと笑う。

　禍々しく笑い続ける。

　そして彼女たちは独立交易都市に向かうことを決めた。



　　　９



　ハンニバル・クエイサーとオーガスタス・アーサー。

　偉い丈じよう夫ふたちの戦いは戦闘開始から二分と経たずに拮きつ抗こうし、極限の争いへと移行していた。

　ハンニバルが右の拳こぶしを突き出せばオーガスタスが右の拳で応じ、オーガスタスが左の拳を突き出せばハンニバルが左の拳で応じる。

　拳と拳とが衝突し合い、撥ね返ってはまた吸い寄せられるようにぶつかり合う。

　接触の度に大気に振動が伝わる。

　もはや純粋な力比べに過ぎなかった。この殴り合いにどちらかが脱落したとき、勝負は決する。

　だからふたりは手を止めない。顔面を真っ赤に染め、目を血走らせ、丸太のような腕や首の表面に幾筋もの血管を浮かび上がらせ、ただただ相手の拳こぶしを砕かんと全身全霊を込めて自みずからの拳を繰り出し続ける。

　打音は果てしなく終わらず、やがて両者には笑いすら込み上げてくる。

「この拮きつ抗こう――大戦を思い出すぞ、クエイサー!!」

「冗談だろう、この程度でッ!!」

　常軌を逸するとはこういうことだ。

　常人には決して立ち入れない。四十四年前の地獄、代理契約戦争を生き抜いた両者だからこそ踏み込める領域。ふたりの拳は砕ける気配すらない――

　そうして無限に続くかと思われた応酬だが。

　その終わりはいささか拍子抜けするものだった。

　不意に耳に届いた悲鳴にハンニバルの勢いがわずかに鈍ったのだ。

　その隙すきを突いたオーガスタスの拳げん骨こつに胸の中央を打たれ、彼は後退。

　帝国の巨漢はなおも猛烈に打撃を繰り出してきたが辛かろうじて両腕で受け流し、ハンニバルは強引に間合いを切って距離を置いた。

　彼はオーガスタスを警戒しつつ、悲鳴の主を捜す。

「――――レジナルドっ!!」

　レジナルド・ドラモンドは苦戦――どころか完全に遊ばれていた。

　相手であるシーグフリードは左のバスタード・ソードで床を分断し、そうすることでレジナルドの退路を制限、同時に彼の回避先にフランベルジュの炎を迸ほとばしらせる。

　かたやレジナルドはファルシオンの魔剣を手にしてからあまり日数が経っておらず、明らかにその扱いに慣れていなかった。黒炎に衝撃波をぶつけて相殺するのが精一杯で、ファルシオンの魔剣の真価すら引き出すことも適わず防戦一方。シーグフリードはそんな彼を嘲あざ笑わらうように単調な攻撃を繰り返し、単調でありながら対応しきれない若き騎士を翻ほん弄ろうする。

　魔剣戦の凄すさまじさにより、会議室はもはや廃墟と化していた。

　一方的な戦いは長くは続かない。とうとうバスタード・ソードの大地分断をかわしきれず、腹を切り裂かれたレジナルドは床を転がった。

「他た愛あいも無かったな」

　離れた距離から、シーグフリードがフランベルジュを振りかざした。

　それを見ていたハンニバルは歯は噛がみし――

「畜生がッ」

　黒い炎が迸り、伏したまま動かないレジナルドへと襲いかかる。

　ハンニバルはその軌跡に割り込んで己の背中を部下の盾とした。

「ぐぅ――ああああああああああああああああ」

　凄すさまじい熱波が背中を苛か烈れつに焼き、腹の奥底から絶叫が飛び出す。

　急激な勢いで全身が発汗。脳に直接火薬でもぶち込まれたような錯覚を覚える。断ち切られそうになる意識を、それでもハンニバルは驚くべき胆力でつなぎ食い止め、耐え凌いだ。

　炎が消失し、がくりと膝ひざを突くも、部下の許もとへと這はい寄る。

　何な故ぜか追撃は無かった。

「ぅ、あ……すみません……」

　助け起こされたレジナルドはすでに意識が朦もう朧ろうとしているようだった。自衛騎士団の制服は全体が焼き焦がされて見る影も無い。脇わき腹ばらには一条の大きな裂傷があり、そこから溢あふれる液体が血だまりを作っていた。誰だれがどう見ても重傷だ。命すら危うい。

「レジナルド……クソ！」

　ハンニバルはまなじりを決し、シーグフリードを振り返った。

　右にフランベルジュ、左にバスタード・ソードをぶら下げた黒衣の男は、ニヤニヤとしながらこちらの様子を見守っていた。

「正直笑い出してしまうかと思ったぞ。そこの男が魔剣を持ってきたときは」

　楽しくて仕方が無い、そんな様子で。

「期せずして新たな魔剣が手に入ったのだから」

　彼の言葉にはっとして見回す。

　レジナルドが用いていたはずのファルシオン。床に落ちていたその魔剣を、今まで物陰に隠れていたランスロットが悠々と拾い上げていた。

　ハンニバルは舌打ちしそうになるのをこらえる。

　未いまだ真意はわからないが帝国ひいては帝政列集国は魔剣を収集している。それをここで彼らの手に渡らせるのはどう考えてもうまくなかった。

「ご苦労だったな。……魔剣の作られ方は知っているだろう？」

　シーグフリードは悦に入りながら語り始める。

「悪魔契約の使用時に術者が抱く、神への憎悪。王ヴアルバニルへと向かう、おぞましくも強烈な憎悪が魔剣の悪魔を生む」

　あまりに今さらな知識。

　それがどうしたと言うのだ――

「その憎悪の強さは相当なものでなくてはいけないらしい。確かに現存する魔剣は、確認できているだけでもすべて代理契約戦争のときに生まれたものだ。戦後の現代に魔剣化した悪魔など、俺おれは一度も見たことが無い。あの地獄のような大戦があったからこそ魔剣というイレギュラーな悪魔が生まれることができた」

　やれやれと肩をすくめて。

「だからなのか、人為的に魔剣を作り出そうとしても全然上う手まくいかないんだよな」

　ハンニバルは驚きに呼吸を止め、目を見開いた。

“〝人為的に魔剣を作り出そうとした”〟

　それはつまり――

“〝悪魔契約の実験を繰り返していた”〟ということに他ほかならない！

「貴様……！」

「一口に実験と言ってもどれだけ大変か想像できるか？　わざわざ手間のかかる手術で胸を切り開き、死言を書き写す……まずこれだけで死んじまう奴が少なくなかった。なんとか生き残った奴は薬で精神ぶっ壊してやって、自発的に死言を唱えさせた。なのに魔剣化する奴は皆無。無駄な悪魔ばかりができたんで処理に困ったよ。……まあ、人外兵器との戦闘実験に流用させたがな」

　かつて独立交易都市に死刑囚が忍び込むという事件があった。

　その死刑囚は自衛騎士団によって追い詰められた末、悪魔契約を行った。

　ここで問題なのが、何な故ぜ彼が自分の死言を知っていたのかということ。死言は悪魔契約の引き金となるが、心臓に刻まれたそれを知る方法はたったふたつしかない。

　胸を切り開いて直接確認するか、ヴァルバニルの前に出てその囁ささやきを聞くか。

　後者の場合は言わずもがな独立交易都市がブレア火山への人間の出入りを禁じているため不可能だし、前者の場合も、祈き祷とう契約による医療補助が発達したとはいえ必ずしも死亡率が低いわけではない。

　そのような死言をどうして帝国の死刑囚が知っていたのか疑問だったのだが、こういう裏があったのだ。

　正に悪魔の所業。

　人間に為なせることではない――

　ハンニバルは背中の痛みを忘れるほどの憤怒を覚えた。

　このシーグフリードという男のせいで、この帝政列集国という国のせいで一体どれだけの人の命が失われたのか。想像しただけであまりの怒りに眩暈めまいがする。

　ハンニバルは吐き捨てた。

「外道が」

「結構。褒ほめ言葉だ」

　くくくと笑うシーグフリードに、横からオーガスタスが言った。

「シーグフリード。そろそろいいだろう、お喋しやべりはそれくらいにしておけ」

「ああ、そうだな」

　笑いを噛かみ潰つぶし、黒衣の男は冷酷にその目を細めた。

「そこの死に底無いと共にあの世に送ってやるよ。クソジジイ」

「小僧が生意気な口を叩たたきやがる」

　ハンニバルはレジナルドの身体からだを抱き上げて立ち上がった。

「答えろシーグフリード。お前たちは魔剣を集めて何をしようとしている？」

　魔剣を集めるといっても一本や二本の話ではない。

　十や二十、いやひょっとしたら百以上もの数をこいつらは欲しているのかもしれない。

「そしてこのような暴挙、正気ではない！　ヴァルバニル戦を前にして国力を消耗させることに何の利がある？　お前たちは何を焦っている？」

　ハンニバルは半なかば吼ほえるように問うた。



「お前たちは何をしようとしている!?」



　そのとき――

　シーグフリードの顔から表情が消えた。

　それまでの邪悪な喜悦が嘘うそだったかのように。

　淡々と口にする。



「大陸を造り変えるんだよ。俺おれは」



　新しい世界に、な。

　ひどくつまらなそうに彼は言った。



    

  
    
      


Epilogue





　独立交易都市の公務員にして非戦闘員であるパティ・ボルドウィンは、避難の際に転倒などで怪け我がをした人々の治療に当たっていた。

　数万の人間が一度に動き、しかも短時間での大移動だったので怪我人は多く、彼女は同僚と共にありったけの玉たま鋼はがねを持って避難先である修道所の端から端までを何度も行き来し、治ち癒ゆ作業に忙殺されていた。

　――一体何なのよ、これは。

　あまりの忙しさに目を回しながら、思わず愚ぐ痴ちをこぼしそうになる。

　これほどまでに大規模な避難活動は、独立交易都市の成立以来初めてのことらしい。

　つまりそれだけ大変な事態が起こっているということなのだが、正確な情報は都市公務員のパティにもまだ伝えられていない。そろそろ市民の間からも不平、不満の声があがり始めていた。

「これは何のための避難なんだよ！」

「一度店の様子を見に戻っていいですか？」

「いつまでここに閉じこもっていればいいんだ」

「なあ、ひょっとしてやばいんじゃないか、これ」

「まさか本当に戦争が――」

　戦争。

　人々の囁ささやきの中からその単語を拾い、パティは眉み間けんに皺しわを寄せた。

　――戦争ですって？

　確かに噂うわさでは戦争もあり得るかもしれない、ということは聞き知っていた。三番街自衛騎士団団長のハンニバル・クエイサーや市長のヒューゴー・ハウスマンも、それを匂におわせる言動を何度かしていた。

　だがやはり現実感は無い。

　何な故ぜなら代理契約戦争以降、四十四年もの間、大きな戦争は無かったのだ。

　終戦後の現在では独立交易都市のほとんどの市民がそれを経験していない。

　無論パティも例外ではなく、だから実感しろと言われても簡単にできる話ではなかった。

　――でも事件が起きているのは本当なのよね。

　治ち癒ゆ作業の合間に同僚から聞いた限りでは、以前にも都市に侵入した人外兵器が再び入り込んだらしい。

　それも一体ではなくかなりの数で、市街地で自衛騎士団が交戦中とのこと。以前に侵入を許したときの反省を踏まえ、槍やりや鉄の矢による中遠距離攻撃を主にしているとかなんとか。

　十分ほど前の情報では市民の避難した四、六、七番街には人外兵器は到達していないらしい。

　この人外兵器の侵入も、戦争が起こったということの証なのだろうか？

　――レジナルドは大丈夫なのかしら。

　あの不器用で生き真ま面じ目めで融通の利かない男。

　副団長に選ばれたばかりの彼はひどく忙しそうだった。戦闘における騎士団の連携をいくつも考案し、ハンニバルの許もとにも何度も通って意見をもらい、一日一回の市内巡回も絶対に怠らず、夜は夜で公務役所に遅くまでこもって書類仕事に精を出す――というような毎日を送っていた。

　働きすぎで倒れてしまうのではないかと少し心配だったけど。

　都市を守るということ。

　それを誰だれよりも真ま面じ目めに考え、己の使命としている男。

　きっと彼も今ごろは戦闘に参加しているはずだ。

　――無事に帰ってきなさいよね。

「ボルドウィンさん！　こっちもお願い！」

「あらら。はーい！」

　同僚に呼ばれ、パティは再び自分の任務に戻った。

　頭の片隅に小さな不安を残しながら。
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　前方に戦士団と人外兵器。

　後方に帝政列集国の援軍。

　前後から挟み撃ちを受けた軍国の兵士たちは混乱の極みにあった。

　混戦もいいところ。戦場には黒の甲かつ冑ちゆうと軍服と人外兵器が陣形もクソも無く入り乱れ、とにかくかち合った者と刃を交える。時に誤って仲間同士で斬きり結んでしまうこともあった。

　途中、独立交易都市の自衛騎士団が軍国の加勢に来てくれたが、それも微々たる数。瞬く間に人波と剣けん戟げきの渦に消えてしまう。

　それでも――

　皮肉にも、独立交易都市の正門が破られ、人外兵器の半数以上が市内へと侵入したのをきっかけに、いくらか軍国の態勢は直りつつあった。やはり最も厄やつ介かいだったのは背中に剣山を背負った人外たちなのだ。その数が減ってくれたのだから戦いが楽になるのも自明だった。

「挫くじけるな、勝利せよ軍国ッ!!」

　一体何人の部下たちにそれを届けられるかはわからない。

　それでも軍国の指揮官は果敢に叫び続けた。

「都市に人外兵器がもぐり込んだのだ！　我々はこの場にいる敵を掃討し、都市の民たちを助けなければならない！　それがかつて白兵戦の窮地を救ってくれた独立交易都市への恩返しとなる！　だから挫けるな、勝利せよ軍国――ッ！」

　その声が何かを変えたわけでも無いだろうが。

　陣形を取り戻してきた軍国は、再び帝政列集国の者どもを制しつつあった。

　それが目に見える形でも表れてきて軍国の兵士たちは奮い立つ。

　挫けるな、勝利せよ――

「オオオオオ!!」

　兵士の誰だれかが意味無き叫びをあげたのを皮切りに、戦場の方々で力強い叫びがあがり始めた。呼応するように声は連なり、重なって、ひとつの鬨ときの声こえとなる。

　軍国の兵士たちは雄お叫たけびをあげながら次々と敵を斬きり捨てていった。

　――行ける。

　――勝てる！

　誰もがそう思って確信したとき、それは始まった。

　ぼすっ。

　ぼすっ、ぼすっ。

　ぼすっ――

　突如、帝政列集国の戦士たちの肉体に正円の穴が空あき始めたのだ。

　穴は何も無い空間からいきなり彼らの身体からだを鎧よろいごと喰くい千切る。肩や胸、脚などあらゆる部位に大小様々な穴が空いていき、その都度「ぼすっ」という不ぶ気き味みな音が鳴り響く。

　何の前触れも無く訪れた変異に、軍国の兵士たちは茫ぼう然ぜんと立ちすくんだ。

　その正体にいち早く気付いた指揮官が青ざめた。

　目の前の戦士がぶつぶつと何か呟つぶやいている。その言葉の意味はわからなかったが、何を呟いているのかは察することができた。

「死言――」

　そして帝政列集国の戦士たちは一いつ斉せいに悪魔と化す。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄が始まり、軍国は完全に勝機を逸した。
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　会議室から脱け出したリサ、ヒューゴー、ゼノビア、ドリス、アーヴィーの五人は、レジナルドに遅れる形でやって来た自衛騎士団の団員たち五名と合流し、避難場所へと向かっていた。

「都市の近郊では軍国と帝政列集国が交戦中です。少なくともそれが決着するまでは総席様の御身を市外へとお連れすることはできません。どうかそれまでは我々と共に避難場所で待機願います」

「それは構わんが……」

　団員の説明にゼノビアは言葉を濁にごした。

「吾われは吾の兵士らが心配でならん。人外兵器の対策を練りはしたが、何分時間が足りなかった……対策は完全でない」

　ゼノビア様、とアーヴィーが進言した。

「王のあなたが信じなくてどうするのです。はい」

「アーヴィー……」

「そうですよゼノビア様！」

　軍師に同調したのはドリスだ。

「彼らは誇り高き軍国の精せい鋭えいたち。同じ轍てつは踏みませんよ！」

「……ああ、そうだな。そなたらの言う通りだ。信じよう。吾の息子らを」

　ようやくゼノビアの表情に力が宿る。

　かと思うと、はっと何かに気付いて蒼そう白はくになった。

「シャーロットは!?　吾の世話役のシャーロット・フィーロビッシャーはどうしている!?　会議の間は刀鍛冶ブラツクスミス殿の家に待機させていたはずだが――」

「総席様が事前に依頼されていた通り、フィーロビッシャー様の身柄は保護済みです。御安心ください」

　へなへなと崩れ落ちる少女王を、アーヴィーとドリスが慌あわてて支えた。

　リサはそんな彼らの様子にくすりと笑いながら、ふと、隣を走るヒューゴーの険しい表情に気付いた。

「市長さん？」

「……あ、はい。なんでしょう」

「大丈夫でしょうか。なんだか難しい顔をされてました」

　もちろん都市が襲撃されているのだからそれも無理も無い話なのだが。

　気になることが、とヒューゴーはこぼした。

「帝政列集国は何な故ぜこのような大胆な行動に出たのかと思いまして」

「何故って」

　リサはぱちぱちと目を瞬しばたたいた。

「ヴァルバニルに関する権利を独占するため、じゃないんですか？」

　先ほどシーグフリードが言っていたばかりだ。

　彼らはヴァルバニルを“〝再封印”〟するつもりも“〝討とう伐ばつ”〟するつもりも無い。

　それどころかヴァルバニルは“〝王”〟として大陸を統すべるべきだと。

　だから独立交易都市や軍国の存在が邪魔で、このような暴挙に出たのではないのか。

　――あれ？

　引っかかるものを感じ、リサは首を傾げた。

　軍国での白兵戦の後、立ち去り際にセシリーとシーグフリードはこんな会話を交かわしていなかったか？



『お前の目的は何だ。何のためにこのようなことをする？』

『この大陸を滅ぼすためだ。決まっている』



　――わからない。

　彼の真意は何なのだろう？

　なんだかリサは頭が痛くなってきた。ごくたまに妙な勘が働くこともあるが、基本的に自分は賢くない。この切羽詰った状況下もあって考えすぎの知恵熱で耳から煙を噴きそうだ。

　――早く帰ってきてくださいよ、ルーク。

　私はやっぱりひとりじゃ足りないんです。

　リサがそんなふうに親方へと思いを馳はせている間に、ヒューゴーが自分の疑問を述べた。

「ヴァルバニルに関連した全権を得るためという理由もあるのでしょうが、それにしてもおかしいとは思いませんか？」

「えっ、……と？」

「やり方が確実でない」

　そこでアーヴィーが会話に参加してきた。

「どういうことですか？　私にもお聞かせください」

「本気で独立交易都市を落とそうとするのならば、もっと大きな戦力を投入して然るべきなのです。それがあのような中途半端な数の戦士団しか率いて来ず、二国一都市会議の真っ最中という、都市が最も警戒態勢に入っている時期に事を起こした……あまりにやり方が杜ず撰さんです」

　なるほど、とアーヴィーは頷うなずく。

「では彼らはヴァルバニルに関する権利関係の獲得と、この都市を落とすこと……それら以外にも別の目的を持っていると？」

「ええ。私はそう懸念しています」

　言われてみればもっともかもしれないとリサは思った。

　ではその別の目的とは何だ、という話になるが。

「近年の帝国ひいては帝政列集国の行動を振り返ると、それらしい目的が一点だけ予想できます。かなり正気を疑うような目的ですが」

　一同の注目がヒューゴーに集中する。

「それは――」

「待て！　止まれ！」

　ドリスが唐突に遮った。

　ヒューゴーの言葉に意識を傾けていた一同は肩かた透すかしを食らいそうになったが、すぐにドリスが自分たちを引き止めた理由に気がつき、息を呑のんだ。

「…………嘘うそ」

　思わずリサは呟つぶやく。

　大きな通りを避け、できるだけ身をひそめながら路地裏を進んでいた自分たち。

　その路地裏の小さな道の出口に。

　件の人外兵器が待ち構えていた。
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“〝彼”〟にその気は無かっただろうけれど――蓄積していた疲れもあり、セシリーが目覚めたのは気絶させられてから丸一日経過してのことだった。

　覚かく醒せいしてすぐに天てん井じようを失った客室を目の当たりにし、次いでアリアやユーインのげっそりと疲れた顔、ヒルダの泣き腫はらした顔をそれぞれ見やり、最後に“〝彼”〟の姿が無いことを確かめると、ああ、あれは夢ではなかったのだと実感した。

　――あれが夢でないのなら。

　そしてここに“〝彼”〟がいないのならば。

「……行かなきゃ」

　客室の座席で寝かされていたセシリーは跳ね起き、馬車につながれた馬に飛びついた。

「セ、セシリー!?」

「戻るんだ。ルークを助けに」

「セシリー、落ち着いて」

　こちらを取り押さえようとするアリアの腕を振り払う。

　直後、セシリーは頬ほおを張られた。

　平手は頬の擦り傷にとても染みて、涙がにじんだ。

「しっかりして！　落ち着いてよ！」

「落ち着けるわけが無いだろう!?」

　セシリーも相棒に負けじと叫んでいた。

「どうしてルークを行かせたんだっ？　どうして彼を止めてくれなかったんだっ？　これでもしもルークが、ルークが――」

「もしもルークに何かあったら、それは引き止めなかったあたしのせい。ごめん、セシリー」

　唐突に詫わびを入れられ、セシリーは怒鳴りかけた言葉を呑のみ込む。

　アリアは切なげな表情をしながら、こちらの肩を掴つかんだ。

「ごめん。本当にごめん。謝る。いくらでも謝るから……お願いだから今だけは心を落ち着かせて」

「アリ、ア……」

　セシリーはようやく完全に目が覚めた。

　――私はなんてことを言ってしまったんだ。

　自分に相棒を責める資格なんて無い。

「申し訳、無い……ごめん、ごめんなさいアリア。私はひどいことを」

　いいの、と彼女は首を横に振った。

「取り乱すのは当たり前だから。……とにかく今は深呼吸して落ち着いて、まずはちゃんと状況を理解して。行動するのはそれから。セシリーは丸一日昏睡していたんだから」

　アリアは幼い子どもに言い聞かせるようにしっかりとした口調で言う。

　セシリーは涙を拭ぬぐい、言われた通りに深呼吸をした。

　肺に入った空気が脳にも巡り、逸はやる心を少しだけ穏やかにしてくれた。

　そして周囲を見回す。実はそこにいたのはセシリーたち四人だけではなかった。

「自衛騎士団……」

　見慣れた制服の男たちが、少し離れたところで固まって立っていた。

「いつまでも帰って来ないあたしたちを心配して、ハンニバルのおっちゃんが様子を見に行かせてくれたみたいなの。彼らとは帰る途中で合流した」

　それはなんとなくわかったが。

　――何だ？

　彼らは何を見て――あんなにも茫然とした顔をしているのだ？

　セシリーは彼らの視線の先を追い、そして彼らと同じような顔で声を失った。

「なん……だ？」

　セシリーたちは小高い丘の上にいた。そこは自分たちが守るべき街、独立交易都市を遠方から見渡すことのできる場所。

　遠くにうっすらと見える都市の輪郭は、十日程度離れていただけなのにセシリーの心をずいぶんと懐かしくさせた。

　……が、そのような生易しい感情はすぐに霧散させられる。

　目の前の景色を、頭が受けつけない。

「あれは、だって、そんな」

　セシリーは誰だれにともなく呟つぶやく。

「悪魔、じゃないか……」

　独立交易都市の周辺で大量の何かが蠢うごめいていた。

　それは有象無象の怪物たち。

　遠目なのでそのひとつひとつは精せい緻ちに把は握あくできなかったけれど、とにかく人間ではない、さりとて人外と呼ぶにもまだ足りないくらい、異形の生命たちが都市の近郊を跋ばつ扈こしていた。

　よくよく見ればそいつらの足あし許もとには死し屍し累るい々るいと重なり合う兵士たちがいる。

　辛かろうじて倒れずに突き立っていた国旗を発見し、それで彼らが軍国の者たちなのだと知る。

　数え切れぬほどの数の怪物――悪魔たち。

　数はきっと百や二百を下らない。

　そいつらは完全に独立交易都市を包囲していた。





　セシリーは仲間たちを振り返った。

　自分たちの様子を見に来たという自衛騎士団の男たちは、こちらに目もくれず、眼下の光景にただただ茫ぼう然ぜん自じ失しつの体に陥っている。

　ヒルダ・キャヴェンディッシュはただ頭を抱え、馬車の御ぎよ者しや台に突っ伏していた。

　ユーイン・ベンジャミンは、独立交易都市の周囲一帯を我が物顔で跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする悪魔たちを見下ろし、さすがに震ふるえを隠せないようだったが、それでもその視線を逸そらすことはしなかった。

　アリアは悪魔たちではなくこちらを見ていた。

　自分の戦友がどういった反応をするのか、その一切を見逃すまいとじっとこちらの顔を見つめていた。

　でもセシリーはこのとき、不覚にも思ってしまった。

　――絶望とはこういうことを言うのか。
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　どうもこんにちは、三み浦うらです。

　本書は『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス　#6.New World』ということで、いよいよ帝政列集国が動き始めるシリーズ第六巻です。怒ど涛とうの展開でいろいろとピンチ、俺おれの頭の中もピンチです。

　……本編が大変なことになっているので、あとがきくらいは力を抜きましょう。

　前巻で『セシリー・キャンベルの衣装案』を募集させていただきましたが、非常にたくさんの御意見をいただきました。投稿してくださった皆さん、本当にありがとうございました。ここで途中発表など。

　一番多かった声が『セーラー服』でした。やっぱり学生服は人気なんですね。

　あと『水着』。これにいたっては募集する以前から、知人から「水着はまだか」と催促されています。他ほかにも『チャイナ服』、『和服』、『民族衣装』、『ビキニアーマー』、『チアガール』、『バニーガール』『ナース服』など……個人的にもどれも見てみたいですが、やたらハードルが高い気がします。

『男装』という声もなかなか多かったです。三巻の表紙が結構好評みたいで、かっこいい衣装をもう一度、とのこと。セシリーはどんどん男らしくなっていくなぁ。

　そしてこれはもはや最終手段なのですが『全裸』。何を隠そう、担当のＫさんからのリクエストです。次の衣装はどうしましょうかという相談をしていたときに、Ｋさんが「やはり全裸しかないか」とマジ顔で呟つぶやいていたのです。何が「やはり」なのかさっぱりです。

　さてさてこの中のどれが採用されるかは乞うご期待。なお、セシリーの衣装案は今後もというかこのシリーズが完結するまで募集中です。ある日表紙が誰だれかさんの裸体だったら、三浦は見えない何かに屈したと思ってください。

　ちなみに六巻のこの表紙は三浦リクエストです。ボロボロな姿っていいですよね！



　担当のＫさん、絵師の屡る那なさん、今回も、今回も本当にお疲れ様でした。おふたりがいてようやく俺は戦えるんです。ファンレターをくれた皆さん、三浦のブログにメッセージをくれた皆さん、励みになっています。力になっています！　漫画版を描いている山やま田だ孝こう太た郎ろう先生、先生の漫画力に原作者は戦々恐々としています。俺も絶対に負けません（ちなみに漫画１巻は六月二十三日発売です。超面白いよ！）。

　この物語に係わっている方々、そして読者様に無限大のありがとうを。

　それではまた、機会に恵まれたら会ってください。

平成二十一年六月

三浦勇いさ雄お
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